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第４話　Nightmare Truth

あとがき










　　　はじめに




　世界はすでに変へん貌ぼうしている。

　そう言われたら、あなたは信じるだろうか。

　昨日と同じ今日、今日と同じ明日が続くはずのこの世界。

　なんでもない日にち常じようの裏うらに、恐おそるべきウィルスがはびこっているなどと。

　レネゲイドと呼よばれるソレは人に超ちよう能のう力りよくを与あたえ、その代だい償しようとして理り性せいを奪うばい、ついには化物へと変える。元に戻もどるすべはなく、彼かれらはいつ来るかわからぬ終わりに身を震ふるわせる。

　今から語るのは人にも化物にもなりきれぬ、そんな裏切り者ダブルクロスの物語だ──。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




　本書を手にとっていただきありがとう。

　この本はテーブルトークＲＰＧ『ダブルクロス　The 3rd Edition』を使ったリプレイだ。

　テーブルトークＲＰＧ、ダブルクロス、リプレイと並ならべたが、もしかするとあなたにとっては耳みみ慣なれない言葉が混まじっているかも知れない。そこで少々説明を挟はさもう。

　テーブルトーク・ロールプレイングゲーム、略りやくしてＴＲＰＧはアナログゲームの一種である。アナログゲームとはトランプや双六すごろくのような「電でん源げん無しで遊ぶゲーム」のことだ。

　参加者はゲームマスター（ＧＭ）と呼ばれるホスト役のもと、プレイヤーとして各員ひとりのキャラクターを作る。そしてＧＭの用意したシナリオに、作成したキャラクターを動かして参加するのだ。

『ダブルクロス The 3rd Edition』はそのＴＲＰＧのひとつ。現げん代だいを舞ぶ台たいとし、見た目は我われ々われの住む世界と同じ。だがその裏うら側がわではレネゲイドというウィルスによって超能力を得たものたちが暗あん躍やくする、いわゆる超能力もののゲームだ。

　そしてリプレイとはＴＲＰＧを遊んだ風景を読み物にしたもの。これを読めばＴＲＰＧを知らない人たちにもそのプレイ風景と雰ふん囲い気きが伝わると思う。

　なお、本書は『ダブルクロス・リプレイ・ナイツ』の第四巻かん、シリーズ第四巻にあたる。もし前ぜん巻かんまでを読んでいないという場合、是ぜ非ひそちらを先にご覧らんいただきたい。第一巻の最初にある用語集も、本書を読む助けになるだろう。




　ではようこそ絆きずなと裏うら切ぎりの世界へ。










　　　前巻までのあらすじ




　ＵＧＮ遺い産さん管理局所しよ属ぞく、強羅瑠璃ごうら・るりはチーム・ナイトフォールの隊長である。一度死し亡ぼうし、聖せい杯はいの力でかりそめの身体として蘇よみがえった彼かの女じよは、記き憶おくを徐じよ々じよに失う呪のろいにかかっていた。

　宿しゆく敵てき〝スナッチャー〟に操あやつられ、金きん獅じ子し騎き士し団だんの一員となった旧きゆうナイトフォールメンバーと、望まぬ戦いを強いられていた瑠璃に新たなる任にん務むがくだる。それは騎士団の本ほん拠きよ地ち、海底要よう塞さいスリュムヘイムへの突とつ撃げきだった。

　チームメイトたるラハブ、ハウント、志し津づ香か、そして〝遺い産さん破は壊かい者しや〟東雲しののめと共に要塞へと赴おもむく瑠璃。道中、旧ナイトフォールメンバーに妨ぼう害がいされるも、逆ぎやくに彼らを操る遺産を発見し破は壊かい。ついに瑠璃は先せん輩ぱいたちを取とり戻もどす。さらに、騎士団への復ふく讐しゆう心しんから単たん独どく行動に走ったハウントを救出、見事に騎士団に大だい打だ撃げきを与あたえることに成功する。

　任務から帰り、休きゆう暇かに入る瑠璃。だがそこに現あらわれた旧ナイトフォールメンバーは、瑠璃を封ふう印いんせねばならないと伝える。瑠璃は敵てきの策さく略りやくにより、聖杯を暴ぼう走そうさせる準じゆん備びに入っているのだと。この事実に衝しよう撃げきを受ける瑠璃。だが仲間に支ささえられ、自分自身の手で事じ態たいを解かい決けつするため、あえて旧ナイトフォールと対決。勝利することで、彼らの意い志しを受うけ継つぐことを改めて示しめした。
















　彼かの女じよは常つねにまどろんでいた。




　夢ゆめの中を、彼女は好んでいた。

　見る夢は決まってひとつ。温かで優やさしい海にたゆたいながら、煌きらめく空を眺ながめるのだ。

　空は静かに瞬またたいているかと思えば、時に花火のように激はげしく輝かがやくこともある。一度として同じ空はなく、角度を変えればまったく違ちがう側面を見せたりもする。

　彼女は夢に没ぼつ頭とうした。夢の空は彼女を楽しませ続ける。ただ、海から空に出ることは許ゆるされなかった。手を伸のばしても、泳いでも、海面から顔を出すことは叶かなわない。

　それでもいい。彼女はそう考える。

　寂さびしい気持ちになっても、空を見ていれば気分は安らぐ。

　それに──。




　ゆうらりと、彼女は目を覚ます。

　目に映うつるのはいつもと同じ景色だ。石いし造づくりの部屋は埃ほこりが舞まい、薄うすいもやをかけたよう。乱らん雑ざつに積まれた本はさらに数が増ふえ、棚たなどころか床ゆかの大半を侵しん蝕しよくしている。本と本の合間に落ちているのはガラスや金きん属ぞくの実験器具。奇き妙みようにねじくれたそれらは、見た目から使用用途を想起できない。

　彼女は現実ここが嫌きらいだった。

　ココで彼女ができることはせいぜいがまばたきをすることだけ。身をよじることも、指を動かすことも、声を上げることもできやしない。

　加えて見えるのはこの退たい屈くつな風景。夢の中とは大おお違ちがいだ。

「目が覚めたのかい？」

　声と共に、視し界かいに壮そう年ねんの男だん性せいが映る。

　日に焼けた肌はだに白いヒゲ。こちらを見つめる瞳ひとみは深い知ち性せいが宿り、浮うかべた笑みからは大いなる慈じ愛あいが感じられる。

「ずいぶんと早いお目覚めだね。まだまだ寝ねていて構かまわないというのに」

　やれやれと付け足す彼を見て、彼女は安心する。

　そうだ、彼が来てくれれば自分はまた夢に戻もどれる。彼が──父親が来てくれれば。

「では今しばらく寝ているといい。おやすみ、我わが娘むすめよ」

　彼の手が視界をふさぎ、彼女はふたたび夢の世界へと落ちてゆく。




　──後に強羅瑠璃ごうら・るりと呼よばれる彼女は、今ひとたびの夢へと。










　　　ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆ナイトフォール新生




「矢野さん！　三巻かんのアレって、卒業式でしたよね！」




　三巻の収しゆう録ろく後、瑠璃のプレイヤーである若林直美わかばやし・なおみさんは私わたし、矢野俊策やの・しゆんさくにこう言った。

　卒業式。なるほどその通りだ。さすがは若林さん、言い得て妙みようである。

　正気を取とり戻もどした旧きゆうナイトフォールメンバーとの対決。相手に依い存ぞんするのではなく、自分の意い志しで道を歩むという決けつ断だん。前回のクライマックスは瑠璃にとって、確たしかに〝卒業式〟であった。旧ナイトフォールという、温かくも柔やわらかい居い場ば所しよからの卒業である。ラハブが言ったように、ようやく現げんナイトフォールはスタートを切ったのだ。瑠璃の夢と共に。




　もちろん敵てきもまた黙だまってはいない。

　瑠璃の心を折るため、海底要よう塞さいまで使いつぶした〝スナッチャー〟。だがその企たくらみは潰ついえ、それどころか瑠璃は新たなる成長を遂とげた。〝スナッチャー〟の面目は丸つぶれである。

　無む論ろんのこと、彼女は報ほう復ふくへと走る。

　遂ついに〝スナッチャー〟と瑠璃の直ちよく接せつ対決と相成るわけだ。〝スナッチャー〟がなぜあれだけの憎ぞう悪おを瑠璃に向けるのか。一巻と二巻で豹ひよう変へんしたその理由とは。伏ふせられていた事じ情じようをすべて明らかにする時が来たのだ。




　そして──瑠璃の出自もまた。

　今までピックアップされてこなかったが、瑠璃は非ひ常じように特とく異いな存そん在ざいである。

　とある遺い跡せきの影えい響きようで暴ぼう走そうしたという事じ件けん、あらゆる〝遺い産さん〟を活かつ性せい化かする能のう力りよく、なによりも限げん定てい的てきながら聖せい杯はいを扱あつかえるという事実。そして瑠璃は両親と血が繫つながっていない。

　なぜ瑠璃は〝遺産〟に認みとめられるのか。これもまた、リプレイ・ナイツにおける大きな謎なぞのひとつである。




〝スナッチャー〟と瑠璃。同じ顔を持つふたり。

　彼女たちを対たい比ひさせるならば、テーマは決まっている。

　今回のテーマは──〝自分自身〟だ。出自からもう一度己おのれと対たい峙じしてもらう。卒業式を経へた瑠璃にちょうど良いテーマになるだろう。







◆Preplay02◆プレイスタート




　そしてプレイ当日。

　もはやおなじみの面々が一堂に会かいし、雑ざつ談だんに興きようじている。




若林直美（以下、若林）：今日からの瑠璃はひと味違ちがいますよ！　ふた味、いや三味違うと言ってもいいですよ！

加納正顕かのう・まさあき（以下、加納）：言葉の意味は分からんが、とにかくすごい気合だ……！

稲葉義明いなば・よしあき（以下、稲葉）：しかし実じつ際さい生まれ変わったような気分だろう。よい別れがあり、自分の道を見つけ、さらには聖せい杯はいのペナルティである記き憶おく劣れつ化かまで解かい決けつしたんだ。

田中天たなか・たかし（以下、天）：お、そう言えば今回から固定ロイス解かい禁きんでしたね。

若林：その！　通り！　ついに、ついに普ふ通つうの人間に戻もどったんですよ！

矢野俊策（以下、ＧＭ）：うん。今は戻りましたね。

若林：うわあああああ、そんな不ふ吉きつなこと言うな！　言うな！




　さて、ここで改めてプレイヤーの紹しよう介かいに移うつろう。




▼若林直美

『ＴＨＥ　ＩＤＯＬＭ＠ＳＴＥＲ』秋月律子あきづき・りつこ役、『リトルバスターズ！』能のう美みクドリャフカ役で活かつ躍やくしている声せい優ゆうさん。『ダブルクロス・リプレイ・デザイア』では大門寺朱香だいもんじ・しゆかを担たん当とうし、そのロールプレイで読者を沸わかせた。

　本シリーズでは聖杯に選ばれた少女、強羅瑠璃を担当する。




▼田中天

　圧あつ倒とう的てきな妄もう言げん量で場を制せい圧あつする妄言魔ま人じん。筆者の古い友人でもあるフリーライター。

『アルシャードセイヴァーリプレイ』（エンターブレイン刊かん）、『アリアンロッド ２Ｅ リプレイ キャプテンＲＥＤシリーズ』、『天下繚りよう乱らんギャラクシーシリーズ』（ジャイブ刊）など、数多くのリプレイも上じよう梓ししている。

　本シリーズでは現げん代だい社会に堕おちたイフリート、ラハブ・アブド＝アルマリクを担当する。




▼稲葉義明

　ぶれず、揺ゆらがず、傾かたむかず。ただひたすらに渋しぶく、かっこいいロールプレイで我われ々われを魅み了りようするライター。その重じゆう厚こうな文章は『トーキョーＮ◎ＶＡ』シリーズ（エンターブレイン刊）などで味わうことができる。

　本シリーズでは、復ふく讐しゆうを企たくらむ仮か面めんの軍人、ハウントを担当する。




▼加納正顕

　本シリーズと対ついになるもうひとつのリプレイ、『ダブルクロス・リプレイ・デイズ』の著ちよ者しや。ネタを逃のがさず、きっちりとキャラクターに組くみ込こむ男。その力は前作『ダブルクロス・リプレイ・デザイア』シリーズでも発はつ揮きされた。

　本シリーズでは、ＵＧＮ幹かん部ぶの一人ひとり娘むすめ、エリートお嬢じよう様さまの加賀美志津香かがみ・しづかを担当する。




ＧＭ：えー、例によってここからはＧＭ口調で。……では、ナイツ四話の収録を始めよう。

一同：よろしくお願いしまーす！

ＧＭ：じゃあトレーラーを発表する前に……（紙束を取り出す）。

稲葉：おっと、この展てん開かいは久ひさし振ぶりだな。

天：新サプリの気配！

ＧＭ：そういうこと（笑）。このセッションから、十月発売予定の新サプリメント『エフェクトアーカイブ』を使用します！　このサプリメントは既き存そんのエフェクトも含ふくめてバランスを取り直しているので、全員自分のエフェクトを見直しておいてね。

若林：それは、重要!!

加納：それから新しん規きエフェクトもありますね。前ぜん提てい条じよう件けんのエフェクトを限げん界かいまで取得しないと取れない、リミットエフェクトなんかもありますよ。

稲葉：お、加納くんは知ってるんだな。

加納：デイズ四巻で使いましたから。

ＧＭ：あと重要なのは追加ルール〝メモリー〟かな。

天：ほう？　どんなルールなのかな？

ＧＭ：「もう変わらない大切な思い」を扱あつかうルールだよ。ロイスのように揺らがない、確かつ固こたる思いが自分の中にあることを表ひよう現げんする。

若林：確固たる思い！　取ります！　旧ナイトフォールのみんなに！

ＧＭ：では入れておいてください（笑）。具体的には経けい験けん点てん15点でひとつ取得し、効こう果かはバックトラックの時に自分の侵しん蝕しよく率りつを10％下げる。

天：10％！　それは大きい……。

ＧＭ：それだけ大切で、揺るがぬ思いってことだ。さて、改めてトレーラーを読み上げよう。




　思えば、それは一番の不思議だった。

　思えば、それは常に存在する謎なぞだった。




　あらゆる〝遺産〟と共鳴する肉体。聖杯と合一化する魂たましい。

　かのカルディナ・サレスが認みとめ、鳴なる神かみたちがその遺い志しを託たくした少女。

　──強羅瑠璃とは何者か。




〝遺産〟の声が、両親の言葉が、彼女のルーツを開いてゆく。

　たどり着くはひとつの古こ城じよう。その前に待ち受けるは、簒さん奪だつ者しやの名を持つ憎悪の塊かたまり。

　果たして、瑠璃の真実とは。




『ダブルクロス・リプレイ・ナイツ』第四話

「Nightmare Truth」

　ダブルクロス──それは裏うら切ぎりを意味する言葉。




若林：…………強羅瑠璃とは何者か。

稲葉：来たな、ついにこの問題が。

天：ずーっと気になっていたことですからねえ。なぜ彼女が聖杯を使えるのか。

ＧＭ：もちろんＵＧＮも調ちよう査さはしていたんだけどね。前回のクライマックスで、「聖杯は自分で止める」ってアピールしたでしょ。その言葉を現実のものにするために、まず瑠璃自身から調べようっていう流れだ。

加納：なるほど……。

稲葉：それに〝スナッチャー〟まで絡からんでくるとなると、今回もヘヴィな予感がするな。

若林：自分の真実か……。

天：怖こわいですか？

若林：少しね。でも、きっともう大だい丈じよう夫ぶ。

ＧＭ：では、次にハンドアウトを読み上げよう。




●瑠璃用ハンドアウト

ロイス：強羅瑠璃　　　推すい奨しよう感かん情じよう　ポジティブ：信しん頼らい／ネガティブ：不安

　自身の覚かく悟ごと、そして旧ナイトフォールメンバーの力ちから添ぞえにより、キミはついに記き憶おくの劣れつ化かから逃のがれた。──少なくとも今は。

　だがキミが聖杯起動の触しよく媒ばいとなりつつあるのは事実。聖杯を暴ぼう走そうさせないためにも、キミはキミ自身のことを知る必要がある。

　そう、キミは知らなければならない。強羅瑠璃とは一体何者なのかを。

　そしてどうあるべきかを。




若林（以下、瑠璃）：おおっ、自分自身に対するロイス!?

ＧＭ：本来はルール違い反はんなんだけどね。今回のセッションでは特別に自身へのロイスを取れるということにするよ。この辺はシナリオのギミックにも関わってくる。

瑠璃：シナリオギミック……。今回、自分のロイスは重要なのかな。

ＧＭ：うん。取り方は注意した方がいいね。致ち命めい的てきになることはないけれど。

瑠璃：了りよう解かい。覚えておこう。

加納：確かに〝自分を探さがす〟モチーフだと、自分自身へのロイスが一番適てき切せつですね……。

稲葉：しかし、こう改めて言われると確かに瑠璃の存在は謎だな。それを明かさない限かぎり、聖杯の制せい御ぎよはできない、か。

天：敵てきはあえてルリの肉体を戻もどして、聖杯を暴走させようとしているんでしたか。確かに自分の肉体を知る必要はあるでしょうねぇ。

瑠璃：どんな真実でも受け止める。それが、自分の道に必要なことだから。

ＧＭ：事実を前に、同じことが言えるか楽しみにしていよう。さて、他三人のハンドアウトだけれど、ちょっと特とく殊しゆだからいっぺんに公開しよう。

一同：おお？




●ラハブ用ハンドアウト

ロイス：スナッチャー　　　推奨感情　ポジティブ：任にん意い／ネガティブ：任意

　瑠璃の肉体を奪うばい、キミの力の多くを奪った〝スナッチャー〟。

　瑠璃への憎悪をむき出しにし、あらゆる手しゆ段だんをもって彼女の心を折ろうとしていた彼女。その彼女が突とつ如じよとしてキミの前に現あらわれた。

〝スナッチャー〟は言う。瑠璃を見み捨すて、自分の方につけと。

　さて、どう答えようか。




●ハウント用ハンドアウト

ロイス：スナッチャー　　　推奨感情　ポジティブ：任意／ネガティブ：任意

　旧ナイトフォールを壊かい滅めつさせ、キミの仇かたきであるレオンハルト・キャラハンと手を結んだ存在〝スナッチャー〟。

　瑠璃への憎悪をむき出しにし、あらゆる手段をもって彼女の心を折ろうとしていた彼女。その彼女が突如としてキミの前に現れた。

〝スナッチャー〟は言う。瑠璃を見捨て、自分の方につけと。

　さて、どう答えようか。




●志津香用ハンドアウト

ロイス：スナッチャー　　　推奨感情　ポジティブ：任意／ネガティブ：任意

　キミたちナイトフォールに何度となく立ちふさがってきた強きよう敵てき〝スナッチャー〟。

　瑠璃への憎悪をむき出しにし、あらゆる手段をもって彼女の心を折ろうとしていた彼女。その彼女が突如としてキミの前に現れた。

〝スナッチャー〟は言う。瑠璃を見捨て、自分の方につけと。

　さて、どう答えようか。




加納（以下、志津香）：おお、これは……！

天（以下、ラハブ）：全員のロイスが〝スナッチャー〟ですか。

稲葉（以下、ハウント）：しかも「自分につけ」と来たか。なんとも意外な一手だな。

志津香：意外……ですの？

ハウント：意外だ。そもそも〝スナッチャー〟は瑠璃以外のものに目をくれないタイプだ。瑠璃に近いとは言え、我われ々われに声をかけてくること自体がおかしい。

ラハブ：ましてや、「自分の味方になれ」ですからねえ。

志津香：〝スナッチャー〟にも何か変化があったんでしょうか……？

瑠璃：……アイツもまた、謎だらけだからな……。

ハウント：確かに。瑠璃の肉体を奪い、かと思えばそれを返して来て。しかし瑠璃には強い憎悪を向けてくる。そして今回は我々を誘ゆう惑わくと来た。行動の指し針しんに矛む盾じゆんがありすぎる。

ラハブ：さらに前巻の最後では〝父様〟とやらの存在もほのめかしていましたね。どうやら〝スナッチャー〟の背はい後ごには誰だれかがいるらしい。

志津香：彼女の真意も知りたいところですわね。

ＧＭ：〝スナッチャー〟に関するあれこれも、今回でおそらく明らかになるだろう。ともあれ、オープニングではそれぞれに誘さそいをかけてくるから対たい応おうを考えておいてね。

一同：うーん……。

ＧＭ：では考えつつ成長作業に移ろうか。『エフェクトアーカイブ』のデータを見て決定してね。




〝スナッチャー〟についての想そう像ぞうをしつつ、データを成長させてゆくＰＣたち。

　さすがに新しいデータは歯ごたえがあり、いつもよりも迷まよいながら方ほう針しんを決定してゆく。

　そしてしばしの後、成長作業が完成した。




ＧＭ：できたかな？　では順番に報ほう告こくをお願いしよう。







▼強羅瑠璃

「自分は歩んでみせる。あの人たちの道を、ナイトフォールの道を」




瑠璃：はい！　固定ロイスが、固定ロイスが解禁になった強羅瑠璃です！　強羅瑠璃です！

志津香：テ、テンション高い（笑）。

ハウント：長かったからな（笑）。

瑠璃：というわけで、固定ロイスにはスエミとラハブを。そして！　新しく導どう入にゆうされたメモリーは旧ナイトフォールに！　あの卒業式を忘わすれることは、絶ぜつ対たいにない。

ラハブ：彼らは本当に瑠璃の中にいる、ということですねぇ。

ＧＭ：しかもスエミ、ラハブ、旧ナイトフォールってことは、これで一巻から三巻までの思い出が全部そろっているってことだね。

一同：おおおおおおおお。

瑠璃：後は《神しん獣じゆう撃げき》を２レベル取得！　ようやくここまで来た感じ。

志津香：ついに来ましたか、《神獣撃》。リバウンドもありますが、強いですからね……。

瑠璃：自分を取り戻して、全力の使い方を覚えた感じかな。今回は以上！
















▼ラハブ・アブド＝アルマリク

「ようやくルリもまともな顔になり、ワタシもこれで羽が伸のばせるというものです。え、今まで伸ばしていなかったのかって？　これからが本番ということですよ」




ラハブ：ではワタシですね。まずは《原初の黒：奇き跡せきの雫しずく》を取得しました。固定ロイスはソロモンとインに。それからメモリーを瑠璃に取りました。

瑠璃：え、自分に？

ラハブ：二巻の結果、揺るがぬものになったのですよ。ワタシにとってはそれだけ強い記憶なのです。アナタの言葉は。

瑠璃：ラハブ……。

ラハブ：本音を言えば、メモリーを取らないとこの高まりすぎた侵しん蝕しよく率りつ基き本ほん値ちが抑おさえきれないわけですが。くっ、己おのれの侵蝕率が憎にくい……。

瑠璃：おおい！　いい話だったのに！（笑）

志津香：相変わらずですわねー、このふたりは（笑）。
















▼ハウント

「騎き士し団だんに打だ撃げきを与あたえ、中ちゆう枢すう議ぎ員いんを救出し、我々は今勢いきおいづいている。さてこのタイミングで、我らが隊長はどうでるかな？」




ハウント：私は《力の法ほう則そく》を２レベル取得し、さらに《領りよう域いきの盾たて》を１レベル取得した。

瑠璃：他人のダメージアップとカバーリング……。サポートに寄よせたんですね。

ハウント：自分の攻こう撃げき力りよくアップも考えたのだがな。それよりは全体の戦力を上げることを優ゆう先せんした。……私もチームの一員としてな。

瑠璃：少しよう佐さ……。

志津香：しかしこれはありがたいですわ。攻こう撃げきチャンスの多い我々に《力の法則》はうれしいですし、カバーリングはタイタス節約のためにいくらあってもうれしい。

ハウント：足りないところを埋うめていくのが私の役目だ。効果があれば幸いだな。メモリーやリミットエフェクトは迷まよったが取らなかった。固定ロイスは瑠璃とレオンハルトだ。……自分の道を変えてくれた瑠璃に、信しん頼らいの証あかしとしてな。以上だ。
















▼加賀美志津香

「ここまで紆う余よ曲きよく折せつありました。ですが、これでわたくしもナイトフォールの一員。心して任にん務むに取りかかりますわ！」




志津香：では最後にわたくしですわね。えー、まずメモリーを取ろうと思ったのですが特に取れる相手がいなかったので……。

ラハブ：シ、シヅカ……。

志津香：いいんですわ！（笑）代わりに《ハードワイヤード》を４レベル取得し、ダーマルプレートを選びました。これでＨＰが20アップして72になりましたわ。

瑠璃：72！　強きよう烈れつな数字だなあ。

志津香：これで耐たえる試みですの。演えん出しゆつとしては〝星〟で常じよう時じ障しよう壁へきを張はるイメージで。他には〈調達〉を１レベルアップ、そして《ポケットディメンジョン》、《セキュリティカット》、《猟りよう犬けんの鼻》を取得。固定ロイスは瑠璃さんと東雲に取りましたわ。
















▼ＰＣ間ロイス

ＧＭ：では、最後にＰＣ間ロイスを結んでもらおうか。

瑠璃：まずは自分からラハブ。これは固定ロイスで取った！　感かん情じようはポジティブ信頼、ネガティブ不安。実はシナリオで指定されたのと同じ感情。

ラハブ：ほう？

瑠璃：半身のように思っているっていうことを表現してみようかなって。

ラハブ：それはうれしいことを。……さて、ワタシからハウントはポジティブ友ゆう情じよう、ネガティブ隔かく意いで。前の巻で心を開いてくれたことに対して、幾いく分ぶん変化をつけました。

ハウント：距きよ離りは近づいたが、その分相あい容いれない部分も見えたという感覚かな。では私から志津香くんだが……。ポジティブは連帯感だ。同じチームとしての再さい出しゆつ発ぱつでもある。

志津香：う、うれしいですわ！

ハウント：ネガティブは憐れん憫びん。

志津香：えええええええええー！（笑）

瑠璃：か、かわいそうだと思われてる（笑）。

ハウント：偽いつわらざる気持ちだ（笑）。

志津香：くう！（笑）わたくしから瑠璃さんはポジティブ友情、ネガティブ不安です！

ＧＭ：以上だね。では改めてメインプレイを開始しよう。




















《神獣撃》　獣化した己の力をすべて使い果たすほどの一撃を繰り出すキュマイラのエフェクト。

《原初の●》　他のシンドロームからエフェクトをコピーする、ウロボロスのエフェクト。

《奇跡の雫》　死に瀕したものを救う薬品を生み出すソラリスのエフェクト。

《力の法則》　〝領域〟を動かし、その攻撃がもっとも効果的になる状況を作り出すオルクスのエフェクト。

《領域の盾》　瞬間的に二者を動かし、片方の攻撃をかばわせるオルクスのエフェクト。

《ハードワイヤード》　体内にアイテムを隠すブラックドッグのエフェクト。志津香は演出を変えて使っている。

《ポケットディメンジョン》　魔眼を使って空間を折りたたみ、部屋を作り出すバロールのイージーエフェクト。

《セキュリティカット》　電気信号を操り、電子機器をだますブラックドッグのイージーエフェクト。

《猟犬の鼻》　におい分子を視覚的に見るエンジェルハィロゥのイージーエフェクト。
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◆Opening01◆瑠る璃りの夢ゆめ

Scene Player ─── 瑠璃




　瑠璃には夢があった。

　偉い大だいなる先せん輩ぱいを追う、という目標じゃない。もっとずっとささやかな、誰だれにも言えない夢。

　それを今日、実行するのだ。




ＧＭ：では最初のシーンは瑠璃のオープニングだ。前の事じ件けんからまたしばらく時間が過すぎて、一月の終わりくらいかな。そこからシーンはスタートする。

瑠璃：はいっ！　実はやりたいことがある！

ＧＭ：お、おお？　いきなりそう来たか。えーと、じゃあ出だしは任まかせようか。

瑠璃：まずは侵しん蝕しよく率りつを上げて──あっ！

ラハブ：出だしから10％上じよう昇しようですか。なかなかすっ飛んでますね。

瑠璃：こ、これはあれだ！　今から夢を叶かなえるから荒あらぶってるんだ！

ハウント：夢？

瑠璃：うん。……とりあえず最初にやりたいことは、凛り々り花かにメールを打ちたい。

志し津づ香か：おお？

瑠璃：前回で彼かの女じよと同じような立場になって、自分の進む道を決めたから。その報ほう告こくと、改めて「ごめん」と謝あやまっておきたくて。

ＧＭ：おおお、なるほどそれは面白い。

瑠璃：文面は、「自分　道　見つけたり。これぞ　青春」とかで。

ハウント：どんなメールだ！（笑）

ラハブ：っていうか電でん報ぽうレベルじゃないですかそれ（笑）。

瑠璃：その後に「凛々花も自分の道を選んでね」と。

ＧＭ：そこは普ふ通つうなのか！（笑）。

志津香：か、緩かん急きゆう激はげしすぎですわ……。

瑠璃：そして最後に絵文字を付けようとして全然違ちがう文字を付ける。叫さけび顔とか。

ＧＭ：そんなに機械音おん痴ちだったっけ、瑠璃（笑）。

瑠璃：いや、プライベートのメールになれてないだけ（笑）。きっと凛々花なら気持ちをわかってくれるはず。

志津香：あの子、いい子ですからね。

瑠璃：と、ある日の休日に思い立ち、午前中一いつ杯ぱいかかってそんなメールを送る。

ＧＭ：もはや果はたし状じようみたいなメールだ……（笑）。

志津香：でもずいぶんと時間がかかってからメールを送りましたのね。

瑠璃：うん。あの卒業式があって、それから記き憶おくの劣れつ化かが起こらなくなって。それを実感するまで少し時間がかかるだろうから。

ハウント：なるほど、自分の変化を確たしかめてから送ったわけか。

瑠璃：そう、逆ぎやくにきちんとそれを思い出せることに喜びを感じもする……。

一同：…………。

ラハブ：今までのルリは任にん務む以外はトレーニングかぼーっとしているだけだったのが、今は違うのでしょうね……。

瑠璃：うん、少しずつね。

ラハブ：ようやく人間らしくなってきたのですね。そう、もっとワタシを見習ってエンジョイするといいのです。

ハウント：お前は逆にしすぎだろう（笑）。

ラハブ：いやー、最近ＵＧＮの有ゆう志しが作ったこの「モバイルオーヴァード」というソーシャルゲームにはまってましてねえ。世界中の有名なオーヴァードたちが秘ひ密みつ裏りにカード化されて、それを育てるのですが。課金が止まりませんよ。

ＧＭ：ちょっ、待て！　誰だれがそんなの作ってるんだ！（笑）

ラハブ：さあ？　とりあえずワタシはレアカードを集めまくってるのです。アッシュ・レドリックはもういらないと言っているでしょう！（笑）

瑠璃：ラハブの謎なぞの趣しゆ味みはいいや（笑）。で、自分はメールを送った後に自分の頰ほおを叩たたいて気合いを入れ……そしてクローゼットを開ける。

ＧＭ：クローゼット？

瑠璃：そう。普ふ段だん着ぎや任務用ではなくて、志津香さんに選んでもらった服を入れてるクローゼット。そこから、一番女の子っぽいワンピースを取り出す。

志津香：もちろん、甘あまめのデザインですわね！

瑠璃：膝ひざ丈たけくらいのね。で、それをこっそり着て出かける。みんながいないのを見計らって、こっそりと。こっそりと。

ＧＭ：あれ、見せないのか。

瑠璃：見せない！　恥はずかしいから！

ハウント：ならばなぜ着るのだ……（笑）。

瑠璃：だって、これを着てキャッフェーに行くから。

一同：キャッフェー!?（笑）

ＧＭ：なぜ急にカフェ！

志津香：しかもなぜ大正みたいな発音に!?（笑）

瑠璃：え、そういう発音にするのが普通って雑ざつ誌しに書いてあったから。

ラハブ：ざ、雑誌？

瑠璃：いいの。なにはともあれキャッフェーに行くの。ぎこちない笑顔で店に入って、パラソルのあるオープンテラスに座すわるの。

志津香：え、オープンテラス？　いや、今は真冬……。

瑠璃：（聞かずに）で、メニューを開く。……何書いてあるかわかんない。英語？　フランス語？　さっぱり。

ラハブ：待て──────っ！　ルリ、アナタは世界を股またにかけるエージェントでしょう！　なんで外国語がわからないんですか！（笑）

ハウント：ついに天くんが我が慢まんできずにツッコミに入った！（笑）

ラハブ：スエミと何語で話してたんですか、アナタは！

瑠璃：…………オーヴァード語？

ラハブ：そんな言語は無いっ！（笑）

瑠璃：まあいいや、どうせカフェのメニューなんてカタカナでもわからないから。カフェ・モカ・デ、なんとか？　とりあえずケーキとお茶を適てき当とうに頼たのんで。

志津香：頼んで？

瑠璃：それで、待っている間は…………このポーズを取る。




　両りよう肘ひじをつき、手をあごの下で組んで、なぜか視し線せんを斜ななめに逸そらす。




一同：…………。

ＧＭ：あの、そのポーズに意味は……？

瑠璃：おしゃれ？　だから？

志津香：なんで疑ぎ問もん系けいなんですの……。

瑠璃：それでケーキが来て。

ハウント：話が止まらないな（笑）。

瑠璃：このケーキを緊きん張ちようと共に受け取って、フォークを握にぎる。そして──。

ラハブ：ほ、ほう？

瑠璃：ケーキを脇わきを締しめたまま、手首だけの動きでせかせかと食べる！　もちろん笑顔は忘わすれず！　せかせかせかせか……。

ＧＭ：な、なにそれ？（笑）

瑠璃：マンガで読んだおしゃれな乙女おとめの動き。

ＧＭ：乙女はそんな動きしない！（笑）

瑠璃：笑顔を絶たやさず、手首を返して食べるべし！　食べるべし！　食べるべしっ！　せかせかせか！（笑）




　どこか固まった笑顔をわずかに傾かたむけ、必死にケーキを食べる仕草を繰くり返かえす若林直美。

　渾こん身しんの演えん技ぎであった。




ＧＭ：ていうか、さっきからずっと気になってるんだけど、何で全部形から入るの？

瑠璃：だって中身知らないから。とりあえず乙女っぽいことしたくて。

志津香：はっ！　もしや瑠璃さんは女子力を高めたかったのですか……！（笑）

瑠璃：…………。

一同：…………。

瑠璃：そ、そうです。

一同：どんな修しゆ行ぎようだ！（笑）

ＧＭ：それでわざわざいつも着ない服を着て、いつもこないカフェに来て……。

ハウント：一月なのにオープンカフェのテラスに出ているのか……。

瑠璃：あっ！　一月だった！（笑）

一同：気がつかなかったのかあああああああああああっ！（笑）

瑠璃：い、いや、ほら、トレーニングで鍛きたえてるから！　寒いの平気だから！（笑）

志津香：そういう問題ですの……？（笑）

瑠璃：ちなみに飲み物もアイスで頼んでる。さっきのポーズのまま、ストローで飲むために。

ＧＭ：（頭を押さえつつ）え、えーと、ちょっと待ってちょっと待って。つまり今どういう状況だ？

ラハブ：一月のまさに寒い最中、テラスにワンピースの少女がひとり風に吹ふかれながら奇き妙みようなポーズでケーキを頼たのみ、アイスティーを飲んでいる。

志津香：しかも顔はぎこちない笑顔。

一同：…………変だ（笑）。

ＧＭ：絵にはなってるけど、割わりと異い常じようだ（笑）。

ハウント：間ま違ちがいなく、別の客からは奇き異いの目で見られているな。

志津香：むしろ何かの撮さつ影えいかと思われているかもしれませんね。

瑠璃：せかせかせかせか……。ふう、これで女子力が高まったかな。

ＧＭ：結局トレーニングか、これも！（笑）

ハウント：挙きよ動どう不ふ審しんだ……（笑）。

ラハブ：外歩いてるナンパなお兄さんとかも、声をかけづらいでしょうね。「かわいいけど、声をかけちゃいけない気がする」「鬼き気き迫せまっている……」みたいに（笑）。

瑠璃：笑顔だよ！

ラハブ：貼はり付ついてるじゃないですか！（笑）

瑠璃：と、そんなことをしているところを誰だれかに目もく撃げきされるといいんじゃないかな！

ＧＭ：そうだね、そろそろオチが必要だね（笑）。ここは……ラハブかな？

ラハブ：ワタシしかいないでしょう（笑）。……では通りがかりますか。温かい格かつ好こうをして。

ＧＭ：あー、じゃあインも出そうか。今回特に出番無いんだけど、たまたま遊びに来てたってことで。

ラハブ：ではまた魔ま人じんデートでも楽しんでいることにしましょうか。ケラケラと笑いながら歩いてきます。……いやあ、今日は寒い！　寒いですねえ！（笑）

瑠璃：そうすると、寒風吹ふきすさぶカフェのテラスでせかせかケーキを食べている自分が目に止まる（笑）。

ＧＭ：ではインが先に気がついて、「なあ、おい、ラハブ。あれ……」。

ラハブ：ん、何ですか？　……あっ。

瑠璃：せかせかせかせかせか……。──あっ！（笑）

ラハブ：…………。

瑠璃：…………（目を逸らす）。

ラハブ：あー、難むずかしい顔をしてテラスに行きます。で、まずウェイターに温かいカプチーノを頼んで、ルリに差し出します。

瑠璃：あ、ありがとう……ですわ！（笑）

ラハブ：です、わ……？（笑）

瑠璃：こ、こんな、出会ったことのない方に飲み物をいただくなんて……。

ＧＭ：「いや、お前なに言ってんだ？」とインが。

志津香：ああっ、せっかく演技でごまかそうとしたのに……。

ハウント：無理だろう、どう考えても（笑）。

瑠璃：あれ、イン？

ＧＭ：「おう、オレだ」

瑠璃：ラハブと……イン？　なにしてたの？

ラハブ：どちらかというとそれはこちらのセリフです。……まあ遊んでいましたが。

瑠璃：男の子と、女の子が、ふたりで……。

ラハブ：？

瑠璃：デ、デ、デ、デ、デートっ!?　まさか女子力マックスの、あの、デートぉぉっ!?　それをラハブとインが……デートだってさ！

ＧＭ：今、誰に言ったの？

瑠璃：思わず音声メモを取った（笑）。

ＧＭ：ああ、まだあのクセは治ってないのか（笑）。

ラハブ：で、ルリ。この奇き妙みような行動はなんなのです？

瑠璃：………………いや、ちょっと女子力を高めようかと……。

ラハブ：ふむ（瑠璃をもう一度確かく認にんする）。

瑠璃：な、なに？

ラハブ：ま、まあ、だいぶ高まったんじゃないですかね女子力！　そう、この寒空にひとりでオープンテラスなんて目立って仕方がないですし！（笑）

志津香：ふぉ、フォローにはいったー！

ラハブ：もう高いですよ！　女子力高まりすぎて森ガールどころではなく、森アニマル！　いや森ビーストくらい行ってます！（笑）

瑠璃：や、やったあ！　じゃあもう大だい丈じよう夫ぶだね！　鍛たん錬れんは十分だね！

ラハブ：そうですとも！　いやあ、よくやりとげました。はははははははは。

瑠璃：ははははははははは。

瑠璃・ラハブ：はははははははははは！




　しばし、乾かわいた笑いを続けるふたり。




瑠璃：…………ラハブ、このことは志津香さんと少しよう佐さには言わないで。

ラハブ：ええ。さすがのワタシにも言えません（笑）。

瑠璃：イン、お前も、お前の主にも絶ぜつ対たい言うな……！

ＧＭ：「あ、うん……」気け圧おされてうなずいてしまうイン。




　いたたまれない空気の中、三人はそそくさとカフェを出て行くのであった──。




ＧＭ：あー、なんだろうこのシーンの面白さは（笑）。

ハウント：なんだろうな、まったく（笑）。

志津香：居い合あわせなくて良かった。いたたまれなくて泣き出しそうですわ……。

瑠璃：一度乙女っぽいことをするのが、夢だった……。

ラハブ：ルリ、アナタは乙女というものを学びなおした方がいい（笑）。

ＧＭ：とりあえず、このシーンはこれで──。

瑠璃：ちょっとまってＧＭ！　まだ自分が作ったシーンしかやってない！（笑）

ラハブ：ほんとだ（笑）。

ＧＭ：しまった、あまりの面白さにやることをすっかり忘わすれていた（笑）。え、えーとちょっと待ってね。このシーンの最後にＵＧＮから連れん絡らくが来るんだけど、もうそれは後でいいや。

ハウント：いいのか？（笑）

ＧＭ：ミドル冒ぼう頭とうでやる（笑）。ではこれだけやっておこう。そんな女子力トレーニングから帰ってきた日の夜。瑠璃に電話が入る。

瑠璃：電話？　珍めずらしい。誰から？

ＧＭ：キミの両親から。

瑠璃：おおっ？

志津香：瑠璃さんの、ご両親……。初めての登場ですわね。

ＧＭ：基き本ほん海外で仕事しているからね。お父さんは貿ぼう易えき業ぎよう、お母さんはその手伝い。ちなみにＵＧＮのことは全部じゃないけれど、ある程てい度ど知っている。

ハウント：ふむ、そうでないと相当なごまかしが必要だからな。

瑠璃：前に設せつ定ていした通りだね。ではかしこまって電話に出る。……もしもし、ご無ぶ沙さ汰たしてます。瑠璃です。

ＧＭ：出るのはお父さんだ。「やあ、瑠璃。年も変わったのに、しばらく連絡もできずにすまないな。どうだ？　元気にやっているか？」

瑠璃：変わりありません。……ただ、いろいろ話したいことは増ふえました。お父さんたちが日本に帰ってくる時には是ぜ非ひ。

ラハブ：ちょっと他た人にん行ぎよう儀ぎですね。

瑠璃：義ぎ理りの両親だ、って知っているから。こういう風にいこうかと。

ＧＭ：「それは楽しみだ。もうしばらくしたら、一度帰ることができそうでね。今日はそれを伝えに電話したんだ」

瑠璃：ちょっと長くなると思うので、心しててくださいね？

ＧＭ：「ふふふ、わかった。ゆっくり聞こう。母さんにも伝えておくよ」

瑠璃：はい、帰ってくるのを楽しみにしています。

ＧＭ：と、後はたわいない会話をして電話は切れる。

志津香：しっかりした方ですのね、ご両親。

瑠璃：見ず知らずの自分をここまで育ててくれた人たちだからね。よし、じゃあお父さんたちが帰ってくるまで、もう一度女子力を……。

ラハブ：やめなさい！（笑）

ＧＭ：よし、では改めてシーンを切ろうか（笑）。







◆Opening02◆誘ゆう惑わく

Scene Player ─── ラハブ




　それは静かな夜のこと。

　屋や敷しきでひとりゲームにいそしんでいたラハブは、ふと顔をあげた。

「ほーう？」

　興きよう味み深ぶかげにつぶやき、魔ま人じんは片かた眉まゆを跳はね上あげる。

　次の瞬しゆん間かん、魔人はわずかな炎ほのおを残してその場から消え去った。




ＧＭ：では次のシーン。ハンドアウトに書いた、〝スナッチャー〟が誘惑しに来るシーンだ。前ぜん巻かんでもやった分ぶん割かつ処しよ理りで、三人いっぺんにやるよ。

一同：はーい。

ＧＭ：では最初はラハブから行こう。侵蝕率を上げて。

ラハブ：……４％上昇。この時点で67％です。

志津香：もう67ですの!?

ラハブ：くくく。ワタシは凡ぼん人じん──いえ、凡オーヴァードの軽く倍の侵蝕率基本値を持っているのです。……もうワタシはメモリーを取らないと生きていけないかもしれません（笑）。

志津香：上げすぎですわ、まったく（笑）。

ハウント：ウロボロスのデータは怖こわいな、まったく（笑）。

ＧＭ：ちなみにシーンを始める前に言っておくが、前回の事件からナイトフォールに大がかりな出しゆつ撃げきはない。個こ人じん単位では呼よび出だしがかかるけど、チームとして動いてはいないよ。

志津香：そうなのですの？

ＧＭ：ＵＧＮもナイトフォールのスタンスを決めかねてるんだよ。瑠璃は聖せい杯はいを「自分が制せい御ぎよする」と言ったけれど、そこにはなんの根こん拠きよもないでしょ？

ハウント：──確たしかにな。

ＧＭ：旧きゆうナイトフォールのように「即そつ刻こく封ふう印いんするべきだ」って意見もあるんだけど、強きよう硬こう派はにダメージを与あたえたこと、そして何よりも〝金きん獅じ子し騎き士し団だんの最大戦力をつぶした〟という功こう績せきからそれはためらわれているという状じよう態たいだ。

志津香：なるほど……。

ＧＭ：ホントは瑠璃のオープニングで説明するつもりだったんだけど、面白くなってすっ飛んじゃった（笑）。

瑠璃：スミマセン（笑）。

ＧＭ：楽しかったからいいんだ。さて、そんな事実上の休きゆう暇かだけどラハブはどうしてる？

ラハブ：ワタシはいつものとおり遊びながら暮くらしていますよ。ナイトフォール以外の命令など、聞く気もおきませんからねぇ。

ＧＭ：ま、ラハブはそうか。それじゃあキミが例のセーフハウスでのんびりしていると、館の外周──森の中からキミに向けられる気配がある。

ラハブ：ほーう？　殺気ではないのですね？

ＧＭ：違うね。

ラハブ：面白い。では退たい屈くつしのぎに行ってきますかね。……と、炎に身を変えて気配のところまで飛んでいきます。

ＧＭ：了りよう解かい。では場面変わって夜の森。ラハブが背せの高い樹きの上に現あらわれると、向かいの樹にひとりの人ひと影かげが座すわっている。

ラハブ：よくここまで来られたものですね、〝スナッチャー〟。

ＧＭ：ラハブの言うとおり、そこに座っているのは瑠璃と同じ顔をした少女、〝スナッチャー〟だ。ただ……最近明るくなってきた瑠璃に比くらべ、こちらは憎にくしみに凝こごった顔をしているがね。

ラハブ：もはや別人ですねぇ。ずいぶんと余よ裕ゆうも無くなってきているようだ。

ＧＭ：以前の嘲あざわらった笑いはどこへやら。〝スナッチャー〟はラハブを睨にらみ付つけたまま答える。「あたしに行けない場所など無い。ましてや、この程てい度どの警けい戒かい網もうなど」

ラハブ：で、用よう件けんは？　ルリに害を為なすならば、容よう赦しやはしませんが？　……とあたりに炎の球を浮うかべます。

ＧＭ：「ヤツに用件は無い。あるのは、お前にだ」ひた、とラハブの目を見る。

ラハブ：ワタシですか。

ＧＭ：「単刀直入に言う。……お前、ヤツを裏うら切ぎってこちら側につけ」

ラハブ：（眉まゆをひそめて）何を馬ば鹿かな。たとえアナタが楽園の蛇へびであろうとも、ワタシを堕おとすことはできません。ワタシは友を決して裏切らない。

瑠璃：おお、かっこいい。

ラハブ：何とも無む駄だなことをしにきたものです。アナタは。

ＧＭ：「──あたしが、お前から喰くい取った力を返すと言ってもか？」

ラハブ：力？

ＧＭ：「覚えていないか？　あの遺い跡せき〝ソロモンの壺つぼ〟で、あたしはお前の力のほとんどを喰い取った。あれを返してやろうというんだ」

ラハブ：フッ。

ＧＭ：「……？」

ラハブ：そんなものに惑まどわされるワタシではありません。いかに悪あく魔まの誘惑だろうと、ワタシとルリの間にできた絆きずなを断たつことはできないのです。今のワタシは前のワタシとは違う。一度死に、そして彼女によって作つくり替かえられた。その魂たましいは常つねにルリと──。

ＧＭ：その力は経けい験けん点てんに換かん算さんすると……。

ラハブ：えっ。

瑠璃：ちょ、ちょっ、なんで言葉止めるの！

ラハブ：い、いや違ちがう違う。だって経験点っていうリアリティのある言葉が出てきたから！　ちょ、ちょっとだけ！　ちょっとだけ話を聞かせてくださいルリ！　……検けん討とうしないから！　相手に会話する余裕を与あたえたいだけだから！（笑）

志津香：誰に弁べん解かいしてますの（笑）。

ラハブ：そ、そうだ。ルリはこのシーンには出てないんだ。（きょろきょろしつつ）あ、あの、その、もっと具体的な話とかあります？（笑）

ＧＭ：えーと、経験点に換算すると[image: ]点が戻もどってくるね。

ラハブ：おぅ、[image: ]点……。に、[image: ]てぇん……（笑）。

瑠璃：（黙だまって見ている）

ＧＭ：それからエネミーエフェクトが戻ってくる。

ラハブ：エネミーエフェクト!?　マジですか!?

ＧＭ：その代わりＮＰＣになるけどね。

ラハブ：あああああああああ、ＮＰＣかあ。ＮＰＣになっちゃうのかあ。ＮＰＣになったら自分で力を使えない…………あれ、でもその操そう作さって俺おれができるの？　つまり俺がプレイヤーのまま──。

瑠璃：ちょっと！　そこは考えるところじゃないでしょ！　真ま面じ目めに悩なやまないの！（笑）

ラハブ：ちちちちちち違いますよ！　ほ、ほら、エネミーエフェクトを使うことでナイトフォールに貢こう献けんできるんじゃないかって！　そういう！　つもり！　ですよ！（笑）

瑠璃：絶対噓うそだろ──────っ！（笑）

ラハブ：噓じゃないです！　ほら！　あれですよ！　新しいエフェクトを入手することによるシナジーがビジネスモデルを生み出して、イノベーションがですね！（笑）

瑠璃：訳わけの分からない横文字並べない！（笑）

ラハブ：あー、じゃあこんな感じですよ！　ワタシが〝スナッチャー〟をにらみ返すと彼女は言うんですよ。「今は無理か。だが、いつでもあたしはお前が来ることを待っている」そしてワタシが返す！「なぜ……そんなにワタシのことを？」「お前が、欲ほしいからだ」「ワタシを……!?」

ハウント：おい、ひとり芝しば居い始まったぞ（笑）。

ラハブ：「そう、あたしには友がいなかった。あたしはただひとり。誰かの友ゆう情じようが、ほしかったんだ」「友情、か……」（チラッチラッとＧＭを見る）

ＧＭ：いや、何よその視線。

ラハブ：ほら、だから。友情の代わりに経験点とエフェクトを置いていってくれる、とか。ほら！

ＧＭ：しねえよ！　っていうか全部お前の脳のう内ないじゃねえか！（笑）

ラハブ：勢いきおいに押おされてくれたっていいじゃないですか！（笑）

ＧＭ：するか！（笑）　……で、どう答えるの。

ラハブ：……ワタシはこの日本という地にやってきて、非ひ常じように感かん銘めいを受けたものがあります。

ＧＭ：なんだ、突とつ然ぜん。

ラハブ：「あいまい」って、いい言葉ですよね。

ＧＭ：…………おい（笑）。

ラハブ：だからここはあいまいに！　あいまい日本の心で！　ね！　いいでしょ!?

ＧＭ：いいわけあるかああああああああああっ！　〝スナッチャー〟は「欲しいのは白か黒か、その二択たくだ」って言うよ！（笑）

瑠璃：せっかく自分のロイスをメモリーにしたのに、この魔人はあああああ！（笑）

ラハブ：おお！　大事！　そう、メモリー大事！　だが、いや、うむ、しかし……彼女の顔はルリとまったく同じ……。

瑠璃：違うでしょ！　さっきまで「ずいぶんと違う顔になった」みたいなこと言ってたのに！（笑）

ラハブ：い、いや、しかしですね！

瑠璃：しかしじゃない！　もう「けど」とか「しかし」とか禁きん止し！　その後でまともな言いい訳わけ出てこないでしょ！　はい、断ことわる！（笑）

ラハブ：う、うう、馬鹿な……。まるで脳内にルリがいるかのように責せめてくる。これが、メモリー……！




　そんな効こう果かはありません。




ラハブ：ご、ごめん、〝スナッチャー〟……、もう、終わりにしないか……（笑）。

ＧＭ：なんだ終わりって（笑）。

ラハブ：その、卑ひ怯きような男と思うかもしれませんが。ワ、ワタシには守るべき絆きずながあるんです。け、けれどキミのことを嫌きらいになったわけじゃなくて！

志津香：不ふ倫りんしたサラリーマンみたいですわ（笑）。

ハウント：しかもいい人のまま終わろうと足あ搔がいているぞ（笑）。

ラハブ：だから、せめてこれを……。とメアドを握にぎらせて……（笑）。

瑠璃：ダメ！　だ！　って！　言ってるでしょおおおおおおおおおっ!?

ラハブ：き、厳きびしいー！　ルリ、厳しいですよー！（笑）

ＧＭ：いかん、コレ終わらないパターンだな（笑）。えーと、じゃあ〝スナッチャー〟が言う。「よく分からないが、来る気はないということだな」

ラハブ：ええ、行きませんよ。…………行きませんよ！（笑）

志津香：逆ぎやくギレた（笑）。

ＧＭ：よし、行かないって言ったな？　行かないんだな？

ラハブ：え、えーと、その……。

瑠璃：（ギロリと睨にらむ）

ラハブ：行きません！（笑）

ＧＭ：よし、じゃあここからシリアスに戻もどすぞ。戻していいな!?（笑）

瑠璃：（ギロリと睨む）

ラハブ：は、はい、大だい丈じよう夫ぶです！（笑）

ハウント：もはや悲鳴のようだな（笑）。

ＧＭ：では戻すぞ。……ラハブから拒きよ絶ぜつの言葉を受け取った〝スナッチャー〟はしばし目を伏ふせ、黙だまる。

ラハブ：おや？　〝スナッチャー〟さん？

ＧＭ：「く、くくくくくくく、くかかかかかかかかかかかっ！」

ラハブ：お、おお!?　こ、壊こわれた？

ＧＭ：「あまりに愚おろかだと笑ったのさ。お前にもう選せん択たく肢しは無い。破は滅めつだけだ」

ラハブ：……唐とう突とつにいつもの調子に戻もどりましたねぇ。まあ、アナタの予言は当たらないでしょうけれど。

ＧＭ：「当たるのさ、これがな。……どうせ浅せん薄ぱくなお前たちだ。〝強羅瑠璃のルーツを探さぐる〟などと考えているのだろう。それが悲ひ劇げきへの扉とびらだとも知らずに」

瑠璃：む……。

ＧＭ：「その時に後こう悔かいするなよ、魔人」そう言い残して、〝スナッチャー〟は消える。

ラハブ：アナタもですよ、〝スナッチャー〟。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：えーと、次は志津香で行こう。我ながらさっきのシーンは強引だった（笑）。

志津香：はい。……気を引ひき締しめますわ（笑）。

ハウント：さっきのがひどすぎたからな（笑）。

ＧＭ：では時じ刻こくはラハブとほぼ同じ頃ころ。どこで接せつ触しよくすることにしようか。

志津香：そうですわね……。それならば父親の名代でどこかに挨あい拶さつに行ったところにいたしましょう。新年のパーティということで、着物を着て出かけますわ。

ＧＭ：パーティ会場か。それは面白いな。ではあちこちに挨拶をしつつ、一いつ旦たん中ちゆう座ざしたところに現あらわれようか。人気の無い場所で、志津香の背はい後ごを取って〝スナッチャー〟が現れる。

志津香：ピタリ、と足を止めて言いますわ。──なんの御ご用ようですこと？

ＧＭ：「思った通り、お前には力量が足りないな」

志津香：むっ。いきなりお言葉ですわね。……と言いつつ振ふり向むきます。改めてなんの御用ですこと？　各かつ個こ撃げき破はでもするおつもり？

ＧＭ：「……お前、こちら側につけ」

ハウント：やはり唐突な切り出しだな。

志津香：ですわね。いぶかしげに返しますわ。……まさか、わたくしがうなずくとでも？

ＧＭ：「あたしにつけば、遺い産さんをやろう。お前に最も足りない力を、あたしが埋うめてやる」

志津香：遺産……。

ラハブ：来ましたよ。誘惑が。

瑠璃：ラハブ、シッ！（笑）

ＧＭ：「お前が望む力を与あたえてやるさ。あらゆる敵てきを屠ほふる雷らい神じんの鎚つちでも、すべての災さい厄やくから人を護まもる盾たてでも」

志津香：……ふん。くだらないものですわ。

ＧＭ：「──ほう？」

志津香：与えられる力などくだらない、と申しましたの。

ＧＭ：「それで地道に鍛たん錬れんでも積むつもりか。……その調子で、いつになったら強羅瑠璃においつける？」

志津香：…………。

ＧＭ：「お前には力が必要だ。だから──」

志津香：なにもわかっておりませんのね。アナタは。

ＧＭ：（眉を動かす）「なんだと？」

志津香：わたくしの力を、そのように考えている時点で浅はかなのです。……瑠璃さんは確かに目標です。ですがもう、わたくしの力はわたくしだけのものではありません。我われ々われはナイトフォールというひとつのチームなのですから。

瑠璃：志津香さん……。

志津香：サポートに徹てつすることもひとつの力。……わたくし、オモチャを与あたえられて喜ぶような歳としではありませんの。

ハウント：ふむ、成長したな。

瑠璃：ラハブとは違うね……。

ラハブ：なぜそこでワタシの名前が出てくるのですか！（笑）

瑠璃：別に？（そっぽを向く）

ラハブ：く、くうううううううう（笑）。

志津香：ちなみにさっき笑い尽つくしちゃったから、ギャグを入れないのですけどね（笑）。

ハウント：うむ、気持ちはよく分かるぞ（笑）。

ラハブ：くそう！（笑）

ハウント：しかし〝スナッチャー〟は不思議な行動をしているな。それこそかんしゃくを起こした子こ供どものようにも見えるが。

志津香：あ、それはわたくしも思いました。なぜ急にこんなことをし始めたのでしょう。

ＧＭ：さてね。志津香の言葉に、〝スナッチャー〟は肩かたを震ふるわせる。「くくく、よくも言ってくれたものだ。だがいいのか？　選択の機会は一度きりだ」

志津香：くどいですわ。あなたの道と、わたくしたちの道は戦い以外に交わることはないでしょう。──立ち去りなさい。今は見逃してさしあげますわ。

ＧＭ：「その結果、すりつぶされることになろうとも、か。……いいだろう、ならば望み通りにしてくれよう」そう言って、〝スナッチャー〟は去って行く。

志津香：様子を確認してから、パーティに戻りますわ。……しかし、本当に気になりますわね。彼女はなぜこのようなことを……。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では最後にハウント。

ハウント：私わたしはセーフハウスとは別の拠きよ点てんで、聖杯について調べていることにしよう。そこに現れるという感じでどうだろうか。

ＧＭ：了解。では整然と並ならべられた書しよ棚だなの奥おくにあつらえられた古風な机つくえで、ハウントが古文書をめくっているところからスタートだ。……ふと、気配を感じる。

ハウント：ふむ。ノックくらいはしてほしいものだな。

ＧＭ：ハウントが振ふり返かえると、そこにいるのは妙みようにぎらついた目をしている〝スナッチャー〟だ。彼女はハウントの言葉に答えず言う。「お前、こちら側につけ」

ハウント：少し眉をひそめ、本を閉とじる。……突とつ然ぜんだな。

ＧＭ：「こちら側につけば、相そう応おうの見返りを約束しよう」

ハウント：何を用意すると？

ＧＭ：「レオンハルト・キャラハンの首」

ハウント：ほう……？

ラハブ：いけません、いけませんよハウント。ヤツの言葉は甘あまい罠わな！　乗ってはいけません！　乗ってはいけないのです！（笑）

瑠璃：ラハブ、うるさい（笑）。

ハウント：うむ（笑）。……〝スナッチャー〟、論ろん理り的てきに考えてキミを信用はできない。

志津香：さすが少佐ですわ……。

ハウント：そもそも、自分からそのような話を持ち出してくる輩やからを、私は信用しないことにしていてね。……それに、たとえキミといえどもヤツの首は持ってこられるかな？

ＧＭ：「──あたしに、できないとでも？」

ハウント：できない……とは言わないさ。私とキミが組めば可か能のうかもしれない。

瑠璃：少佐？

ＧＭ：「ならばあたしの側につけ。それが復ふく讐しゆうの近道だ」

ハウント：どうかな。今の私にはキミと組むよりも、このナイトフォールメンバーと組む方が確かく率りつが高いと考えている。

ＧＭ：「なに──!?」

ハウント：引き取りたまえ。私はカルディナ・サレスとの約束は破やぶれない。それだけではなく、今の私は強羅瑠璃に借りのある身だ。キミの進言に乗ることはできない。

ＧＭ：「愚おろかなことだ」

ハウント：そうでなければ、このような道を選んではいないさ。……逆に質しつ問もんしたいことがある。キミは──なぜそのように焦あせっている？

志津香：そう、それですわ。

ハウント：キミだって、私がその程度の甘かん言げんで動くとは思っていまい。なぜ突然このような行動に出たのだ？

ＧＭ：ぴくり、と一いつ瞬しゆん顔が動く。

ハウント：それは──キミが旧ナイトフォールメンバーを失ったことに起き因いんするのか？

ＧＭ：「…………」

ハウント：様子を見る。

ＧＭ：「く、くくくくくくっ！　これは意外なことを言うものだな、シーザー・キャラハン。お前に……いや、お前たちに声をかけたのは無む論ろんヤツを追おい詰つめるためだ。よりどころとなるものをはぎ取って、追い詰めるためにな」

ハウント：それにしては、やり方がずさんなようだな。

ＧＭ：「来なければそれでいい、ただそれだけだ。……お前たちは聖杯のことを、そしてあの強羅瑠璃のことを調べているのだろう？　せいぜい調べ、そしてすべてが徒労に終わったときのことを覚かく悟ごしているがいい」

ラハブ：ワタシの時と同じようなことを……。

ハウント：知らない物を覚悟することはできない。すべては我々が摑つかんでからだ。

ＧＭ：「ああ、せいぜい努力するんだな」そう言って〝スナッチャー〟は消える。

ハウント：……危き険けんだな。




　ハウントは眉まゆをひそめる。




ハウント：あまりにも不安定だ。あれほどの力を持ち、かつ制御が効きかなくなれば、どんな結末になるか想そう像ぞうしたくもない。

瑠璃：…………。

ハウント：ともあれ、私も調ちよう査さは切り上げて帰らなくてはなるまい。ナイトフォールへ。

ＧＭ：ではここでシーンを切ろう。













　　　ＭＩＤＤＬＥ ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆己おのれを知る旅へ

Scene Player ─── 瑠る璃り




　ＵＧＮ日本支し部ぶ。

　日本におけるＵＧＮの活動を担になう〝日にち常じようを護まもる砦とりで〟であり、ナイトフォールの本ほん拠きよ地ち。

　瑠璃たち四人は一月振ぶりに、このブリーフィングルームに集められていた。




ＧＭ：では次のシーン。〝スナッチャー〟による接せつ触しよくの一週間ほど後。テレーズ・ブルムが四人全員を招しよう集しゆうする。場所はＵＧＮ日本支部だ。

ハウント：ふむ、では我われ々われが〝スナッチャー〟に勧かん誘ゆうを受けたことは先に話をしておこうか。

志し津づ香か：ええ、わたくしも。まったく、何を考えているかわかりませんわ。

ラハブ：ソウデスネ（笑）。

ＧＭ：なんで棒ぼう読よみなんだよ！

ラハブ：ごまかしてるからに決まってるじゃないですか！　誰だれも見てなかったんですから、ワタシはきっぱりすっぱり後あと腐くされ無く断ことわったことにしますよ！　かっこよく！　かっこよく！　かっこよく！（笑）

志津香：う、うわぁ……。

瑠璃：（冷たい目でラハブを見る）
















ラハブ：あ、あんな誘ゆう惑わく、我われ々われに通用するはずがない。論ろんずるまでもない問題です。……ええ、論ずるまでも…………ル、ルリ？　なんですかその目は？

瑠璃：いいや、別に？　自分は確たしかになにも見てないからね？

ラハブ：く、くうううううううう。なぜか心が痛いたい……（笑）。

ＧＭ：そりゃ当然だろう（笑）。

瑠璃：ま、ラハブの良心の呵か責しやくはともあれ。〝スナッチャー〟の行動に関しては心に留とどめておかなければ。気を引ひき締しめなおそう（自分の頰ほおを叩たたく）。

ＧＭ：ではテレーズが、「そうね。旧きゆうナイトフォールを失い、金きん獅じ子し騎き士し団だんが弱体化したことで、彼かの女じよは追おい詰つめられているとも言える。注意はしておかなければね」と。

志津香：手負いの獣けものというわけですわね。

ハウント：強力なオーヴァードではあるからな。……と〝ソロモンの壺つぼ〟で最初に出会った時のことを思い出しつつ言う。

ＧＭ：「しかし、今日は〝スナッチャー〟の話とは少し違ちがう話をするわ。……まずはそうね、瑠璃に対するＵＧＮのスタンスの話からしようかしら」

瑠璃：（うなずいて）お願いします。

ＧＭ：「正直に言うわね。──ＵＧＮは、今の瑠璃の状じよう態たいをやはり危き険けんだと見ている」

瑠璃：…………はい。

ＧＭ：「でも、だからといって即そく封ふう印いんをするという流れでもない。危険だけれど、それを制せい御ぎよしようという瑠璃の意見を尊そん重ちようする。そういう結けつ論ろんになったわ」

志津香：よかった！

ハウント：瑠璃の言がほぼ認みとめられた形になったか。

瑠璃：（ほっと息をついて）ありがとうございます。

ＧＭ：「あなたが今まで積んできた実じつ績せきが物を言ったのよ。でも忘わすれないで。ＵＧＮがあなたを危き険けん視ししていることは確たしかだから。制御するという言葉を現げん実じつにしない限かぎり、強きよう硬こう手しゆ段だんをとることは十分に考えられるわ」

瑠璃：ええ。わかっています。

ＧＭ：「──ということで、今回の任にん務むに移うつろうかしら」

ラハブ：この流れで任務ですか。

ＧＭ：「そ。と言ってもいつもみたいな戦せん闘とう任務じゃないわ。今回、あなたたちには瑠璃のルーツを調べてきてほしいの」

志津香：ルーツ……。

ハウント：聖せい杯はいを暴ぼう走そうさせる手段は〝瑠璃の肉体そのもの〟だ。聖杯制御のためにまず瑠璃を調べるということかな？

ラハブ：聖杯自体の調ちよう査さは難むずかしいでしょうしねぇ。

ＧＭ：「そうね」と言ってからテレーズはふう、と息をつく。「実は瑠璃の出自については、ずっとＵＧＮで調査が続けられてきたわ。カルディナ・サレス隊長がスカウトしてきてからずっとね」

瑠璃：えっ!?

ＧＭ：「〝遺い産さん〟と共鳴した子こ供どもが発見されたら、必ずその出自は調べるでしょう？　当時のＵＧＮも同じように考えたのよ。その子がナイトフォールを目指しているのならば、余よ計けいにそれは重要となるわ」

ラハブ：〝遺産〟を扱あつかう特とく殊しゆチームに、万が一スパイでも紛まぎれ込こませたら大おお事ごとですからねぇ。

瑠璃：そう、ですよね……。

志津香：ではその時の結果はどうだったのです？

ＧＭ：テレーズは顔を曇くもらせる。「あなたが今のご両親に保ほ護ごされる前の情じよう報ほうは一切出てこなかったわ。なぜ〝遺産〟と共鳴したのかもね」

瑠璃：…………。

ハウント：ＵＧＮが年単位で調べてもわからない、か。大事だな。

ＧＭ：「地道な聞きき込こみからＤＮＡ鑑かん定てい、オーヴァードを投入したこともあるらしいのだけれど、わからなかったそうよ」

ラハブ：それはまた奇き妙みようなことで。

ＧＭ：「結局、ナイトフォールへはカルディナ隊長の推すい薦せんと、聖杯への共鳴を期待されて入ったのだけれどね。瑠璃については、未だ何もわからないままよ」

瑠璃：……自分はどういう風に今の両親に拾われたんだろう。

ＧＭ：二歳さいになる前くらいかな。とある遺い跡せきの近くで泣いていたのを拾われた、と聞かされている。それ以前はまるで不明。

ハウント：捨すて子ご、ということか。

ＧＭ：そういうこと。保護されてからの記録には不ふ審しんな点は何も無いよ。

瑠璃：改めて、自分はどこの誰なのかわからないんだな……。日本人かどうかも怪あやしい。

ハウント：見た目は少なくとも東洋人のはずだがな。

ラハブ：ルリ、不安ですか？

瑠璃：少し、ね。でも知らなくちゃ。

志津香：ちなみに瑠璃さんが発見されたという遺跡はどこですの？

ＧＭ：瑠璃が昔暴走するきっかけになった遺跡があったでしょ？　あの近く。

志津香：暴走……？

瑠璃：あっ、カルディナ隊長に出会うきっかけになったあの遺跡？　怒いかりの遺跡だとかなんとか言われてた……。

ＧＭ：そう、それそれ。そこで拾われ、そしてその何年後かにまたＦＨにさらわれて瑠璃が暴走することになった、という流れ。

ラハブ：……明らかに何かありますねぇ、その遺跡は。

ＧＭ：「そう。だからまず、あなたたちにはその遺跡を再さい探たん索さくして欲ほしいの。再さい三さん調べた遺跡ではあるけれど、本人ならば気づくことがあるかもしれない」

瑠璃：──わかりました。

志津香：しかし、今いま更さらと言えば今更ですわね。

ＧＭ：「仕方がないわ。聖杯による記き憶おくの劣れつ化かがあったのだもの。その前はそこまで瑠璃のルーツが重じゆう要よう視しされていなかった」

ハウント：ふむ、なるほどな。

ＧＭ：「事前情報はこんなところよ」

志津香：つまりミッションの内ない容ようは、その怒りの遺跡とやらの探たん索さくということですのね。

ラハブ：今までに比くらべて、ずいぶんとゆったりした任務ですねぇ。たまにはこういうのもよいものです。

瑠璃：──みんな、ひとつお願いがある。

ラハブ：なんですか、改まって。

瑠璃：（心しん臓ぞうに手を当てて）自分は旧ナイトフォールの、そしてみんなの支ささえのおかげでようやく己自身を見つめ直せるところまで来た。本当なら、自分のルーツは自分で明かすべきなんだと思う。でもこれは聖杯の制御に関わること。だからみんなに助けて欲しい。

ハウント：無む論ろんだ。我々ナイトフォールは遺産から世界を護るのが役目。それはキミの体に宿る聖杯であっても同じこと。

志津香：ええ、異い論ろんはございません。

ラハブ：つきあいますとも、アナタの〝自分探さがしの旅〟に。

瑠璃：そう言われると、なんだか恥はずかしいな。

ラハブ：必要ですよ、時にはそういうものも。自分が何者かを忘わすれていたワタシが言うのです。間ま違ちがいありません。

瑠璃：ラハブに言われると説得力あるね。

ＧＭ：そこでふとテレーズが瑠璃を見て言う。「生き生きしてるわね」

瑠璃：（笑って）はい。目標がありますから。

ラハブ：ぶふっ！

瑠璃：……何で噴ふき出だすの。

ラハブ：い、いや、ちょっとオープニングのキャッフェーを思い出してしまって……。た、確かに生き生きしてましたね（笑）。

瑠璃：そっちじゃない！　もう！（笑）

ＧＭ：「え、何があったの？」

瑠璃：い、いいんです！　テレーズさんは気にしなくて！

ラハブ：後でテレーズには密ひそかに撮とっておいた瑠璃の写真を送っておきましょう。せかせかとケーキを食べる瑠璃を。

瑠璃：ラハブ！（笑）

ＧＭ：テレーズはクスリと笑って手を叩く。「ではナイトフォールには、しばらく瑠璃のルーツを追ってもらうわ。いいわね」

瑠璃：了りよう解かいしました。

ラハブ：戦闘任務ではない、というのは気楽ですねぇ。ちょっとした旅行気分です。

ハウント：ちなみに件くだんの遺跡はどこに？

ＧＭ：日本の近きん畿き地方。鬼おにの伝説がある山だ。

志津香：鬼……。

ＧＭ：なお〝遺産〟は瑠璃が暴走した当時、ＵＧＮが回かい収しゆうしてるよ。だから危険はない。

志津香：とはいえ〝スナッチャー〟の動きも気になるので、油ゆ断だんはないようにしませんと。

ラハブ：（聞かずに）さて近畿までは車で行きますか？　それとも電車？　やはりここは弁べん当とうの食べやすい電車がいいですかねぇ。おっと、周囲の観光地や名産、食事なども調べていきましょう。なあに任まかせてください。ウェブの情じよう報ほう収しゆう集しゆう能のう力りよくがあれば一発ですよ。

志津香：話全然聞いてないですわ、この方！（笑）

ハウント：やれやれ（笑）。

瑠璃：ともあれ──。行こう、ナイトフォール！







◆Middle02◆遺跡にて

Scene Player ─── ハウント




　近畿地方某ぼう県けん。

　踏ふみ込こむものもない深い山の中に、ぽっかりと闇やみが口を開けている。

　かつて鬼が住んでいたという伝説を持つその遺跡の前に、瑠璃たちは立っていた──。




ＧＭ：では次のシーン。キミたちは遺跡の前にいる。

ラハブ：えっ、もう!?

ＧＭ：うん。移い動どう中は特に何も起きないし。

ラハブ：（愕がく然ぜんとした顔）

志津香：もしかして、道中をホントに楽しみにしてましたの？

ラハブ：…………（こくり）。

ＧＭ：ただの冗じよう談だんだと思っていた……。

ハウント：同じくだ（笑）。

瑠璃：と、とりあえず道中は電車で来たから！　みんなでゆっくり来たってことで！　ね!?

志津香：そうですわ！　お弁当も買いましょう！　ちょっとした娯ご楽らくになりましたわ！

ラハブ：今はそれで我が慢まんします。いつか、いつかぬるい日常を……！

ＧＭ：じゃあ改めてシーンを展てん開かいするよー。たどり着いたのは近畿某県の山中。地元の人間でも立ち入らないような地ち域いきに洞どう窟くつがひとつ。

志津香：これが鬼の遺跡、ですのね。

瑠璃：ＧＭ、自分は見覚えあるか？

ＧＭ：もちろん。カルディナと初めて会った時とほぼ変わっていないよ。

瑠璃：懐なつかしい。……そうだ、懐かしいと思い出せる。

ラハブ：それもまた、記憶劣化が癒いやされた証あかしですねぇ。

瑠璃：そうだね……。

ハウント：ところで遺跡の様子は？　怪あやしいところはあるか？

ＧＭ：いいや、何も。〝遺産〟はもう回収され、その残のこり香がすらもほとんど無い。

ラハブ：抜ぬけ殻がらというところですか。さて、では中に入りますか。

瑠璃：うん──。




　めいめいに明かりを持ち、瑠璃は洞窟の中へと踏ふみ入る。

　ところどころに人の手が入っている気配があるものの、洞窟自体に異い常じような点はない。




志津香：本当に何もありませんわね。

瑠璃：こんなところで、自分のルーツが見つかるのかな……。

ラハブ：どうでしょうか。きっかけ程てい度どはあるのかもしれませんよ。

ハウント：それに何も無いことがわかれば、それを捜そう査さの軸じくにすることもできる。調査が無む駄だになることはないさ。

志津香：とりあえず昔のことを考えてみたらどうですの？　何かのきっかけになるかもしれませんわよ。

瑠璃：ああ、それはそうだね……。




　志津香の言葉を契けい機きとして、瑠璃は意い識しきを過か去こへと飛ばす。

　それはまだ瑠璃がナイトフォールに入る前、カルディナに出会う前のこと──。




瑠璃：自分は……こう言っちゃなんだけど、すごく変な子だった。

志津香：変？

瑠璃：「自分は人とは違う」っていう感覚をずっと持ちながら育っていた。両親に拾われて、他の子と出会って、学校に行って、それでもずーっと。

志津香：それは能力の優ゆう劣れつですの？

瑠璃：いや、もっと根こん源げん的てきな部分での違い和わ感かんだった。そうだね、正せい確かくに言えば「本当に自分は人間なんだろうか」っていう気持ちかな。……そう、自分は獣けものだと心のどこかで思っていたんだ。

ハウント：キュマイラシンドロームの影えい響きようか。

瑠璃：今考えればそうだったんだろうと思います。おかげで覚かく醒せいしてこんな能力ですし。でも当時は必死でした。獣でいたくなくて。皆みなと同じ人でいたくて。




　他人は自分の鏡だと言う。

　幼おさない瑠璃は他の子供を見て、己の中に眠ねむる獣に気がついた。

　それは彼女にとって恐きよう怖ふの対象だった。怖こわい。いつコレが目覚めるかわからない。

　目覚めてしまえば──もうこの中にはいられなくなる。




瑠璃：だから体を鍛きたえた。自分で自分を律りつするために。そうすれば獣ではなくなると、当時の自分は信じていた。




　格かく闘とう技ぎを選んだのは、「暴ぼう力りよくを制せいする」ものだから。

　瑠璃には自分を護る力が必要だったのだ。自分から自分を護る力が。

　そうして門を叩たたいたのが、藤とう堂どう流という古こ武ぶ術じゆつの道場だった。




瑠璃：なんでそんな風に考えていたのか、自分でもわからない。人間でいたければ、もっと周りの子たちと仲良くすればよかったのに。絆きずなを怖がって、殻からに閉とじこもっていたんだ。あのころの自分は。

ハウント：幼よう少しよう期きから心の闇やみを抱かかえていたのだな、キミは。

ラハブ：なるほど、だから今でも友達が……（笑）。

志津香：しっ！　ラハブさん、お黙だまりになって！（笑）

瑠璃：ふたりとも、聞こえているから（笑）。

ハウント：そしてこの遺跡と共鳴し、暴走したところから運命が変わったというわけか。

瑠璃：そうです。カルディナ隊長に暴走を止めてもらい、自分がオーヴァードであるということを知り、仲間がいると教えられ……。そこから先はみんなが知っての通り。

志津香：話を聞けば聞くほど、瑠璃さんが何者なのかは気になってきますわね。

瑠璃：うん……。

ＧＭ：と、キミたちがそんな風に話していると最深部にたどり着く。そこは石でできた祭さい壇だんだ。しめ縄なわや祭具の残ざん骸がいがあたりにちらばり、奥おくの壁へき画がには鬼を思わせる顔が描えがかれている。ただし祭壇の上には何も無い。

ラハブ：察するに、ここに〝遺産〟があったのでしょうねぇ。

ＧＭ：そう。今はＵＧＮが封印している〝遺産〟だ。その名も〝鬼の腕うで〟。

ハウント：どんな〝遺産〟なのだ？

ＧＭ：ずばり巨きよ大だいな異い形ぎようの腕だよ。それを装そう着ちやくするとすさまじい膂りよ力りよくと、この世のすべてに対する怒りを得るという。

志津香：それが瑠璃さんを過去暴走させた〝遺産〟ですのね。

瑠璃：…………その祭壇に触ふれてみる。

志津香：だ、大だい丈じよう夫ぶですの？

瑠璃：今更暴走することはないよ、志津香さん。言ったとおり、きっかけを作りたいんだ。

ＧＭ：よし、ならば〈意い志し〉判はん定ていをしてもらおう。難なん易い度どは８。でも15以上出すとさらにボーナスの情報がある。

瑠璃：た、高いな。【精せい神しん】１しかない（笑）。

ラハブ：やるだけやるしかないでしょう。

瑠璃：だね。…………おおっ！　クリティカル！　達たつ成せい値ち17！

ＧＭ：うお！　成功すると思わなかった！

ハウント：だろうな（笑）。

ＧＭ：では瑠璃が意を決して祭壇に触れると、脳のう裏りに記憶が浮うかび上あがる。




　破は壊かいされていない祭壇。より鮮せん明めいな鬼の顔。そして中央に祭られる異形の腕。

　そうだ、過去に瑠璃はこの場を訪おとずれていた。

　誰だれかの腕に抱だかれ、幼おさない頃ころに──。




ＧＭ：幼い瑠璃の目は鬼の腕に釘くぎ付づけになっている。すると瑠璃を抱き上げている誰かが言う。「さあ、声をお聞き」と。それは男なのか、女なのか、それも判はん然ぜんとしない。

瑠璃：誰……？

ＧＭ：それは今のキミにはわからない。声は続ける。「あの腕の、〝遺産〟の声だ。身を委ゆだね、怒りというものを学ぶといい」

瑠璃：〝遺産〟の声？　怒り？

ＧＭ：幼い瑠璃はじっと鬼の腕に見入る。すると確かに腕から何かが伝わってくる。それは燃もえさかる炎ほのおのような感かん情じようだ。己を焼き、敵てきを焼き、世界を焼くような怒り。常じよう人じんが浴びればそれだけで壊こわれてしまうような憤ふん怒ぬを、幼い瑠璃はただじっと受け止め続ける。

瑠璃：な、なんだ、これ……？

ＧＭ：「そうだ。よく覚えておきなさい。それが〝怒り〟だ」と声が言い、映えい像ぞうはそこで途と切ぎれる。

瑠璃：今のは──。

ＧＭ：さて、今の瑠璃にはわからないよ。そして記憶のフラッシュバックはまだ続く。

瑠璃：えっ？

ＧＭ：高い達成値を出したからね。今のフラッシュバックから、さらに違う記憶が引き出されるんだ。それは……同じように、他の〝遺産〟の声を聞いている記憶。

志津香：どういうことですの？

ＧＭ：同じように誰かに抱かれ、別の〝遺産〟を訪たずねたことがあるってことだね。

瑠璃：それは、どんな〝遺産〟……？

ＧＭ：はっきりとは思い出せない。だがぼんやりとしたイメージはある。それは──。




　ひとつは翼つばさ。だがそれはどこか青ざめ、生気が無い。

　ひとつは果実。薄うす紅べに色に彩いろどられたそれは、見るだけでほほえみが浮うかぶ。

　ひとつは釜かま。巨大で鈍どん重じゆう、だがそれ故ゆえに安心できる。




ＧＭ：という具合だ。

瑠璃：フラフラとしながら、見たものをみんなに伝える。……自分には、確かにそういう記憶がある。

志津香：翼に果実に、釜……。たくさんの〝遺産〟に共鳴させられていた……。

ハウント：それが瑠璃の特とく性せいにつながっているのだろうか。

ラハブ：さて、どうでしょうか。

瑠璃：少なくとも第三者の視し点てんではなく、自分自身の視点だった。自分の記憶で間違いは無い、と思う。

ハウント：なるほど。ならば、まずはその三つの〝遺産〟が何であるかを確かく定ていさせるべきだろうな。……ＧＭ、〈知ち識しき：遺産〉で判定することは？

ＧＭ：もちろん可か能のうだよ。まさかこのシーンでやられるとは思っていなかったが（笑）。

志津香：瑠璃さんの活かつ躍やくは無駄にはしません。ではわたくしも判定には参加いたしましょう。




　めいめいに〝遺産〟についての判定をするＰＣたち。

　財ざい産さんポイントをうまく使いつつ、三つの〝遺産〟を調べてゆく。




ＧＭ：結局全部成功か。では三つとも情報を出そう。

瑠璃：（こくり）

ＧＭ：まず翼はギリシャ神話に出てくるイカロスの翼。果実は中国の伝説に出てくる仙せん桃とうだ。水に入れるとお酒になるヤツね。そして釜はケルト神話のダグザの大おお釜がま。

志津香：あのおかゆが延えん々えんと出てくる釜ですのね。

ラハブ：その三つと、そして鬼の腕。……ううん、共通点があるようには思えませんがねぇ。

ハウント：確かにな。

ＧＭ：そしてこれを三つとも調べた時点で、もうひとつわかることがある。……この三つは、今現げん在ざい金獅子騎士団に狙ねらわれている。

瑠璃：なにっ!?

ハウント：どういうことだ？

ＧＭ：三つの〝遺産〟はどれもＵＧＮが保護していたんだが、つい数日前から金獅子騎士団がそれらを狙ねらって攻こう撃げきを開始している。

ラハブ：最大戦力と幹かん部ぶたちを失っても、元気なものですねぇ。

ＧＭ：いや、逆ぎやくにこれはおかしいね。ハウントならば気がつける。弱っているこの時期に、ＵＧＮに対して三正面作戦なんて敢かん行こうすれば、組そ織しきそのものが崩ほう壊かいする。

ハウント：……なのにやらせている。レオンハルトめ、何を考えている？

志津香：それよりも、騎士団がわざわざ狙いに来ているという方が重要ですわ！　これはつまり瑠璃さんの過去を知って狙っているということではありませんの!?

瑠璃：だろうね。みんなから聞いた話だと、〝スナッチャー〟は自分の過去を知っている。だから先に手を打ったんだろう。

ハウント：冷静だな。

瑠璃：十分慌あわてていますよ、少しよう佐さ。ですがヤツが手を出すことで、自分のルーツであることがはっきりした。ならば追うだけです。

ラハブ：わかりやすくなってよい、というわけですか。

瑠璃：そう。それに──〝遺産〟を護るのはナイトフォールの役目。フラッシュバックが起きても、それだけは変わらない。……でしょ？

ラハブ：まったくです。

志津香：では瑠璃さん、どうします？

瑠璃：騎士団はすでに行動を始めている。こちらも分かれて対たい応おうしよう。（ＧＭに）それぞれの〝遺産〟はどんな状じよう況きよう？

ＧＭ：ＵＧＮに問い合わせた段だん階かいでわかるよ。まず〝ダグザの大釜〟はＵＧＮ北ほく欧おう支部にある。現在金獅子騎士団の大だい攻こう勢せいを受けているが、支し部ぶ長ちようの〝銀ぎん熊くま〟ゴウト・アスラウルを中心に耐たえている。相手の数が多いから、戦せん闘とう力りよくが必要だね。

志津香：なるほど……。

ＧＭ：そして〝イカロスの翼〟は地中海支部に預あずけられていたが……盗ぬすまれたとのことだ。

瑠璃：え、地中海支部は確か──。

志津香：さまよえる船、パックス・ロマーナ号が本拠地ですわ。そんなところに侵しん入にゆうするなんて、あなどれませんわね。

ＧＭ：だが地中海支部の面々もただやられただけではない。すでに犯はん人にんの逃走経路を捕ほ捉そく。現在追つい跡せき中とのことだ。

ハウント：なるほど、その手伝いをしろというわけか。

ＧＭ：そして〝仙桃〟は中国の深しん山ざんに封印されていたが、そこを金獅子騎士団が襲しゆう撃げき。中国支部のチルドレンが回収したものの、その後の連れん絡らくが途と絶だえている。

ラハブ：こっちは救出の必要アリというわけですか。

ＧＭ：というわけで、今日のシナリオの構こう造ぞうをここで発表しよう。──今日のシナリオ、その前半部分は「世界中で〝遺産〟の奪うばい合あいをする」ことだ。

ラハブ：世界中、というところがいいですね。好みですよ。

志津香：察するに、この三カ所で〝遺産〟を確かく保ほできるかどうかで展開が変わってくる感じですの？

ＧＭ：そういうこと。この三カ所だけじゃなくて、追加もあるけどね。全体でどれぐらいの〝遺産〟を確保できたかによって、瑠璃の記憶がどれぐらい戻もどってくるかが変わる。

志津香：それは負けられませんわね……。

瑠璃：それに〝遺産〟を騎士団に渡わたすわけにはいかない。

ハウント：記憶抜ぬきでも、問題を増ふやすことになるからな。

ＧＭ：ということで理り解かいしてくれたかな？　……それでは誰がどこに行くかをまず決めてもらおうか。




　しばしの間、相談をするナイトフォール。




瑠璃：自分とラハブは北欧支部に行こう。戦闘力が必要な場合、自分たちが一番いい。

志津香：ですわね。

ラハブ：やれやれまた北国ですか。

ハウント：私わたしは地中海支部に行こう。追跡となれば《地じ獄ごく耳みみ》が使えるし、このチームで一いつ般ぱん判定がもっとも得意なのは私だ。

志津香：ではわたくしが中国で。チルドレンの救出はお任せください。

瑠璃：それじゃあみんな、頼たのんだよ。

志津香：ええ。瑠璃さんもお気を付けて。

ハウント：必ず〝遺産〟を持って帰ろう。

ＧＭ：では話がまとまったところでシーンを変えよう。





《地獄耳》　〝領域〟を広げ、その中の出来事を広く知覚するオルクスのイージーエフェクト。









◆Middle03◆雪原の熊くま

Scene Player ─── 瑠璃




　分ぶ厚あつい雲と荒あれる吹雪ふぶき。灰はい色いろの世界に銃じゆう弾だんが飛び交う。

　ＵＧＮ北欧支部、通つう称しよう〝氷の砦とりで〟。

　猛も者さ揃ぞろいで知られる支部はだが、今苦戦を強しいられていた……。




ＧＭ：では三分ぶん割かつ最初のシーンは北欧支部。行くのは瑠璃とラハブだっけか。

ラハブ：なんでワタシは毎度毎度北の地に行くのでしょうね……。中国や地中海にも行きたかった……。

志津香：今日のラハブさんは旅行気分が抜ぬけませんわねえ（笑）。

ラハブ：たまにはバカンスだっていいじゃないですか！　毎度毎度火が消えそうな場所に行かされるなんて、陰いん謀ぼうですよ陰謀！

ＧＭ：特にそういう意図はないんだがなあ（笑）。

ハウント：だいたい、もうバカンス気分でいられる状況じゃないだろうに（笑）。

瑠璃：そうそう、だいたい戦力が必要なところに一番範はん囲い攻こう撃げきが得意なラハブが行かないでどうするの。

ラハブ：わかってますよ。諦あきらめましたよ。……はあ、しかし北欧ですか。アロタニアを思い出しますねえ。

瑠璃：可能であれば、スエミの墓はかを巡めぐっていきたい。思うところがあるんだ。

ラハブ：ほう？　いいのではないですか？　彼女も喜ぶでしょう。

瑠璃：うん。

ＧＭ：ではシーンは北欧支部に到とう着ちやくするところからだ。ＵＧＮの専せん用よう機きを使い、降おり立たったそこは……一言で表すなら要よう塞さいだ。

瑠璃：要塞？

ＧＭ：巨大な壁かべと監かん視し装そう置ち、迎げい撃げき施し設せつに鉄てつ条じよう網もう。大国の支部ほど大きくはないけれど、この支部は常つねに戦闘を繰くり返かえしてきたことが窺うかがえる。

瑠璃：まさしく歴戦の支部か。

ＧＭ：そして現在、周囲からは爆ばく発はつ音おんや銃じゆう声せい、獣けものの咆ほう吼こうなどが聞こえてくる。

ラハブ：戦闘中ですか。

ＧＭ：その通り。そして降り立ったキミたちは、その名の通り熊のような男の前に案内される。ごつくて、身長が高く、さらには軍服らしき服ふく装そうの上からファー付きのコートなんか着てるから、一いつ層そう熊っぽい。

ラハブ：あー、察するにこの御ご仁じんが〝銀熊〟ですか？

ＧＭ：その通り。

志津香：わかりやすい方ですわね（笑）。

ＧＭ：彼は「ナイトフォールか？」とじろり。

瑠璃：ＵＧＮ遺産管理局所しよ属ぞくナイトフォール隊長、強ごう羅ら瑠璃です（敬けい礼れいする）。

ラハブ：あ、ワタシのことはお気き遣づかい無く。ルリの付つき添そいです。

ＧＭ：「ふうん、そうかアンタらが……」と無ぶ遠えん慮りよに見る。

瑠璃：……？

ＧＭ：そしてその厳いかつい顔で、にかっと笑って「ははははははっ！　よく来た！　オレぁこの支部を預あずかってる〝銀熊〟だ！　英えい雄ゆうを迎むかえられて光栄だな！」。

瑠璃：英雄？　…………え、それ、自分のこと？

ラハブ：あー、旧ナイトフォールを知ってるとかですかね？

ＧＭ：「なに言ってる。正しよう真しん正しよう銘めいアンタらのことだよ。金獅子騎士団の海底要塞をたった四人でつぶした英雄だろうに」

瑠璃：あ……。

ハウント：なるほど、そちらか。

ＧＭ：「正直ナイトフォールの復ふつ活かつを聞いた時には、アンタみたいな若ぇやつに務つとまるものかと思ったもんだが。あんな功こう績せきを立てられちゃあ、認みとめねえわけにもいかねえ」と、豪ごう快かいに笑って瑠璃の背せ中なかを叩たたく。

志津香：英雄……。わたくしたち、そういう扱あつかいなんですわね……。

ラハブ：悪くない気分ですねぇ。

瑠璃：うん、少しうれしい。……銀熊支部長、現げん状じようは？

ＧＭ：「膠こう着ちやく状じよう態たい。ただしこっちが不利だ。攻こう撃げき力りよく不足でな、相手を撃げき退たいできねぇ。防ぼう御ぎよ面めんはオレがなんとかしてやれるんだが……」

ラハブ：この熊さんは防御が得意なんですね。

瑠璃：つまり我々が攻撃を担たん当とうするべき、ということですね。

ＧＭ：「ああ。期待していいか？」

瑠璃：（うなずいて）ええ、〝ダグザの大釜〟を狙ねらう敵はすべて自分たちが撃退しましょう。

ＧＭ：銀熊はにやっと笑う。「頼たよりにしてるぜ」そうして彼は後ろを振ふり向むくと、そこには支部長に負まけず劣おとらず荒あら々あらしい風体のエージェントたちが。

ラハブ：バ、バイキング！　バイキングはまだいたんだ……！

ＧＭ：いねえよ（笑）。で、彼らに銀熊は叫さけぶ。「てめぇら！　今こ宵よいの導みちびきは三日月ナイトフオールだ！　名に傷きずをつけるような戦いをするんじゃねえぞ！」と、エージェントたちが一いつ斉せいに雄お叫たけびを上げる。「我ら、英雄と共に！」

瑠璃：…………。

ラハブ：原始的ですねぇ。……ルリ、どうしたのです？

瑠璃：少しは、近づけたのかな。

ラハブ：何にです？

瑠璃：先せん輩ぱいたちに。

ラハブ：（肩かたをすくめて）とうに超こえていますよ。

瑠璃：まだまだだよ。……そう言って、改めてナイトフォールのコートを着る。

ラハブ：ワタシはコート……の上からエスキモーが着るようなモッコモコの上着を重ねます。着られる限り何なん枚まいも（笑）。

志津香：寒いのですか……（笑）。

ラハブ：本当は建物の中から出たくないですよ！

瑠璃：しまらないなあ（笑）。

ハウント：ある種我々らしいとも言えるがな（笑）。

ＧＭ：さて、銀熊に連れられて外に出るとそこは戦場だ。雪原装そう備びの金獅子エージェントが、数十人単位で攻撃を仕し掛かけている。

瑠璃：オーヴァードの数は？

ＧＭ：およそ二割わり。決して多くはないが、向こうは兵器まで持ち出している。雪上移動が可能な装そう甲こう車しやとかね。

ラハブ：なるほど、これは防御だけで手て一いつ杯ぱいになるのもやむなしですか。

瑠璃：でもここには自分とラハブがいる。

ラハブ：そういうことです。格かくの違いというものを、連中に教えて差し上げましょう。

瑠璃：ああ。──行くぞ！




　毛玉のように耐たい寒かん装備をしたラハブの周囲に火球が浮かび上がる。

　対して、コートとジャケットを脱ぬぎ捨すてた瑠璃が、銀のたてがみを持つ狼おおかみへと変じた。




瑠璃：まっすぐに切きり込こみ、司令部を狙う！

ＧＭ：了解だ。では２ラウンドで総そう計けい[image: ]点のダメージを出してもらおう。

瑠璃：[image: ]点？　なんだ、楽勝だな。

ハウント：ふたりならば問題無いな。ひとりで行っていたら厳きびしかったかもしれん。

志津香：ですわね。

ラハブ：ならばワタシは手を抜ぬいてもよいですかね。侵しん蝕しよく率りつが厳きびしいのです。

瑠璃：任せて。では自分から！　《フルパワーアタック》で力を溜ためつつ、《完全獣化》＋《剛身獣化》＋《破壊の爪つめ》！　金きん属ぞくのたてがみを持つ銀狼に！

ＧＭ：北欧であればフェンリルを思わせるな、その姿すがたは。銀熊もまた、その名の通り熊の姿になりつつ瑠璃に言う。「いけ！　後ろはオレがもつ！」

瑠璃：ああ！　《コンセントレイト：キュマイラ》＋《獣の力》！




　灰色の雪原を、銀のきらめきが走る。




瑠璃：命中は達成値40。ダメージは──59！

ＧＭ：うお！　一発で半分吹ふき飛とばした!?

ハウント：強くなったものだ。

ラハブ：これは思う存ぞん分ぶん手を抜きましょう。最さい低てい限げんのエフェクトだけで炎ほのおを放ちます。……達成値42、ダメージは33点。

ＧＭ：最低限で33点かい。累るい計けい92点。危あやうく１ラウンドで突とつ破ぱされるところだった。

志津香：でもこれ、次に瑠璃さんが攻撃を宣せん言げんするだけで終わりますわよね。

瑠璃：あ、本当だ。ダメージの固こ定てい値ちだけで突破する。

一同：…………。




　雪を吹ふき散らかして突とつ入にゆうする銀狼に、流星のように降ふり注そそぐ火球に。金獅子騎士団の軍ぐん勢ぜいは容易たやすく散らされてゆく。

　ちりぢりになった敵を追おい詰つめるのは北欧支部の面々だ。




ＧＭ：あ、相手にならねえ。まるで本気を出さずにキミたちは騎士団の部隊を退しりぞける。

ラハブ：中ちゆう枢すうを破壊された残ざん党とうごときで、我々の相手などできませんよ。火球を兵器へと投げてひとつひとつつぶしていきましょう。

瑠璃：自分は敵オーヴァードを倒たおしつつ奥へ！　司令官を押おさえる！

ＧＭ：やりたい放題だな！（笑）だがそれだけのダメージを出したから、何も言えん。

瑠璃：では、司令官を押さえたら遠とお吠ぼえをあげる！

ＧＭ：くっ、それで負けを認みとめて残った連中も撤てつ退たいするな。キミたちの勝ちだ。

ラハブ：あっけないものです。あー寒い。

ＧＭ：「オレたちが苦戦した相手を、あっさりと蹴け散ちらしてくれたな」と銀熊は苦笑しつつ言う。

ラハブ：それが我々ですよ。

ＧＭ：「ナイトフォール。噂うわさ通り……いや、それ以上だ。恐おそれ入いったぜ」

瑠璃：自分たちだけで勝ったわけではありません。後ろに支部長たちがいたからです。

ＧＭ：「がははははは！　フォローもしっかりしてる！　いい隊長だな、お前さんは！」

瑠璃：謙けん遜そんとかじゃないですよ。……では支部長、ダグザの大釜は回収させてもらいます。

ＧＭ：「おうよ、あんたらなら悪いようにはしねえだろう。持っていって、存分に役に立ててくれや」

瑠璃：ありがとうございます。……よし、これで任務は終しゆう了りようだ。

ラハブ：ではアロタニアにでも寄よりますか──。

ＧＭ：（遮さえぎって）おっと、その前に瑠璃とラハブ、双そう方ほうの端たん末まつから緊きん急きゆうを告げるアラートが鳴る。

瑠璃・ラハブ：!?

ＧＭ：発信者はテレーズ。それを確かく認にんしたところで──一度シーンを切ろう。

瑠璃：一体、何が……？





《フルパワーアタック》　時間をかけて力を溜め、最大の攻撃を生み出すキュマイラのエフェクト。

《完全獣化》　みずからの身を完全に獣へと変えるキュマイラのエフェクト。瑠璃の場合、狼へと変化する。

《剛身獣化》　甲羅などを身につけて、攻防双方に役に立てるキュマイラのエフェクト。瑠璃の場合、たてがみが金属質になる。

《破壊の爪》　かぎ爪を作り出すキュマイラのエフェクト。

《コンセントレイト》　そのシンドロームの使用にどれだけ習熟しているかを表すエフェクト。

《獣の力》　獣のような膂力をふるうキュマイラのエフェクト。









◆Middle04◆ハウントの眼め

Scene Player ─── ハウント




　心地ここちよい日差しの下、潮しお風かぜにハウントは鼻を鳴らす。

　冬の風に含ふくまれる寒気に嫌いや気けが差したわけではない。

　それよりも冷たい空気を放つ、目の前のエージェントに思わず笑えみが漏もれたのだ。




ＧＭ：では次は地中海支部にシーンを移うつそう。

ハウント：私の担当だな。

ＧＭ：ハウントもまた、ＵＧＮの機体で地中海支部に向かう。さまよえる船パックス・ロマーナ号にヘリで降おり立たつ感じかな。

ハウント：出で迎むかえのエージェントに敬礼をして問おう。……現状は？

ＧＭ：「は、追つい跡せきの最中であります。具体的なことは──」というと、「そこから先は私が話そう」とひとりのエージェントが現あらわれる。黒い肌はだに整ととのった顔立ちの女じよ性せいだ。ベレー帽ぼうをきちっとかぶっている。

ハウント：キミは？

ＧＭ：「コードネーム〝星の眼〟。名はラヴィドという。〝イカロスの翼つばさ〟奪だつ還かん任務を担当している。貴き官かんの協力に感かん謝しやする」

志津香：なんだか、四角四面な感じですわね。

ＧＭ：「もっとも、わざわざかのナイトフォールに手伝っていただくほどのものではないと思うが」

志津香：そうでもなかったようですわね（笑）。

ハウント：ふむ、いきなりのけんか腰ごしか。縄なわ張ばりを荒あらされている感覚なのだろうな。

瑠璃：そんなつもりは無いんですが。

ハウント：と言ったところで通るまい。ではラヴィドに言おう。……あくまで我々の事じ情じようとして、なるべく早くイカロスの翼を手に入れたいものでね。こうして参上した次第だ。待っているのも手持ちぶさたなので、協力させていただきたいがいかがかな？

ラハブ：礼れい儀ぎ正ただしく攻せめるわけですね。

ハウント：無駄な争いを避さけたいだけだよ。

ＧＭ：ラヴィドはつっかかっても反はん応のうしないハウントにちょっと拍ひよう子し抜ぬけした感じだ。「無む論ろん、我々には断ことわる理由はない。……まずは現状を説明しよう」と地図を出す。

ハウント：ふむ。

ＧＭ：で、ラヴィドが説明してくれるんだけど、犯人はまずこの船に乗のり込こんでイカロスの翼を盗ぬすんだ。船そのものが〝遺産〟であるこの支部に気づかれずに入ってきたのは、騎士団所有の〝遺産〟を使ったからだと目されている。

ハウント：支部が〝遺産〟だからこそ、騎士団に裏うらをかかれたともとれるな。

ＧＭ：そうだね。そして犯人は海へと逃とう亡ぼう。だが向こうも船に潜せん入にゆうするのに力を使い切ったのだろう。程ほどなくして身み隠かくしの〝遺産〟は効こう力りよくを失った。そこから逃亡劇げきが始まり、現在も追跡中。

ハウント：なるほど。

ＧＭ：ラヴィドが広げた地図を指しつつ言う。「現在、騎士団のエージェントは地中海を南下。アフリカ大陸を目指して逃走中。こちらの見立てではカサブランカあたりで他エージェントと合流すると思われる」

志津香：その前に押おさえたいですわね。

ハウント：ミズ・ラヴィド。犯人の外見はわかるか？

ＧＭ：「ブラックスーツの男だん性せいエージェント。身長は[image: ]少し。ヒスパニック系けいと思われるが。それが何か？」

ハウント：いや、いいんだ。……〝スナッチャー〟でないことだけ確認を取りたかった。ヤツならばこの船に忍しのび込こむことも、遺産を奪うばうことも容易たやすいだろう。

志津香：あ……。

瑠璃：（眉まゆを寄よせて）アイツ、何をしているんだろう……。

ラハブ：ふむ、騎士団に任まかせきりというのは確かに気になりますねぇ。

ＧＭ：ふふふ。

志津香：うわ、ＧＭがイヤな笑いをしていますわ。

ハウント：頭の隅すみには入れておかねばな。もっとも、今は盗人ぬすつとを追うのが先だが。

ＧＭ：ではちらりとラヴィドが見つつ、話を進める。「こちらは騎士団の合流地点での襲しゆう撃げきを予定している。ポイントにはすでに人員を配置。後はターゲットが網あみにかかるのを待つだけ。……という状態だが、貴官には追跡の仕方などご教きよう示じいただければ幸いだ」

ラハブ：準じゆん備び万ばん端たん、それでも意見を言えということですか。

志津香：どうにもつんけんしてきますわね、この方！

ハウント：問題は無いさ。では騎士団のやり方や性せい質しつから逃亡ルートを見つめ直すか。……〈知識：金獅子騎士団〉で判定はできるかな？

ＧＭ：可能だよ。難なん易い度ど12を二回成功してもらうか、難易度20を一回成功してもらおう。どっちにチャレンジするかはあらかじめ言ってね。小さな手がかりから想そう像ぞうするか、記憶にある騎士団の拠きよ点てんから想像するかという感じだ。

ハウント：ふむ、これは難しい選せん択たくだな。

志津香：少佐は《妖よう精せいの手》がありますから、難易度12は必ず成功しますが……。

ハウント：その分エフェクトの使用回数が減へる。……いや、だがここは安あん全ぜん策さくをとるべきだろう。〝遺産〟を持って行かれては元も子もない。難易度12を二回チャレンジだ。

ＧＭ：では判定をどうぞ。

ハウント：最初の判定は９。《妖精の手》を使って15で成功。二回目の判定は──よし、クリティカルして達たつ成せい値ち14。成功だ。

一同：ふうー。

ラハブ：わずかに攪かく乱らんされるが、それでも読み切るという感じですかね。

ハウント：おそらくあの三幹部と、レオンハルトの動きの差を見切ったのだろう。

志津香：おお、なるほど。

ラハブ：ありがとう、ヒゲール（笑）。

ＧＭ：いや、ヒゲールが手を貸かしたわけじゃないだろ（笑）。ではハウントは敵てきエージェントと騎士団の合流ポイントを割わり出だす。それはラヴィドが予よ測そくした四つのポイントとはまったく異ことなる場所だ。

ハウント：では地図を指さし、……ここにも人員を配置するのはどうかな？

ＧＭ：ラヴィドは眉をひそめる。「……なぜ？」

ハウント：（肩をすくめて）エージェントとしての勘かん、かな。人員に余よ裕ゆうは？

ＧＭ：「ある……が」

志津香：渋しぶい顔をしていますわね。

ラハブ：それはそうでしょうねぇ。自信を持って用意した四カ所を台無しにされた気分でしょうし。

ハウント：それは仕方があるまい。……ラヴィドにはこう言う。ミズ・ラヴィド、私は決してあなたの判はん断だんが悪いと言っているわけではない。

ＧＭ：ラヴィドはじろりとハウントを見る。「ならばなぜ？」

ハウント：私は金獅子騎士団という組織の相手を長年してきている。その私の勘が、ここにエージェントが来ると言っているのだ。予よ防ぼうという意味で、人員を配置して欲しい。外れればその程度だと思ってね。

ＧＭ：「…………」難しい顔をするラヴィド。

ハウント：もう一歩かな。……改めてお願いしよう。一度だけ、私の背せにある三日月を信じてはいただけないかな？

ＧＭ：「──わかった」ラヴィドは息の詰つまるような沈ちん黙もくの後、首を縦たてに振ふる。「貴官にそうまで言われては、断ることなどできないからな」

ハウント：ああ、ありがとう。

志津香：そして少しよう佐さの予想が的中する、と。

ＧＭ：そういうこと。──待つこと半日。無事にイカロスの翼を取とり戻もどしたとの一いつ報ぽうが入る。合流地点はハウントの予測したポイントだ。ラヴィドの目が大きく開かれる。

ハウント：ふむ、良い結果が出たようでなによりだ。

ＧＭ：「ハウント少佐」とラヴィドはベレー帽ぼうを脱ぬいで一礼する。「私の目が曇くもっていたようだ。今までの非ひ礼れいを詫わびさせていただきたい。……私はナイトフォールという存そん在ざいを侮あなどっていた」

志津香：おや、すっかりと手のひらを返すのですわね。

ＧＭ：深々と身を折ってラヴィドは正直に言うよ。「告白させていただければ、私はナイトフォールを名前だけの部隊だと思っていた。活動範囲が広いから、知られているだけなのだろうと。そのような色いろ眼め鏡がねで貴官たちを見てしまったのだ」

ラハブ：なるほど、名前が売れたが故ゆえにやっかみを買ったのですね。

ハウント：組織とはそういうものだ。繰くり返かえすが仕方のないことだよ。

瑠璃：少佐は手て慣なれていますね。

ハウント：騎士団にいたころから、こういう手合いには慣なれている。ではラヴィドに言おう。……謝あやまることはない。闖ちん入にゆう者しやがこちらであることは重々承しよう知ちしている。今回の任務はキミと、そして地中海支部の面々がいなければ成功しなかった。

ＧＭ：「そう言っていただき、光栄だ。最後にひとつ教えていただきたい。なぜ貴官はあの合流ポイントを割わり出だせたのだろうか」

ハウント：ふむ、それは──。




　指をくるくると回し、ハウントは微笑ほほえむ。



















ハウント：騎士団を追い続けてきた亡ぼう霊れいがささやいたから、としてもらおうか。

ＧＭ：「なるほど、それは敵かなわない。──では貴官に武ぶ運うんがあらんことを」

ハウント：ああ、そちらも。

ＧＭ：と敬礼をし合ったところで──ハウントの端末にも緊急通信が入る。

ハウント：取り出して受信ボタンを押おす。

ＧＭ：というところでシーンを切ろう。





《妖精の手》　領域をコントロールして、まるで幸運が訪れたようなシチュエーションを作り出すオルクスのエフェクト。









◆Middle05◆その命を守るため

Scene Player ─── 志し津づ香か




　月の照る深しん山ざんは水すい墨ぼく画がの世界。

　白と黒が織おりなす風景に、混まじる赤がひとつ。

　それは少女の流す血の赤──。




ＧＭ：では中国に向かった志津香のシーン。

志津香：なんでもこいですわ。

ＧＭ：このシーンは情じよう景けい描びよう写しやから始めよう。時間は深夜。場所は深山。月明かりの下、川かわ縁べりをひとりの少女が走る。その身に付けているのはＵＧＮの戦せん闘とう服ふく。抱かかえているのは金きん属ぞくのケースだ。

ハウント：察するにチルドレンか？

ＧＭ：そう、中国支し部ぶのチルドレンだ。仙せん桃とう回かい収しゆうチーム唯ゆい一いつの生き残りだね。彼かの女じよは懸けん命めいに走る。その懐ふところからは血がぽたぽたと流れており、止まる気配はない。

瑠璃：《リザレクト》が切れているのか。

志津香：まずいですわね、これは。

ラハブ：ケースを抱えているということは、仙桃回収に成功したということでしょうか？

ＧＭ：そういうこと。深山の奥おく深ふかくにあった仙桃を、彼女たちは探たん索さく、そして回収した。だが騎き士し団だんは回収した後のチームを狙ねらう。エージェントはひとり、またひとりと倒たおれ……、ついにはこの少女ひとりというわけだ。

志津香：つまり、まだ彼女には追っ手がついている？

ＧＭ：無む論ろん。……息を荒あららげ、足をもつれさせながらも少女は走る。だが──はたと少女は気づく。自分を取り囲む複ふく数すうの殺気に。

瑠璃：──！

ハウント：無数の銃じゆう口こうが彼女を狙ねらう、というところか？

ＧＭ：いいや、出てくるのは鉄てつ爪そうや刀を持ったオーヴァードの暗殺者たちだ。黒くろ装しよう束ぞくに暗あん視しゴーグルを着け、にやにやとゲスな笑いを浮うかべている。追おい詰つめるのが楽しいのだろう。

志津香：ろくな連中じゃありませんわね……！

ＧＭ：チルドレンの少女……メイはなんとか連中を振ふり切きろうとするが、それは叶かなわない。逆ぎやくに隙すきをつかれて右みぎ脚あしを深く切きり裂さかれてしまう。倒れる少女、ゆっくりとした足取りで彼女に近づく暗殺者たち。メイはケースを抱だきしめつつ、死を覚かく悟ごする。そこで──。




　星が降ふり注そそいだ。メイを護まもるように。暗殺者を退しりぞけるように。

　次いで降おりてきたのは、その夜を流ながし込こんだ髪かみを持つ少女。




志津香：わたくしが登場しますわ！　魔ま眼がんを打ちだして、その子と敵てきの間に立ちはだかる！

ＧＭ：暗殺者は飛とび退のき、そして言う。「何者だ──」

志津香：ナイトフォール、ですわ。

ＧＭ：その名前に暗殺者たちがぞわりと殺気を濃こくする。そしてメイが「な、ナイト、フォール……」と呆ぼう然ぜんと。

志津香：よくここまで頑がん張ばりましたわ。後はわたくしに任まかせなさい。

ＧＭ：メイはコクリとうなずき、わずかに下がる。暗殺者たちは低い声で言う。「ナイトフォール、夜の騎き士し。だがその中で気をつけるべきは仮か面めんの男と隊長の少女。お前ひとりで何ができる……！」

志津香：フッ。




　髪をかき上げ、志津香は細い笑えみを浮うかべる。




志津香：あなたたちに勝てますわ。

ＧＭ：「大きな口を叩たたく！」と向かってくる。さてここは暗殺者を攻こう撃げきで撃げき退たいするか、向こうの攻撃を耐たえるかを選せん択たくできる。攻撃の場合はダメージ、防ぼう御ぎよの場合は三回の攻撃に耐えてもらう。

志津香：ならば防御を選せん択たくしますわ。わたくしのＨＰの高さを見せて差し上げます。

ＧＭ：了りよう解かい。ではダイス10個こ、クリティカル値ち８、攻撃力10で三回攻撃する。

志津香：いらっしゃい。




　繰くり出だされる暗殺者の攻撃。

　刀が、爪つめが、鉄球が志津香を襲おそう。だが──。




ＧＭ：馬ば鹿かな！　三回攻撃しても残りＨＰ14点だと!?

志津香：ふっ、わたくし最大ＨＰが72点ありますの。あなた方の攻撃程てい度どならば、エフェクトを使うまでもありませんわ。

瑠璃：志津香さん、すごい！

志津香：では暗殺者が攻撃を終えたその瞬しゆん間かんに、魔眼で加速させたハンマーを繰くり出だしますわ。三星連結！　あなたたちごとき、これで十分！

ＧＭ：隙をつかれ、暗殺者たちは避よけることもできずにやられてゆく。

志津香：ほら、言った通りでしょう？

ＧＭ：そうして志津香が振ふり向むくと、そこには呆然と光景を見るメイの姿すがた。

志津香：無事そう、ですわね。

ＧＭ：声をかけられるとハッと気がついたように、「は、はい。このケースは無事です」。

志津香：ケースもそうですが、あなたの傷きずですわよ。

ＧＭ：「え、えっ？　私わたしは……」と脇わき腹ばらを見る。「だ、大だい丈じよう夫ぶです。この程度なら動けますから」

志津香：無理はしないと約束してくださいね。……そして改めて感かん謝しやいたしますわ。あなたと、そしてあなたのチームのおかげで〝遺い産さん〟が金獅子騎士団に渡わたることが防ふせげました。

ＧＭ：「あなたは……」

志津香：名乗り遅おくれましたわ。わたくしは加か賀が美み志津香。遺産管理局のナイトフォールの加賀美志津香ですわ。

ＧＭ：「ナイトフォール……」と羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見る少女。

志津香：少し誇ほこらしげな顔になりつつ、メイに言います。……もう安心ですわ。さあ一いつ緒しよに中国支部へ帰りますわよ。

ＧＭ：「は、はい！」

志津香：……で、中国支部に着いたところくらいでわたくしにも例の緊きん急きゆう連れん絡らくが来ますの？

ＧＭ：その通り。メイを改めて保ほ護ごしてもらい、仙桃の輸ゆ送そうを頼たのんだところで、志津香の端たん末まつが緊急コールを告げる。

志津香：では素す早ばやく対たい応おうしますわ。

ＧＭ：というところでシーンを切ろう。次のシーンは全員がその緊急連絡を受けるところからスタートだ。

志津香：やれやれ、休む暇もありませんのね。

瑠璃：このタイミングの緊急連絡。イヤな予感がする……。

ラハブ：同じく。三つともあっさり〝遺産〟を確保できたことも、それを助長しますねぇ。

ハウント：さて、どうなる……？







◆Middle06◆天空の決戦

Scene Player ─── 瑠璃




　北ほく欧おうで、地中海で、中国奥おく地ちで。

　金獅子騎士団から〝遺産〟を守まもり抜ぬいたナイトフォール。

　だが、勝利の余よ韻いんに浸ひたる彼らに緊急コールの音が突つき刺ささる──。




ＧＭ：では次のシーン。緊急連絡に全員がそれぞれ対応したところからだ。通信上で全員登場ということで。

瑠璃：素早く出る。──どうしました？

ＧＭ：「〝スナッチャー〟が現あらわれたわ」テレーズの声は固い。

ハウント：なるほど、このタイミングか。三つの戦いに姿すがたを見せぬと思えば、どうやら陽動だったらしいな。

志津香：道理で。

ラハブ：テレーズ。その口ぶりでは、相当厄やつ介かいな場所に出たようですねぇ。

ＧＭ：「ええ。…………瑠璃」

瑠璃：なんですか？

ＧＭ：「〝スナッチャー〟が確かく認にんされたのは、ニューヨーク、ＪＦＫ空港付近。方向と速度からして、狙ねらいはひとつよ。──あなたのご両親だわ」

瑠璃：っ!?

ハウント：（眉まゆをひそめて）それは確たしかなのか？

ＧＭ：「そうとしか考えられないわ。……瑠璃のお父様とお母様は一時間後の便で東京に出発する。ＵＧＮが時間を稼かせいでいるけど、侵しん入にゆうは避さけられない」

志津香：ならばわたくしが行きますわ！　《ディメンジョンゲート》を使えば……！

ＧＭ：「無理よ、それでも間に合わない。今、瑠璃やハウントのいる場所に、志津香は行けないでしょう？」

志津香：う……。

瑠璃：ならば……どうしますか？

ＧＭ：テレーズの緊きん張ちようが増ます。「飛び立った飛行機に追いつき、〝スナッチャー〟を排はい除じよする。それしかないわ」

ラハブ：ひゅう、ジェット機でチェイスですか。それはまた豪ごう気きな。

ハウント：一いつ般ぱん客きやくもいるはずだ。それでもやるのか。

ＧＭ：「可か能のうな限かぎり、乗客は少なくする。その上で──一切の被ひ害がい無く解かい決けつしてちょうだい。やれるわね」

瑠璃：（拳こぶしを握にぎって）やってみせます。

ＧＭ：「任まかせるわ。……すでに指し示じは出しているわ。移い動どう系けいオーヴァードと最速で合流するようになっている。以い降こうの指示はニューヨークで」

瑠璃：わかりました。




　三時間の後、瑠璃たちはニューヨークの地で顔を合わせていた。

　周囲のスタッフが慌あわただしくスタンバイを続ける中、四人はテレーズの指示を受ける。




ＧＭ：ではＵＧＮニューヨーク支部。最速で運ばれてきたキミたちは、そこのブリーフィングルームで合流する。

瑠璃：状じよう況きようは!?

ＧＭ：飛行機は定てい刻こく通り離り陸りく。〝スナッチャー〟はＵＧＮエージェントが戦せん闘とうを仕し掛かけて時間を稼いだものの、空中から侵入されたとのこと。

ハウント：短たん距きよ離りとは言え、飛行機に追いついたのか。相も変わらず化物だ。

志津香：瑠璃さんのご両親は!?

ＧＭ：今のところ無事が確認されている。機内にもエージェントがいて、隠かくれて状況を見つつ、いざというときに備そなえている。

瑠璃：ありがたい──。お父さんや、他の乗客に話は？

ＧＭ：していない。パニックを誘ゆう発はつするからね。という現げん状じようを話したところで、テレーズが画面越ごしにキミたちに言う。「作戦を説明するわ」

瑠璃：お願いします。

ＧＭ：「まず飛行機に追いつくには、専せん用ようのジェット機を使ってもらうわ。四人だと手て狭ぜまだけれど我が慢まんして」

ラハブ：ま、仕方がありませんねぇ。

ＧＭ：「飛行機に近づいたら志津香、あなたの出番よ。内部のエージェントから映えい像ぞうを送るわ。それを元に《ディメンジョンゲート》を作って」

志津香：わかりましたわ。

ＧＭ：「中に乗のり込こんだ後は瑠璃の両親、及および乗客の安全確かく保ほ。パニックを起こさないように留りゆう意いして。同時に〝スナッチャー〟を排除。方法は任せるわ。──以上よ。質しつ問もんは？」

ハウント：ひとつ。〝スナッチャー〟から目的を聞き出す必要は？

ラハブ：そうですねぇ。なぜヤツがルリの両親を狙うのかは気になります。

ＧＭ：「そうね。でも今聞き出す必要は無いわ。……正せい確かくに言えば、それよりも乗客の安全が優ゆう先せんよ」

瑠璃：ええ、同感です。

ハウント：ふむ了解した。ならば無理に問うようなことはすまい。

志津香：わたくしも了解しましたわ。必ず瑠璃さんのご両親を、いえ、乗客を傷きず付つけずに解決してみせますわ！

ラハブ：ワタシは特に気にしませんがねぇ。ルリがその気ならば手伝いますよ。

ＧＭ：「では──頼たのむわよ、ナイトフォール！」

瑠璃：了解！




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、ここからはＦＳ判はん定ていで進行するね。飛行機に追いつき、〝スナッチャー〟を排除するまでを処しよ理りする。




　フォーカス判定──通つう称しようＦＳ判定は連続した長い作業をいくつかの判定に分ぶん割かつして行なうシチュエーションルールだ。

　プレイヤーたちはＧＭが提てい示じする状況に合わせてさまざまな判定を行ない、進しん行こう値ちを稼かせぎ、一定時間内に決められた進行値を得られればクリアとなる。



















ＧＭ：注意してね。クリアできなければ、瑠璃の両親は無事では済すまない。

志津香：何が起きるのでしょう……。

ＧＭ：さてね。具体的にどうなるのかは秘ひ密みつだ。

ハウント：ここ最近のヤツの行動から鑑かんがみるに、ただ殺されるだけとは思いがたいな。何かしらの執しゆう着ちやくも含ふくまれていると考えるべきだろう。暴ぼう発はつする前に押おさえなければ。

志津香：旧きゆうナイトフォールの皆みなさんのように精せい神しん操そう作さをされる可か能のう性せいもありますわね。

瑠璃：…………そう、なのかな。

ラハブ：ルリ、どうしたのです？

瑠璃：いや……。なんだか漠ばく然ぜんとした違い和わ感かんがあって。何か〝スナッチャー〟らしくないというか。前は自分の絆きずなを砕くだきに来てただけなんだけど、今は違ちがうような……。

ハウント：確たしかに〝スナッチャー〟はおかしいな。今までよりも感かん情じよう的てきになっている。だが考えれば元々ヤツは変化が激はげしい。それこそ一巻かんの〝スナッチャー〟と二巻の〝スナッチャー〟はまるで別人だった。

ラハブ：一巻の頃ころ、ルリに対するあれほどの憎ぞう悪おを持っていませんでしたからねぇ。

志津香：わたくしたちに見えないところで、何か起きているのでしょうか……。

一同：…………。

瑠璃：……いや、やめよう。今は任にん務むが先だ。

志津香：ですわね。

ハウント：ああ、悩なやむのは後でもできる。

ラハブ：ではまずルリの両親を助けに行きますか。

ＧＭ：よし、では説明しよう。ＦＳ判定の基き本ほん情じよう報ほうはこんな感じだ（シートを見せる）。

瑠璃：終しゆう了りよう条じよう件けんは３ラウンドで、進行値25。かなり大変だな……。

志津香：そして最初の判定が〈運転：航空機〉。そんなもの誰だれも持ってませんわ（笑）。

ラハブ：【肉体】なのでルリに任せるしかないですねぇ。

ＧＭ：イージーエフェクトの使用などはガンガン提てい案あんしてね。ではスタートしよう！　ニューヨーク支部のエージェントが、「機体の準じゆん備びができました」と報ほう告こくしてくる。

瑠璃：よし、行こう！

一同：おう！




▼第１ラウンド

ＧＭ：では最初のハプニングチャートを。……せっかくなので瑠璃に振ってもらおう。

瑠璃：ええと……43。

ＧＭ：「一か八かのチャンス。最大達たつ成せい値ちと難なん易い度どに＋10」

志津香：プ、プラスじゅう！　ええと難易度が８だったのが、18に……!?

ラハブ：ちょ、ちょっと待ってください！　つまり〈運転：航空機〉で18を出せと!?

瑠璃：き、厳きびしい……。

ＧＭ：これは厳しいねえ。おそらく空港まで行くとひどい強風で、これを利用すれば一気に近づける。だが下手へたな操そう縦じゆうだと時間がかかる、と言われるような状じよう態たいだな。

志津香：り、凛り々り花かー！　凛々花さんはどこですのー！（笑）

瑠璃：あの子の達成値アップが欲しい……（笑）。

ＧＭ：しかし凛々花はいない（笑）。さて、では行動値順に行動だ。

ハウント：支し援えん判定をするしかない、か。〈知覚〉か〈意い志し〉。難易度は？

ＧＭ：判定と同じなので18。

志津香：支援も厳しいですわね……。

ラハブ：風なのであれば、《炎ほのおの理》の熱で誘ゆう導どうすることはできませんか？

ＧＭ：ふむ……。本当はエンジェルハィロゥの領りよう域いきだけれどＯＫにしよう。ただし難易度は＋５して、23だ。

ラハブ：それでも全然マシです。ワタシのＲＣは10レベル！　支援判定で……よし、成功！

瑠璃：おお！

ＧＭ：これで瑠璃の判定に＋３される。

ラハブ：空中に炎で道を作りましょう。さあ、ルリ、こちらです！

志津香：わたくしと少しよう佐さは待機ですわ。ここは瑠璃さんにお任せします。

ハウント：いざとなれば《妖よう精せいの手》も飛ばす。

瑠璃：任せて！　……あっ！　クリティカルしたのに16！

ハウント：《妖精の手》だ。進行値も稼かせげる、問題は無い。

瑠璃：ありがとう少佐！　達成値28！

ＧＭ：では進行値＋３。ナイトフォールを乗せたジェット機は、風を摑つかみ、一気に目的への距きよ離りを縮ちぢめる。……そのまま進むこと十数分、前方に瑠璃の両親たちが乗っている飛行機が見えてくる。

瑠璃：見えた！　アレだ！

志津香：早いですわ！

ＧＭ：では次に目標に近づき、スピードを同じにできるかどうかの判定だ。技ぎ能のうが〈知覚〉に変わる。そして改めてハプニングチャートを振ふってもらおう。ではラハブ、振って。

瑠璃：43以外で！（笑）

ラハブ：一か八かだー！（笑）　……90。

ＧＭ：「突とつ破ぱ口こうの発見。シーン中の最大達成値＋10」。おお、シーンでずっとか。

ラハブ：ではワタシが動きに慣なれてきて、炎のガイドビーコンを操あやつり始めましょう。なるほど、この速度ですか。

ＧＭ：了解だ。改めて難易度は８、最大達成値は40になった。

ハウント：よし、この難易度ならばいける。《地じ獄ごく耳みみ》を使用して〈知覚〉の判定を行なう。より正確な速度と距離、そして位置関係を瑠璃に伝えよう。……クリティカルして達成値16。

瑠璃：よし！

ＧＭ：進行値＋２されて５か。じりじりと近づいていくジェット機。……では志津香。

志津香：わたくしは使えそうなイージーエフェクトも無いので、〈知覚〉で判定しますわ。……９でギリギリ成功です。

ＧＭ：了解。これで進行値６。ジェット機が近づけるギリギリの位置で飛行機と併へい走そうする。……ここでちょっとカットインのシーンを挟はさもう。




　強羅信のぶ義よしと強羅あおい。

　瑠璃の保ほ護ご者しやであるふたりは、ファーストクラスのシートにゆったりと腰こし掛かけ、安あん堵どの息をもらす。

「忙いそがしい日々とも少しお別れだ。ようやく日本に帰れる。瑠璃にも会える」

「この間の電話、弾はずんだ声でしたね。あの子の話を聞くのが楽しみです」

「ははは、一ひと晩ばんはつきあってやらないとな」

　笑いあう老ろう夫ふう婦ふに、だが不ふ穏おんな影かげが差す。

　視し線せんに気がついた信義が身を起こせば、そこには愛まな娘むすめの姿。

「瑠璃？　…………いや」

　信義は眉をひそめる。顔こそ同じだが、これは娘ではない。

「キミは、誰だ？」




瑠璃：お父さん……！　見み抜ぬいてくれた！

ハウント：親子の絆きずなか。

ＧＭ：というカットインが入る。ではこれで１ラウンド目が終了だ。

志津香：ううううううう、早くなんとかしたい……。

ラハブ：急がないといけませんね。何せ３ラウンド制せい限げんなのに、残り19もある。

瑠璃：必ず、助ける！




▼第２ラウンド

ＧＭ：では第２ラウンド。そして判定は再ふたたび〈運転：航空機〉に戻もどる。飛とび移うつるその瞬間、ギリギリを一歩超こえて近づかないといけない。

瑠璃：また〈運転：航空機〉！

ＧＭ：そして新しいハプニングチャートを振ってもらおう。次はハウントに。

ハウント：30だ。

ＧＭ：「プレッシャー。このラウンド中に進行判定を行なったキャラクターは、判定の直後にバッドステータスの重じゆう圧あつを受ける」

志津香：重圧ですか……。オートアクションが使えなくなりますわね。

瑠璃：自分やラハブはともかく、少佐は厳しいね。

ラハブ：なるべく人数をかけずに突とつ破ぱするしかないですねぇ。

瑠璃：うん。難易度が上がってなければ自分が超える！　……ぐ、クリティカルしない。達成値は９。

ＧＭ：進行値＋１。だがこれでギリギリの距離に近づいた！　技能が《ディメンジョンゲート》に！

志津香：出番ですわ！　…………あああああ、あぶない！　達成値10ですわ！

一同：こ、こえええええええ。

ハウント：これだけは志津香くんにしかできない判定だからな（笑）。

志津香：ギリギリですが、中のエージェントから座ざ標ひようと映像をもらって開きましたわ！　さあ皆さん、行きますわよ！

瑠璃：ジェット機はそのまま離はなれるルートに設せつ定ていして、中へ！

ＧＭ：では進行値＋２、９になりつつ再びカットインシーンだ。




「キミは……だれだ？」

「やれやれ、こんなにあっさりと見み抜ぬかれるとは」

　信義の問いに、自じ嘲ちようの混まざったつぶやきで答える〝スナッチャー〟。瑠璃と同じ顔が邪じや悪あくに歪ゆがむ。

「まったく、自分がイヤになる」

　左手で顔を押おさえたまま、右手がゆっくりと老夫婦へと向く。

　手の先からずるり、と口だけの化け物が生み出され──。




ＧＭ：その瞬間、キミたちが入ってくる。

瑠璃：やめろ！　〝スナッチャー〟！

ＧＭ：〝スナッチャー〟はピタリと手を止める。「もう、追いついてきただと……？」

瑠璃：自分を、ナイトフォールを、ＵＧＮをなめるな。

ＧＭ：〝スナッチャー〟は苦虫を嚙かみつぶした顔で振り向く。「ちっ、時間をかけ過ぎた。あたしはそこまで力を失っているのか……」

ラハブ：失っている？

ＧＭ：〝スナッチャー〟は何も言わない。瑠璃の両親に腕うでを向けつつ、もう一方の手を瑠璃たちへと向ける。そして、啞あ然ぜんと見ていた乗客たちがざわつきはじめ──。

ハウント：客室乗じよう務む員いんに言う。──緊きん急きゆう事じ態たいだ！　客を後方へと避ひ難なんさせたまえ！

ＧＭ：というわけで次の判定は乗客のパニックを収おさめるために、〈交こう渉しよう〉で判定をしてもらおう。難易度は同じく８のままだ。

ハウント：ここは私の出番だろう。ＧＭ、《超ちよう越えつ者しやの眼がん力りき》を使用する。客室乗務員を問答無用で信用させ、動いてもらう。

ＧＭ：そう来ると思っていた。では達成値に＋５のボーナスをあげよう。

ハウント：ならば──よし、達成値16。

ＧＭ：ハウントの眼が光り、客室乗務員がうなずく。彼女たちはてきぱきと指示を出し、乗客たちを避難させてゆく。進行値は11になり、その場にいるのはキミたちと〝スナッチャー〟、そして両親だけだ。

瑠璃：〝スナッチャー〟、ふたりを離はなせ。

ＧＭ：「ここまで来て、みすみすそんなことができると思うか？」油ゆ断だん無く見つつ、〝スナッチャー〟は言う。両親は刺し激げきしてはならないと思っているのか、声を立てずにじっとしているよ。ふたりで手を握にぎりながら。

瑠璃：お父さん、お母さん、大丈夫です。今──助けます。

ＧＭ：こくり、とふたりはうなずく。……さあ、ここからは〝スナッチャー〟からふたりを引き離し、そしてヤツを排除する判定だ。

ラハブ：さあて、どうしますか？

ハウント：ヤツはひとり、こちらは四人だ。人数の利を活いかすべきだな。

瑠璃：（うなずいて）少佐とラハブは裏うらへ、自分と志津香さんはこちら側から。まずはヤツを引き離す！

志津香：了解ですわ。……その後の排除はお任せくださいまし。

ＧＭ：では判定は〈白兵〉、〈射しや撃げき〉、〈ＲＣ〉。牽けん制せい攻こう撃げきだからエフェクトの使用も可能だ。

ラハブ：このラウンドで行動が残っているのはワタシだけですね。では〝スナッチャー〟。

ＧＭ：「？」

ラハブ：あー、アナタとはこの間少しばかり話をしましたが──。

瑠璃：（鋭するどい目で睨にらみ付つける）

ラハブ：ちょっ、何も！　何もしてないですよ！　だからちょこっと話をしただけですって！（笑）

ハウント：おい、また始まるのか（笑）。

ラハブ：いえいえいえ、ワタシは、ワタシは何もやましいことなどしていない。いないですからね。いないのですよ。いないんですってば！（笑）

志津香：わかりました、わかりましたから（笑）。

ラハブ：と、ともあれですね。……突とつ如じよ我われ々われを勧かん誘ゆうしてきたと思えば、次は瑠璃の両親を狙う。どうにもアナタの行動はちぐはぐですね、〝スナッチャー〟。瑠璃と決着が付けたいのならば、正面からくればよいのでは？

ＧＭ：「ふん、律りち儀ぎに答える必要はない」

ラハブ：確かに。ですがむしろ「答えられない」のではないですか？

ＧＭ：「…………」〝スナッチャー〟は何も言わない。

ラハブ：口を閉とざしてしまえば、それは肯こう定ていと変わりませんよ。ともあれ、まずはルリの両親を返してもらいましょうか。……と、炎で蜃しん気き楼ろうを作りつつ牽制を。侵しん蝕しよく率りつは厳しいですが、ここは本気で行きましょう。

瑠璃：今いくつ？

ラハブ：これで[image: ]％を超こえます。

志津香：もうそんな!?

ラハブ：さっきダメージを出す時に上がりましたからねえ。これがウロボロスの宿命です。──ではマイナーで《オリジン：レジェンド》＋《炎ほのおの加か護ご》！　メジャーは《災さい厄やくの炎》＋《コンセントレイト：サラマンダー》！　達成値は……46！

瑠璃：よし！

ＧＭ：さっきのハプニングの効こう果かで最大達成値が40に上がっているから、進行値が＋５。これで一気に16だ。ラハブが作り出した炎の幻げん像ぞうに向けて腕を振ふるう〝スナッチャー〟。口だけの化け物が次々と幻像を打うち破やぶってゆく。……まだ決定的な隙すきは見えない。




▼第３ラウンド

ＧＭ：さて、これが最終ラウンドだ。このラウンドの最後までにＦＳ判定をクリアしないと、両親はひどいことになると思ってくれ。

瑠璃：必ず、助ける……！

ラハブ：まずはもう一度ワタシが行きましょう。達成値に関しては一番ワタシが得意ですからね。打うち砕くだかれた幻像をさらに生みだし、相手の集中力を削そぎましょう。……達成値は32。

ＧＭ：進行値は20。残り５点になったところで、〝スナッチャー〟に隙ができる。さあ、判定は〈白兵〉。瑠璃の両親を救出だ！

瑠璃：自分がいく！　《完全──。

志津香：瑠璃さん！　ちょっと待ってください！　ご両親が見てますのよ！

瑠璃：う……。

ハウント：さすがに銀ぎん狼ろうにはなりにくいか……。

瑠璃：………………いや、使う！　《完かん全ぜん獣じゆう化か》！

志津香：えっ!?

瑠璃：ふたりの安全が優先だ！　それで、どう思われようとも！

志津香：瑠璃さん……。

瑠璃：銀狼に変じて、〝スナッチャー〟に体当たり！　そのまま両親の間に入る！　……よし、クリティカル！　達成値は22！

ＧＭ：進行値23！　幻げん影えいに意い識しきを奪うばわれたところに、銀狼が飛とび込こむ。〝スナッチャー〟はバランスを崩くずし、両親との距離を空けてしまう。

瑠璃：背はい後ごにかばい、〝スナッチャー〟に牙きばを剝むく。……お父さんたちの反はん応のうは？

ＧＭ：呆然としている。言葉は無いね。

瑠璃：…………。

ハウント：今は仕方があるまい。まずはヤツを排除することが先決だ。

ラハブ：とはいえ、どうしましょうかね。下手な手しゆ段だんをとれば飛行機そのものがまずいことになる。

志津香：それについて、ひとつ提案がありますわ。わたくしの《ディメンジョンゲート》を利用できませんか？

瑠璃：利用？

志津香：わたくしが外にゲートを開いて、そこにヤツを押おし込こむのですわ。少なくとも機体に被害は出ません。

ハウント：なるほど、それならば自動的に引ひき離はなせる。

瑠璃：よし、ならばその作戦で行こう。

ＧＭ：〝スナッチャー〟は改めてキミたちと対たい峙じして、憎悪にまみれた視線を向ける。「こうも何もかもうまくいかないと、さすがに苛いらついてくる。何よりも自分自身にな」

瑠璃：諦あきらめろ。お前が何をしても、自分たちが阻そ止しする。

ＧＭ：「やってみろ！」……というわけで、ここからは〝スナッチャー〟を排除するための判定だ。方法は任せる。ただし難易度が変化する。

ラハブ：どうなると？

ＧＭ：難易度は〝スナッチャー〟との対決だ。もちろんタダでは排除されんぞ。

ハウント：やはりそう来るか。進行値はあと２点、勝利できれば達成はほぼ確かく実じつだな。問題は……。

志津香：手番がわたくしと少佐しか残っていないことですわね。

瑠璃：頼む、少佐、志津香さん……！

ハウント：任せてもらおう。……ＧＭ、志津香くんの《ディメンジョンゲート》を使うとすると、判定はどうなる？

ＧＭ：志津香は〈ＲＣ〉、こちらは〈回かい避ひ〉で対決だ。ただし志津香にはダイスボーナスを＋５個あげよう。ゲートを開くタイミングを調節すれば不意が打うてるかもしれない、というニュアンスで。

志津香：了解しましたわ。……では少佐、ここはわたくしが。

ハウント：ああ。こちらも援えん護ごしよう。

志津香：よろしくお願いしますわ！　少佐にヤツを引きつけてもらっている最中にゲートを作る形で！

ＧＭ：了解だ。それでは判定をしてもらおう！

志津香：……ぐっ、クリティカルせず！

ハウント：《妖精の手》だ。〝スナッチャー〟に亡ぼう霊れいを取とり憑つかせ、隙を作る。

志津香：ありがとうございます、少佐！　達成値は16！　……四星展てん開かい！　〝スナッチャー〟の背後に星を飛ばし、ゲートを作りますわ！

ＧＭ：「く……っ！」背後の気配に気がつく〝スナッチャー〟。こちらの〈回避〉判定だ。

瑠璃：避よけるな……！

ＧＭ：…………よし！　達成値18！　避けたぞ！

一同：うああああああああああああああっ!?

ラハブ：こ、これはキツイ！

ＧＭ：〝スナッチャー〟は志津香に言う。「ふん、言っただろう。お前に足りないものは実力だ、と」そして滑すべるような動きでゲートをかわし──。

志津香：いいや、まだですわ！　ここで〝スナッチャー〟へのロイスをタイタスに！　それを使用して達成値を上げます！　……わたくしも言ったはずです。与あたえられる力などくだらない。わたくしにはわたくしの力がある、と！

ＧＭ：そこまでするか！

志津香：ここで決着させる方が重要だと判はん断だんしました。タイタスによる達成値上じよう昇しようは……３！　達成値19できっちり勝利ですわ！

一同：よ───────────し！

ＧＭ：ではゲートを避けようとする〝スナッチャー〟に……。

志津香：ハンマーを振ふりかぶり、無理矢理にゲートを動かして中へと押おし込こみますわ！

ＧＭ：〝スナッチャー〟は舌した打うちをひとつ。そしてゲートに向かって、右みぎ腕うでを突つき出だす。するとそこから口だけの化け物が無数に現あらわれる。

ハウント：くっ、まだ何かするのか！

ＧＭ：化け物はゲートにかじりつくと、空間にあいた穴あなそのものを食い尽つくそうとする。というわけで〝スナッチャー〟は《禁きんじられし業》を──。

ラハブ：イージーエフェクト消去！　まずい！

志津香：そんなものまで持ってますの!?

ＧＭ：──使おうとして、失敗する。

瑠璃：えっ!?

ＧＭ：〝スナッチャー〟は拳こぶしを握にぎり、いよいよゲートを消去しようとする。だがその時、〝スナッチャー〟の体がガクンと傾かしいで、片かた膝ひざをつく。同時に化け物たちがすべて消え去る。

ハウント：何だ？　誰だれかの干かん渉しようか？

ＧＭ：いや、その気配はまったくない。〝スナッチャー〟自身も驚おどろき、そして叫さけぶ。「この……、この程度も消せないと言うのか！　今のあたしはっ!!」

瑠璃：今の、あたし……!?

ＧＭ：「お、のれええええええええええええっ！」と絶ぜつ叫きようをあげ、ゲートに吞のみ込こまれる〝スナッチャー〟。

志津香：と、ともあれゲートを閉とじますわ！　これで……。

ラハブ：終わった、んでしょうか……。

ＧＭ：ああ、これで終わりだよ。ＦＳ判定は成功。飛行機と、そして瑠璃の両親の安全は確保された。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：そして瑠璃、キミの両親は今、呆ぼう然ぜんと銀狼と化したキミを見あげている。

瑠璃：…………。

志津香：あ、その件けんがまだ……。

ＧＭ：お母さんがか細い声で言う。「瑠璃、瑠璃なの……？」

瑠璃：…………返事は、できない。ただ黙だまって《完全獣化》を解かい除じよする。

ＧＭ：「本当に、瑠璃、なのね……？」

瑠璃：──はい。




　ただ一言、瑠璃はそれだけを絞しぼり出だした。

　顔は向けられない。どんな目で彼らが自分を見ているか、確たしかめるのが怖こわかった。

　──ふと、温かいものを背せ中なかに感じた。



















ＧＭ：「瑠璃、ありがとう……。大丈夫よ。私もお父さんも怪け我がなんか無いわ」お母さんはそう言って、瑠璃を後ろから抱だきしめる。

瑠璃：……っ！

ＧＭ：そして肩かたに手をかけて振ふり向むかせて。「あなたが助けてくれたのね」と。お父さんもうなずく。

瑠璃：お母さん……。お父さん……。

志津香：いい、ご両親ですわね。

瑠璃：化け物と言われる覚悟をしていたのに……。

ラハブ：よかったですね、ルリ。

瑠璃：うん──。

ハウント：距離が空いているとはいえ、家族は家族か。……では私は機長室に行き、後あと処しよ理りをしよう。

志津香：そうですわね。わたくしも手伝いますわ。

ラハブ：積もる話もあるでしょう。ワタシも席を外しますよ。ごゆっくり。

瑠璃：みんな……。

ＧＭ：立ち去っていく三人を見て、お父さんが言う。「彼らがお前の仲間なのかい？」

瑠璃：はい。仲間というか…………家族というか。

ＧＭ：「おやおや、私たちは家族の座ざを取られてしまったようだよ、母さん」「あらあら」

瑠璃：ち、違うよ！　そういう意味じゃなくて……！

ＧＭ：「ははは、わかっているよ」

瑠璃：もう……。ところでお父さんたちはＵＧＮのこととか、どれぐらい知っているの？

ＧＭ：娘が所しよ属ぞくしており、そこで訓練をしているってところまで。オーヴァードだとかレネゲイドだとか、そういうものはきちんと認にん識しきはしてないよ。

ハウント：その程度なのか。よくそんなところに娘を預あずけようという気になったな。

ＧＭ：それまで思おもい悩なやんでいた娘が、カルディナ・サレスに出会って目の輝かがやきが変わったからね。不安でも行かせるさ。

志津香：本当に娘思いですのね……。

ＧＭ：ひとしきり笑ってからお父さんが言うよ。「この間の電話で言っていたように、どうやら私たちはお前から聞かなければならない話がたくさんあるようだね」

瑠璃：そう、ですね……。本当はＵＧＮの許きよ可かを得ないといけないけれど、お父さんたちにはある程てい度ど話しておきたい。

ハウント：キミがそうしたいのであれば、そうするといい。ＵＧＮとしても協力者が増ふえることには意味がある。信しん頼らいできる方々だしな。

瑠璃：ええ、全部ではないにしても少し話します。…………あ、そうだ。お父さん、お母さん、その前にひとつ聞きたいことがあるのですが。

ＧＭ：「なんだい？」

瑠璃：自分…………いや、あたしを拾ったときのことを教えてください。

ＧＭ：「瑠璃を拾った時？　もちろん構かまわないが……」

瑠璃：今、自分の出自を調べているんです。お願いします。

ＧＭ：頭を下げる瑠璃を見て、お父さんはひとつうなずく。「いいだろう。と言っても、大した話はできないが」

瑠璃：それでも構かまいません。……〝スナッチャー〟がお父さんたちを狙ねらう、何か理由があるはずだから。

志津香：なるほど、確かに。

ＧＭ：「話は簡かん単たんだ。私とお母さんが出しゆつ張ちように行った時のことだ。泣いているお前の声をお母さんが聞きつけてな。そして保護したんだ」

ラハブ：ほう？　それはどのあたりのことなのです？

ＧＭ：例の鬼おにの遺い跡せきの近くの街だよ。それは瑠璃も知っている。

ラハブ：ふむ、やはり〝遺産〟の影がちらつきますね。

ＧＭ：「保護した後は病院に行き、警けい察さつに行き。身み寄よりがないとわかってから、正式に養子にした。それだけと言えばそれだけだ」

瑠璃：なぜ、わざわざ養子に……？

ＧＭ：「ははは、それはな。泣いてばかりだったお前が、ふとしたときに初めて笑ってな」「そう、その時の顔があまりにも愛らしかったから。身寄りが見つからなければ、引き取ろうって決意したのよ」とお母さんが続ける。

瑠璃：……そう、ですか。

ＧＭ：「うん、もう大きくなったお前に話すのは照れくさいがな」

瑠璃：いや、聞いてよかった。あたしはお父さんたちに拾われてよかった。……本当にそう感じました。今まで言わずにすいません。

ＧＭ：「いいさ。私たちはお前に感謝されたくて、今まで育ててきたわけじゃないんだよ」

瑠璃：お父さん……！　なんていい両親なんだろう。ロイスを是ぜ非ひ取ります。

ＧＭ：了解（笑）。とそこでお父さんが言う。「そうだ、お前がウチに来る前のことを気にしているのなら、あれを渡わたさねばな」

瑠璃：あれ？

ＧＭ：「そうだ。私たちがお前を見つけたとき、くるまれていた布ぬのだ。綺き麗れいな瑠る璃り色いろの布でね。だからお前を瑠璃と名付けたんだ」

瑠璃：そんなものが……。

ハウント：察するに、それが〝スナッチャー〟の目的だろうな。調べてみる価か値ちがある。

志津香：日本に帰ったら、他の〝遺産〟と共に調ちよう査さですわね。

ＧＭ：ちなみにお母さんはちょっと不安そうにこう言う。「瑠璃、何があってお前が昔のことを気にしているかわからないけれど。ウチは、いつまでもお前のウチだからね」

瑠璃：……はい。あたしも、そのつもりです。




　温かいもので満ちた心が少しでも伝わるように。

　瑠璃は笑顔で、そう答えた。





《ディメンジョンゲート》　Ａ地点とＢ地点を繫ぐ門を作り出すバロールのイージーエフェクト。ただし一度行ったことのある場所か、見えている場所にしか作れない。

《炎の理》　炎を生みだし、また操るサラマンダーのイージーエフェクト。

《超越者の眼力》　眼光で威圧することにより、非オーヴァードに言うことを聞かせるイージーエフェクト。

《オリジン：レジェンド》　伝説に謳われる姿へと戻るレネゲイドビーイングのエフェクト。ラハブの場合、イフリートの姿となる。

《炎の加護》　炎を溜め込んで、次の火力を上げるサラマンダーのエフェクト。

《災厄の炎》　炎を広範囲に炸裂させるサラマンダーのエフェクト。

《禁じられし業》　イージーエフェクトを消滅させるウロボロスのイージーエフェクト。









◆Middle07◆記き憶おくの行方ゆくえ

Scene Player ─── 瑠璃




　ＵＧＮ日本支部、地下十三階。

　爆ばく破は実じつ験けんにも耐たえうるという頑がん強きような部屋の中心で、瑠璃は五つの〝遺産〟と相対していた。

　鬼おにの腕うで、イカロスの翼つばさ、仙せん桃とう、ダグザの大おお釜がま。

　そして昔の瑠璃がくるまれていたという、瑠璃色の布──。




ＧＭ：では次のシーンだ。集めてきた〝遺産〟を改めて調べるシーンだね。

瑠璃：（うなずいて）そのために戦ってきた。

志津香：これで何かわかればよいのですが……。

ハウント：ところで、強羅夫ふ妻さいが言っていた瑠璃色の布とやらも持ってこられるか？

ＧＭ：うん、そのために情報を出したわけだからね。集めてきた三つの遺産、もともとＵＧＮ日本支部にあった鬼の腕、それから強羅夫妻から借り受けた布と、計五つのアイテムがそろっている状態だ。

瑠璃：自分に関わる五つのアイテム……。

ＧＭ：これを、万が一の事態があるといけないので日本支部地下にある実験施し設せつの中で調査する手はずだ。

志津香：暴ぼう走そうとかしたらたまりませんものね。

ラハブ：あー、ちょっといいですか。

瑠璃：ん、なに？

ラハブ：ワタシはしばらく休んでいて構いませんか？　北欧、航空機戦と、少々力を使いすぎまして。侵しん蝕しよく率りつが厳きびしいのです。

瑠璃：──わかった、休んでいて。

志津香：もうそんなに高いのですか。……でも考えてみれば、ラハブさんにはだいぶ力を振ふるってもらいましたね。

ラハブ：魔ま人じんには休息が必要なのです。というわけでシーンには出ません。

ハウント：ならば代わりに私は出ておこう。〝遺産〟に対する知ち識しきが必要になるかもしれん。

志津香：わたくしは当然出ますわ。トラブルが起きないとは限りませんもの。

ＧＭ：了解だ。ではラハブ以外の三人が登場ということで。シーンは特とく殊しゆ実験用スペースの真ん中に集めた〝遺産〟が置かれ、その前に瑠璃がいる。

瑠璃：〝遺産〟の状態は？

ＧＭ：すべてケースに入れられている。志津香とハウントは隣りん接せつした部屋から、モニターで瑠璃の状況を見ていると思ってくれ。他の研究員やテレーズも付つき添そっているよ。

志津香：了りよう解かいですわ。

ハウント：ふむ、ならば先に強羅夫妻から預あずかった布については調べてもよいだろうか。

ＧＭ：構わないよ。〈知識：遺産〉で。

ハウント：……９だな。

ＧＭ：それだと細かくはわからないね。ひとつわかるのは、この布は「力を失った〝遺産〟」であろうということ。今はなんの力もない、ただの布だ。

ハウント：ふむ……。

ＧＭ：ではテレーズが瑠璃に「今から〝遺産〟のケースを開けるわ」とスピーカーで声をかける。「自分の目で見て、手で触ふれて、何か思い出すかどうか確認してちょうだい」

瑠璃：──了解。

ＧＭ：「……いくわよ」そうテレーズが言うと、五つのケースが音を立てて開かれる。




　白い気体が吐はき出だされ、五つの〝遺産〟があらわになる。

　そのすべてを目にした瞬間、瑠璃の体が震ふるえた。




ＧＭ：一度にそれらを見るだけで、再び瑠璃の脳のう裏りに過か去このフラッシュバックが起きる。

瑠璃：……！

ＧＭ：ではまずイメージの奔ほん流りゆうに瑠璃自身が耐たえられるかどうかの判定をしてもらおうか。

瑠璃：やっぱり来たか……！

ＧＭ：〈意志〉の判定。難なん易い度どは12。失敗すると侵蝕率が１Ｄ点上がる。

志津香：侵蝕率が!?

ＧＭ：そう、〝遺産〟との共鳴が引き起こすのか、それとも瑠璃の記き憶おくが作用するのか。フラッシュバックはレネゲイドをざわめかせるのだ。

瑠璃：く、ダメだ。失敗。

ＧＭ：了解だ。では──。




　瑠璃は記憶の渦うずに吞まれ、過去の海へと沈しずんでゆく。

　ダグザの大釜からは、命の源みなもとを喰くらう歓かん喜きの声が。

　鬼の腕からは、関わったものすべてを焼き尽つくすような憤ふん怒ぬの叫さけびが。

　イカロスの翼からは、破は滅めつへと羽ばたく愚ぐ者しやの悲ひ哀あいの嗚お咽えつが。

　仙桃からは、尽つきせぬ酒に酔よう快かい楽らくの嬌きよう声せいが。




ＧＭ：瑠璃は思い出す。幼おさない自分が、何者かに連れられてこれらの〝遺産〟に触ふれたことを。そして〝遺産〟に関わった人々の感かん情じようを読み取っていたことを。

志津香：喜き怒ど哀あい楽らく……！

ＧＭ：瑠璃にとっては、まるで自分がバラバラに分ぶん解かいされていくようにも感じられる。自分の感情が〝遺産〟に溶とけて無くなってしまうような。

瑠璃：う……！

ハウント：外から見ていると、今はどんな状じよう況きようなんだ？

ＧＭ：ケースを開けた瞬間、五つの〝遺産〟が瑠璃と共鳴し始める。それぞれの〝遺産〟が震ふるえ、光や音を放ち、その周囲に幻像なんかが浮うかび上あがる。使った人間の像とかだろうね。そして……瑠璃は膝ひざをついて呆然とその〝遺産〟を見ている。

志津香：瑠璃さんは大丈夫ですの……!?

ＧＭ：外から見ている限りだとわからない。ただ──瑠璃の心しん臓ぞうから例の音がするよ。聖せい杯はいをコントロールするための、涼すずやかで清らかな音が。

ハウント：なに！　まさか聖杯の暴ぼう走そうか!?

瑠璃：……！

ＧＭ：だがそこで五つ目の〝遺産〟。例の布がほのかな光を放つ。温かな母の手に包まれているようなその感覚は、瑠璃を瑠璃自身に戻もどしてゆく。

志津香：布が瑠璃さんを護まもった……？

ＧＭ：最後のＦＳ判定に失敗していると、この布は手に入らなかったからね。そうすればここでもうひとつイベントがあったんだが、成功したので侵蝕率が上がるだけだ。

一同：おおー。

ラハブ：努力した甲か斐いがあるというものです。

ＧＭ：そしてハウントはここで気がつく。あの布の正体に。

ハウント：ほう？

ＧＭ：世界でもっとも尊とうとい愛を込こめた瑠璃色の布。その正体は──聖せい母ぼの纏まとっていた布だ。

ハウント：喜怒哀楽の次は愛あい情じようか……。

ＧＭ：と言っても、もう何の力もない。今瑠璃に干かん渉しようしたのは、昔のイメージを再さい現げんしたに過すぎない。

瑠璃：じゃあ自分は、戻もどって来られる？

ＧＭ：うん。圧あつ倒とう的てきなイメージに吞み込まれた後、自分自身を取り戻す。

瑠璃：では手をついて息を荒あららげる。…………自分は、一体……。

志津香：瑠璃さん……。

ハウント：辛つらいだろうが、今聞いておく。──何か思い出したことはあるかね？

瑠璃：幼い時に世界中を巡めぐっていたこと。〝遺産〟から喜怒哀楽を感じとっていたこと。後は──。

ＧＭ：ここで最後の判定だ。今のイメージから的てき確かくな情報をすくい取れるかどうか。これもまた意志判定で。〝遺産〟をすべて集めてきたから、目もく標ひよう値ちは６だ。

ラハブ：なるほど、集めた〝遺産〟の数で目標値やペナルティが変わる仕掛けでしたか。

ＧＭ：そういうこと。

瑠璃：６なら…………よし、成功した。

ＧＭ：では瑠璃はひとつのことを思い出す。キミの生まれた家のことだ。家というより城しろだけど。

瑠璃：城？

ＧＭ：そう、石いし造づくりの古ぼけた城──西洋の城だ。場所はイギリス某ぼう所しよ。城の名前はカーボネック城。

ハウント：カーボネック城だと!?

志津香：しょ、少佐!?

ＧＭ：さすがに知ってるよなあ。カーボネック城は──。

ハウント：通称〝聖せい杯はい城じよう〟。さまざまな伝説に謳うたわれる、聖杯の試練を課される城の名だ。

志津香：聖杯の名が、まさか直ちよく接せつ出てくるとは……。

ラハブ：意外なところで繫つながりましたねぇ。いや、これはむしろ意外ではないのか……？

瑠璃：聖杯城。それが、自分の生家──。




　城の名をつぶやき、確かめる。

　確かく信しんがあった。聖杯城に、自分のルーツがあると。

　そこへ行けば、すべてが明らかになるだろうと。

　かの城にて待つ運命に、瑠璃は知らず拳こぶしを握にぎっていた。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ラハブ：さて、次の行き先はイギリスですか。今日のセッションは本当に世界中回りますね。

志津香：落ち着く暇ひまもありませんわね。……あ、このタイミングで購こう入にゆう判定をしておいてよろしいですか？　ＨＰを回かい復ふくしておきたいと思いまして。

ＧＭ：いいよ、次の出しゆつ撃げきまでにもうひとつシーンを挟はさむので。

瑠璃：……？　すぐに出撃じゃないんだ。

ＧＭ：ひとつイベントがあるんだ。じゃあアイテムは購入してもらいつつ、次のシーンに行こうか。







◆Middle08◆女じよ傑けつの帰き還かん

Scene Player ─── ハウント




「ハウント様、ご来客です」

　いち早くセーフハウスに戻もどったハウントにかけられたのは、イザベラのそんな一言。

　不ふ可か思し議ぎに思いつつ応おう接せつ室しつに向かうハウントは、そこで思いがけぬ人物と出会う──。




ＧＭ：では次のシーン。シーンプレイヤーはハウント。

ハウント：ほう、私わたしか。

ＧＭ：聖せい杯はい城じようへの出しゆつ撃げきが決まり、ひとりハウントがセーフハウスに帰ってくるところから始まる。……一いち応おう他の人は登場不ふ可かね。

瑠璃：了りよう解かい。自分はおそらく実家に帰っていると思う。

志津香：ご両親がおりますものね。わたくしも家に帰りますわ。

ラハブ：ワタシは指輪の姿すがたで眠ねむりつつ、ルリと行動を共にしていますよ。

ＧＭ：了解だ。ではハウントは改めてひとりでセーフハウスに帰ってくる。すると、イザベラが「ハウント様、ご来客です」と。

ハウント：客？　こんなところに私を訪たずねに来るものがいるのかね？　……とコートを預あずけつつ言う。

ＧＭ：「その……。説明することも可か能のうなのですが、会っていただいた方が早いかと……」

ハウント：キミにしては珍めずらしく歯切れが悪いな。まあいい、イザベラが通した客ならば会わないわけにはいくまい。

ＧＭ：「では、こちらへ」と応接室に行くと、そこには──。




「邪じや魔まをしているよ。久ひさし振ぶりだね、ハウント」

　優ゆう雅がに紅こう茶ちやをたしなみつつ、悪戯いたずらっぽい笑みを浮うかべる女傑がひとり。

　カルディナ・サレス。旧きゆうナイトフォール隊長。



















瑠璃：……！

志津香：カルディナ隊長……！

ハウント：……これはこれは。なんとも意外な方が訪ねてきたものだ。

ＧＭ：「驚おどろいたかい？」にやりと笑うカルディナ。

ハウント：ええ、ともすると心しん臓ぞうが飛び出すほどに。……イザベラが説明できなかったわけだ。死者が訪ねてくるなど、口にするのも難むずかしい。

ＧＭ：イザベラは恐きよう縮しゆくしたように頭を下げる。カルディナは「はっはっは、亡ぼう霊れいのアンタがよく言うよ」と紅茶を飲む。

ハウント：驚いたのは事実ですよ、カルディナ隊長。……しかし説明はしていただけるのでしょうな。今まで何をしていたか。どうして今、このタイミングで私のところに来たのか。

ＧＭ：「もちろん。そのためにやってきたんだからね。……けれど、その前に」

ハウント：うん？

ＧＭ：ふと、カルディナは笑う。「あれから二年。瑠璃が世話になったね、ハウント。──アンタには苦労をかけた。ありがとう」

ハウント：礼には及およびません。確たしかに最初はあなたへの借りだった。ですが今は違ちがう。私は彼かの女じよと共に歩めることを誇ほこりに思っている。……たとえそれが復ふく讐しゆうの道でも。

ＧＭ：「変わったねえ、ハウント」

ハウント：変えられた、という方が正しいかもしれません。

ＧＭ：「そうか。それは本当にうれしい一言だよ。そうかい、瑠璃がねえ」と目を細める。

ハウント：──その一言を、瑠璃本人に言ってやることはできないのですか。

瑠璃：…………。

ＧＭ：ふと、カルディナは目を伏ふせる。

ハウント：こちらに先に来たということは、それ相そう応おうの理由があるのでしょう。

ＧＭ：「ああ、その通りさ。そうだね、まずは……二年前のことから話そうか」とカルディナは切り出す。「アタシはね、あの〝スナッチャー〟との戦いで一度死に──そして蘇よみがえったのさ」

ハウント：蘇った？




　眉まゆをひそめるハウントに、カルディナは真しん剣けんな顔でうなずく。

「アンタもどこかで聞いているかもしれないが……、〝ソロモンの壺つぼ〟でアンタたちと別れた後、アタシたちは遺い跡せきの奥おく──ソロモンの指輪が祀まつられている部屋で〝スナッチャー〟と戦った。先にヤツを追っていった〝遺産破壊者〟東雲しののめと結果的に共きよう闘とうしつつね」

　カルディナはそこで言葉のトーンを落とす。

「その戦いの最中、アタシは心臓を食くい破やぶられて死んだ──はずだった」




ハウント：その時に何かが起きたと？

ＧＭ：「その時突とつ然ぜんソロモンの指輪が光を放ったのさ。〝スナッチャー〟も想定していなかったんだろう。向こうも驚いていたね」

志津香：そういえば、東雲も同じようなことを言っておりましたわね……。

瑠璃：ソロモンの指輪の異い変へんは、〝スナッチャー〟が引き起こしたものじゃなかった……？

ラハブ：確かに、あの時〝スナッチャー〟は指輪も狙ねらっていたように見えましたね。

ハウント：〝スナッチャー〟と我われ々われ、そして東雲以外にあの遺跡には誰だれかがいたと？

ＧＭ：「そうだね」カルディナはうなずく。「おそらくソイツが黒くろ幕まくだと、アタシは睨にらんでいるんだが……」

ハウント：黒幕？

ＧＭ：「その話をする前に、二年前の話を終わらせようか」

ハウント：ふむ、そうですな。……では隊長、心臓を貫つらぬかれたあなたはその後どうなったのです？

ＧＭ：カルディナはトントンと自分の左ひだり胸むねを叩たたく。「ソロモンの指輪の輝かがやきと共に、アタシの胸むねに瑠璃の……つまり〝スナッチャー〟の心臓が入ってきたのさ」

ハウント：…………今、なんと？

ＧＭ：「アタシの胸には瑠璃の心臓が入っている。その心臓で、アタシは生きている。……いや、生かされている」

ハウント：（こめかみに指を当てて）すまない、隊長。私にはうまく理り解かいできないようだ。

志津香：こちらもまったくわかりませんわ……！

ＧＭ：「細かいことは、アタシにもさっぱりだね」とカルディナは首を振ふる。「指輪が光り、心臓が自分の中へと移い動どうするのを見て……、同時にアタシは遺跡の遥はるか遠くに飛ばされたのさ。東雲も似にたようなことを言っていたね」

瑠璃：言っていた……。

ＧＭ：「後はアンタも知っているだろう？　遺跡〝ソロモンの壺〟は消しよう滅めつ。旧ナイトフォールの面子めんつは死んだ後に〝スナッチャー〟に再さい構こう成せいされ、洗せん脳のう。……あの子たちには辛つらい思いをさせたもんだ」

ハウント：だが彼かれらは幸福だ。魂たましいを預け、満足して去れる者は少ない。

ＧＭ：「そうだね。……それからアタシはカルディナ・サレスを死んだことにして、裏うらで動いていた。〝スナッチャー〟、瑠璃の肉体、ソロモンの指輪。その真相を確たしかめるためにね。本来は瑠璃の元に帰りたかったが、できない理由もあった」

ハウント：それは？

ＧＭ：「この心臓そのものさ」と苦笑いするカルディナ。「この心臓は瑠璃の元に帰りたがっている。あの子の前に立てば、アタシは生きていられなくなるだろう」

瑠璃：う…………。

志津香：それは、また……。

ＧＭ：「ま、今はそれが都合のいいことだとも思っているけれどね。ここに瑠璃の心臓がある限り、あの子の肉体がすべてそろうことはない」

ハウント：聖せい杯はいの暴ぼう走そう。

ＧＭ：「その通り。……知っての通り、敵てきは瑠璃の肉体を活性化させて戻もどしている。聖杯を完全起動させるべくね。残りは頭部と、そしてこの心臓。つまりアタシが健けん在ざいであれば、肉体完成はできないってことだ」

ハウント：セーフプルーフということですか。

ＧＭ：「そう。だからアタシはまだあの子の前には立てない」

瑠璃：隊長……。

ＧＭ：「さて、アタシの用よう件けんはここからだ」と言って、カルディナはハンドバッグから一丁の拳けん銃じゆうを出して机つくえに置く。

ハウント：（眉を動かして）……コレは？

ＧＭ：「今、あの子のルーツを追っているんだってね」

ハウント：──ええ。

ＧＭ：「アタシも確かく証しようは持てないが……、あの子のルーツをたどることは聖杯の暴走に繫つながる可か能のう性せいがある」

ハウント：前のシーンで起きた現げん象しようを思い出すな。

志津香：少し危あぶなかったですからね。

ＧＭ：「もし聖杯が暴走したときのために、アタシの〝声〟を封ふうじた弾だん丸がんを一発だけ用意した」と拳銃から弾たまを取り出すカルディナ。

ラハブ：ほう？

ＧＭ：「あの子の聖杯にはアタシの声が宿っているはずだ。何かあった時、この弾丸で聖杯を撃うてば、声が共鳴して暴走を和やわらげる可能性がある」

ハウント：そうか、あなたは聖杯の前の使用者でしたな。

ＧＭ：「限げん定てい的てきだったけれどね」と、カルディナはハウントを見る。「今日はこれを渡わたしに来たんだ」

志津香：なるほど、銃だったら少しよう佐さというわけですわね。

ハウント：…………。

ラハブ：どうしたのです？

ハウント：カルディナ隊長。本来ならばこういうことはしたくはないが、私にも役目がある。……そう言って拳銃を突つきつける。

志津香：ちょっ、少佐!?

瑠璃：少佐!!

ＧＭ：カルディナは銃じゆう口こう越ごしにハウントを見る。「……なんだい、いきなり」

ハウント：そのまま質しつ問もんに答えていただきたい。……あなたが瑠璃に最後に残した言葉は？

ＧＭ：「『いい女になりな』だろう？　覚えているとも」

ハウント：では私の個こ人じん的てき目的に対し、あなたはどうアドバイスしていたかな？

ＧＭ：「復讐の道から抜ぬけてほしいと思っていたね」

ハウント：それでは──。




　その後も質問を繰くり返かえすハウント。

　自分とカルディナの出会い、旧ナイトフォールメンバーの性せい格かくやクセ、〝ソロモンの壺〟戦せん闘とう時じの記録などをぶつける。

　そして──。




ＧＭ：「質問攻ぜめだねぇ。もういいかい？」

ハウント：ええ、質問はこれですべてです。最後に……イザベラ。

ＧＭ：「はい」と一歩進み出る。

ハウント：キミの目で見た判はん断だんを答えて欲ほしい。……このカルディナ・サレスは本物か？

志津香：あ──、それを──。

ハウント：そういうことだ。話を聞くだけならばまだしも、銃で撃つとなればこの場で真しん偽ぎを確たしかめておく必要がある。私とて疑うたがいたくはないが、これが役目だ。

瑠璃：なるほど……。

ＧＭ：イザベラは静かに言う。「記録にあるカルディナ・サレス女史と同一であるように、私には思えます」

ハウント：それを聞いて拳銃を下げよう。……申もうし訳わけありません。少し試させていただきました。

ＧＭ：「いや、いいさ。アタシがアンタだったら、同じことをしていた」

ハウント：では改めてこの拳銃、受け取らせていただきます。

ＧＭ：「頼たのむよ」とカルディナは立ち上がる。

ハウント：これからはどこへ？

ＧＭ：「──〝スナッチャー〟の裏に誰だれかいる。そいつを今探さぐっている」

ハウント：先ほど黒幕と呼よんでいたものですか。

ラハブ：父様、と〝スナッチャー〟が呼んでいたものでしょうかねぇ。

瑠璃：だろうね……。

ＧＭ：カルディナはひとつうなずく。「そいつが何を企たくらんでいるのか。それを突つき止とめたい。……調べれば調べるほど影えい響きよう力りよくのあるヤツでね。どこまで手が伸のびているのかわからないんだ。だからＵＧＮにも戻もどれない。死んだまま調べたいんだ」

ハウント：それがどこの誰なのかは……？

ＧＭ：「ある程てい度どの予よ測そくはしている……が。アンタにも言うのはよしておこう。確証がない上に、情じよう報ほうが漏もれる可能性がある」

ハウント：わかりました。

ＧＭ：「アンタたちがそいつと相対する前に、どうにか相手の尻尾しつぽくらいは摑つかみたいところだけどねぇ」

ハウント：そちらも気をつけて。心臓を持っているということは、必ず敵てきに狙ねらわれるということでもあります。

志津香：あ──。

ＧＭ：「そこは大だい丈じよう夫ぶ。頼たよりになる相あい棒ぼうがいるからね」

ハウント：…………〝遺い産さん破は壊かい者しや〟ですか。

ＧＭ：カルディナはにやりと笑う。「気がついていたようだね」

ハウント：東雲が私の復讐を知っていた。あのことを知っている人間はそう多くない。あなたが生きていたのであれば、わざわざ東雲を助っ人に送ってくれたことも理解できる。

ＧＭ：「お節せつ介かいがすぎたかね？」

ハウント：いいえ、助かりました。彼がいなければ、我々は北極海の藻も屑くずになっていたかもしれない。

ＧＭ：「ま、そういうことだ。今アタシはヤツと組んで動いている。瑠璃にはそう伝えてくれ。戦力としては申し分ないと」

ハウント：……フッ、しかし機械のような男が思わぬ動きをするものだ。

ＧＭ：「話してみると、意外と中身は面白いもんだよ。もっとも、アタシと組んだのもヤツが少し変わったからとも言えるね」

ハウント：あの、奇き矯きような少年の影えい響きようかな？

志津香：キョウくんのことですの？（笑）

ＧＭ：「さてね？　……さ、アタシはこれで帰るよ。瑠璃にはうまく言っておいてくれ」

ハウント：素す直なおにすべて話しますよ。彼女はもうそれを受け止められる。

瑠璃：少佐……。

ＧＭ：「そうか……。アンタが言うならば任まかせるよ。じゃあ武ぶ運うんを」

ハウント：そちらも（敬けい礼れいする）。

ＧＭ：では敬礼を返し、カルディナはセーフハウスを出て行く。……というところでシーンを切ろうか。







◆Middle09◆簒さん奪だつ者しやの懊おう悩のう

Master Scene




「くそっ！」

　暗くら闇やみにいらだちの声と何かを叩たたく音が響ひびく。

　髪かみを振ふり乱みだし、歯を鳴らし、物に八つ当たりを繰り返すのは〝スナッチャー〟。

　瑠璃の肉体を奪うばった者──。




ＧＭ：次のシーンはマスターシーン。〝スナッチャー〟側にカメラを向けるよ。

ラハブ：お？　襲しゆう撃げきが失敗して悔くやしがったりしてますか？

ＧＭ：うん、その通り。どこかの地下室で、物に当たっている。

志津香：う、うわあ……。

ハウント：やれやれ、ほぼ子こ供どもと変わらないな。

ＧＭ：〝スナッチャー〟は部屋のあらかたの物を壊こわした後、ひとりうめく。「なぜ、なぜこうまでうまくいかない……！　そこまであたしは力を失っているのか！」

瑠璃：やはり弱体化しているのか。

ＧＭ：「あたしは、あたしはやはり……」と何かを言いかけたところで、「ずいぶんと荒あれているね」と声がかけられる。〝スナッチャー〟が振ふり向むくと、そこには〝遺産〟で転てん移いしてきたレオンハルトが。

ハウント：出てきたか。

ＧＭ：〝スナッチャー〟はレオンハルトを睨にらみ付つけて言う。




「──何の用だ。手出しをするなと伝えてあったはずだ」

「騎き士し団だんを動かしておいて、大たい層そうなお言葉だ。……その上で失敗したようだな」

「っ！」

　地下室を殺気が満たす。全身を刃やいばで貫かれるようなそれを易やす々やすと受け流しつつ、レオンハルトは続ける。

「それで、貴き公こうはどうする？　向こうのピースはそろった。彼らはすぐにでもここに来るだろう。この──聖杯城へ」




志津香：！　聖杯城は、彼らの本ほん拠きよ地ちですの!?

ラハブ：どうやらそのようですねぇ。

ＧＭ：レオンハルトの言葉に、〝スナッチャー〟は長い間考え、そして答える。




「この城で、奴やつらを殺す。たとえ──強羅瑠璃の肉体を消すことになっても」




瑠璃：…………。

ＧＭ：その言葉にレオンハルトはこう付け足す。




「それは、貴公の父上の意い志しに反していると知っていても、かな？」

「──！」

〝スナッチャー〟の顔色が変わる。躊ちゆう躇ちよ、逡しゆん巡じゆん、そして恐きよう怖ふ。だが──。

「ふふふ、少し意地悪なことを言った。……私がここに来たわけを話そうか。貴公の父上から届とどけ物ものを依い頼らいされてね。コレを持ってきたんだ」




ＧＭ：レオンハルトはそう言うと、机の上にランプをひとつ置く。いわゆるランタンのような形のランプではない。アラビアの古ぼけたランプだ。

ラハブ：げ！

志津香：それってもしかして……！

ラハブ：ワ、ワタシと同じ魔ま人じんですか!?　しかもランプの魔人!?　さ、さ、さ、最上位じゃないですか！

瑠璃：ラハブは指輪の魔人、だったっけ。

ラハブ：そうです。実は魔人社会の中では、指輪の魔人はたいしたことないんですよ。そう、言ってみればワタシは強きよう豪ごう高校からドロップアウトして、弱小高校でエースを張はっているみたいなもので……（笑）。

ハウント：生々しい例だな、おい（笑）。

ラハブ：さ、さいわい魔人としての使命からは、ルリが聖杯で解とき放はなってくれてますから。即そく座ざに向こうにつくことはないですが……。

瑠璃：そんなに力が違うの？

ラハブ：もうランプ様に会っちゃうと、「へー、万年補ほ欠けつのお前がずいぶん幅はばきかせてるじゃん、ラ・ハ・ブく～ん？」「ひ、ひい、ランプ先せん輩ぱい！」くらいの会話が……（笑）。

志津香：どんな会話ですか！（笑）

ＧＭ：とりあえずシーンを続けるよー（笑）。机の上に置かれたそのランプに、〝スナッチャー〟が釘くぎ付づけになる。




「これを…………これを、父様があたしに？」

　震ふるえる声で、〝スナッチャー〟はランプを握にぎる。その声に、その顔に浮うかぶのは歓かん喜き。

　レオンハルトはゆっくりとうなずいた。

「そうだ、貴公の好きにしろと言こと付づかっている」

「そうか。そうか……！」

　ランプを手に、〝スナッチャー〟は立ち上がる。

「父様が、あたしのためにこれを！　父様はやはり、あたしの勝利を望んでいる！」

　ランプを掲かかげ、勢いきおいを取とり戻もどした〝スナッチャー〟は、だが気がつかない。

　なぜレオンハルトがコレを持ってきたか。

　なぜ〝父様〟が直ちよく接せつ渡しに来なかったのか。

　彼女は気がつかない。

「さあ、今度こそお前のすべてを砕くだいてやる。強羅瑠璃！」

　彼女は──気がつかない。







◆Middle10◆聖せい杯はい城じようにて

Scene Player ─── 瑠璃




　名前とは裏うら腹はらに、その城しろは緑の平原の中、ぽつんとうち捨すてられていた。

　かつてとある王が住み、聖杯の試練を与あたえたという城──聖杯城。

　資し料りよう的てき価か値ちぐらいしか無いその場所に、瑠璃たちは乗のり込こんでゆく。




ＧＭ：では次のシーン。全員登場だ。侵しん蝕しよく率りつを上げてもらおう。

ラハブ：……うおおおおおおおおおお、10上がったああああああああ！

瑠璃：えっ!?　今侵蝕率いくつ!?

ラハブ：なんと驚おどろきの[image: ]％！　くくく、アージエフェクトがすでに使えますよ。

志津香：ひゃ、ひゃくにじゅうに！　わたくしと40近く差がありますわ……。

ハウント：（レコードシートをのぞいて）元々が高い上に、今日はダイス目が高すぎるのか。

ラハブ：２シーン休んでこの状じよう態たいです。もうなにも怖こわくない！

ＧＭ：死し亡ぼうフラグ立てるのやめなさい（笑）。

瑠璃：そうだＧＭ。ひとつお願いがあるんだけど。

ＧＭ：お、なに？

瑠璃：自分が子供の頃ころに巻まいてた布ぬのを、マフラー代わりに巻いておきたいんだけどいいかな。

ＧＭ：ほう？

志津香：えっ、危あぶなくありませんの？

ハウント：いや、もう力は失われているはずだが……。

瑠璃：それでも思い出はあるので。両親のことを忘わすれないために、巻いておきたいなと。

ＧＭ：いいよ。ＵＧＮも力の無いものを持ち出すことまで頓とん着ちやくしないし。

瑠璃：では首に巻いて。ナイトフォールのコートを着て。




　首に父母の思い出を、背せに友の思い出を纏まとい、瑠璃が聖杯城に立つ。



















ＧＭ：では聖杯城。石いし造づくりの、もはや壊こわれかけた城だ。資料的価値はあるのかもしれないが、観光的価値は無い。屋根も半分くらい無いし。

ラハブ：名前に負けていますねぇ。

ハウント：捨てられていたということは、騎士団や他の組そ織しきが調べても何も出てこなかったということか？　それともめぼしい物はあらかた回かい収しゆうされた？

ＧＭ：前者だよ。ＵＧＮもＦＨも、ハウントが入ったころの騎士団も調べたけれど、何も出てこなかった。だからうち捨てられている。

ハウント：廃はい墟きよ……いや、廃城か。

ＧＭ：だがそこに瑠璃が入はいり込こんだ途と端たん、再ふたたび例のフラッシュバックが起きる。前回、前々回にも増まして鮮せん明めいにその記き憶おくは言う。──この場所を、キミは知っている。かつてここに住んでいたことがある。

瑠璃：うっ……。やっぱり、ここは自分の……。

志津香：瑠璃さん、大丈夫ですの？

瑠璃：大丈夫。どうも、自分はここに住んでいたことがあるみたいだ。

ハウント：住んでいただと？　……おかしい。ここには何もなかったはずだが。

瑠璃：でも……。と、みんなを案内できるのかな？

ＧＭ：できるよ。それどころか──いとも簡かん単たんに隠かくし通路を発見できる。

一同：おおおおおおおおおおおおっ!?

ＧＭ：これまた崩くずれかけた地下室の一角を瑠璃が触さわると、隠かくされた扉とびらが光り、入り口になる。

ハウント：馬ば鹿かな。こんなに簡単に発見できるものが、今までの調ちよう査さをくぐり抜ぬけたはずがない。

ＧＭ：じゃあ〈知ち識しき：遺産〉で判はん定ていしてみようか。

ラハブ：ではワタシが。……クリティカルして21です。

ＧＭ：ほう、高いね。じゃあこの隠し扉が、瑠璃自身に反はん応のうしていることがわかる。例えばラハブが触さわってもまったく反応しない。

ハウント：なるほどな、これは見つかるはずがない。

ラハブ：正当な権けん利りを持つものが触ふれなければ開かないわけですか。……ところでルリに反応しているのですか？　聖杯ではなく？

ＧＭ：瑠璃だよ。

瑠璃：自分専せん用ようの入り口か……。

志津香：信じられませんが、本当にここにいたようですわね。瑠璃さんは。

ハウント：ここまで来たら信じるしかあるまい。

ラハブ：となるとこの先に──。




　ラハブはさらに地下へと続いているとおぼしき、闇やみのたゆたう通路を見る。




ラハブ：ルリのルーツがあるというわけですか。

一同：…………。

瑠璃：行こう。そのために来たんだから。




　瑠璃の言葉に皆みながうなずき、通路へと入ってゆく。




ＧＭ：かすかにうねる階かい段だんを、四人は下りて行く。

ラハブ：《炎ほのおの理》で明かりは出しておきましょうかね。

ハウント：ふむ、ここで話しておくか。……瑠璃、出しゆつ撃げきの前日にカルディナ・サレスに会ったぞ。私を訪ねてきた。

瑠璃：えっ!?

ハウント：聞いた話をすべて伝えておこう。相変わらず、彼女はキミを心配していた。

瑠璃：受け取った拳銃の話も教えてもらえますか？

ハウント：ああ。いざというときに伝えていないと困こまるからな。勘かん違ちがいされ、仲間に邪じや魔まをされるような事じ態たいになりたくはない。

志津香：確かに。

瑠璃：では話をすべて聞いて。ひとつ大きくうなずく。──ああ、よかった。

ハウント：よかった？

瑠璃：安心したんです。もし自分に何かあっても、みんなが止めてくれるって。




　瑠璃は改めて仲間を見る。




瑠璃：今でも不安はあります。自分のルーツを知ることが何に繫つながるのかわからない。自分が自分で無くなってしまう恐怖もある。それとは逆ぎやくに、気がはやる部分もあるんです。

志津香：はやる、ですの？

瑠璃：うん。この城に着いてから──いや、あの鬼おにの遺跡に行ってからかな。早く自分の正体を知りたい。そう感じる自分がいるんだ。

ラハブ：己おのれを知りたいと思うのは普ふ通つうのことですよ。特にアナタはそれを探さがし求もとめていたのですから。ルリ。

瑠璃：うん。でもその結果、世界を犠ぎ牲せいにするのが怖こわかった。──だから安心したんだ。少佐が、ラハブが、志津香さんが、隊長が。何かあってもみんなが止めてくれる。

ラハブ：もちろんですとも。アナタには人でいてもらわなければ困こまります。

志津香：わたくしも言うまでもなく。強ごう引いんにでも戻しますわ。

ハウント：カルディナ隊長に頼たのまれただけではない。キミたちには私の道につきあってもらわねばならんのだ。

瑠璃：──うん。




　頼たのもしい仲間の言葉を受け止め、瑠璃はもう一度うなずく。




瑠璃：だから行こう。この奥おくへ。




　そして瑠璃たちはたどり着く。真実の待つ扉の、その前へ。




ＧＭ：では妙みようにぐねぐねと折れ曲がる長い長い階段を下りきると、そこは大きなホールのような空間。正面には巨きよ大だいな紋もん章しようのついた両開きの扉。そして──。

瑠璃：…………。

ＧＭ：その中央に待つ、〝スナッチャー〟。

瑠璃：やはり、いたか。

ＧＭ：「やはり、来たか」

瑠璃：その後ろに、自分のルーツがあるのか。

ＧＭ：「ある。だがそこにお前がたどり着くことはない。……何も知らずに、世界でも救っていればいいものを……！」

瑠璃：〝スナッチャー〟、お前はなぜそこまで自分がルーツを求めるのを恐おそれる。

ＧＭ：「それを話すことはない」

瑠璃：なぜだ！

ＧＭ：「話すことはない！」

瑠璃：お前はあらゆることを隠かくす。なぜ自分をそこまで恨うらむ。なぜそこまで固こ執しつする。自分からすべてを奪うばったのはお前だろう！

ＧＭ：「…………のうのうと、そんなセリフをはけるお前でよかったよ。強羅瑠璃」

瑠璃：なに？

ＧＭ：「お前は──何も知らずに、ここで死ね！」

ハウント：これは、ダメだな。倒たおさなければ話もできん。

志津香：対たい処しよするしかありませんわ、瑠璃さん。

瑠璃：仕方がない、か……。

ラハブ：（ＧＭに）あ、あのう。やっぱり〝スナッチャー〟の手にはランプが……？

ＧＭ：持っているよ。ラハブには一いち目もく瞭りよう然ぜん。それは魔ま人じんのランプだ。

ラハブ：では目を見開いて硬こう直ちよくします。ああああああああああ、あれは!?

志津香：ラ、ラハブさん？　ラハブさん、どうしましたの!?

ラハブ：ま、まずいですまずいです大変まずいです。

ハウント：どうした。いつも不ふ敵てきなお前らしくない。

ラハブ：違うんです！　違うんです！　ワタシは所しよ詮せんただの万年補ほ欠けつに過すぎなかったのです！（笑）

ＧＭ：ラハブのたわごとは流しつつ、〝スナッチャー〟はランプをこする。「そうだ！　あたしの手にはコレがある！　父様から受け取ったコレが！　出いでよ！　ランプの魔人、シャイターン！」

ラハブ：ああああ、出てきてしまう！　出てきてしまう！

ＧＭ：次の瞬しゆん間かん、ランプから煙けむりが吐はき出だされ、それが一気に燃もえ上あがる。白い炎ほのおはむくむくとひとりの美しい男──黒い肌はだに透すき通とおるような長く白い髪かみを持つ男へと変化する。そいつが目を開けた瞬間、キミたちは自分たちが炎に巻まかれているような幻げん視しをするほどだ。

瑠璃：こいつが、ランプの魔人──!?

ＧＭ：魔人シャイターンは〝スナッチャー〟の隣となりに位置し、膝ひざを折る。「ワタシはランプの魔人。いかなる願いも三つだけ叶かなえましょう」〝スナッチャー〟が「シャイターン、願いのひとつだ！　奴やつらを殺せ！」と叫さけぶと、シャイターンは「主の御お言こと葉ばのままに」と進み出る。

ラハブ：く、来るううううう！

瑠璃：ラハブ、しっかりして！　……ヤツのことを知っているならば、教えて。

ラハブ：わ、我々魔人には三つの段だん階かいがあるのです。私はイフリート、その上にマリード、そして最上位に位置するのがシャイターン。……つまり彼です。

ハウント：ラハブのふたつ上、か。

志津香：…………意外と下なのですわね、ラハブさん。

ラハブ：だから言ったでしょおおおおおおおおっ！　ワタシは万年補欠で！（笑）

瑠璃：それはいいから！（笑）……倒たおせるの、ヤツは。

ラハブ：能のう力りよくだけならばワタシの数十倍。相手にしないに越こしたことはありません。

志津香：つまり──。

ハウント：まずは召しよう喚かん者しやを倒す方が先決か。

瑠璃：そうだ。決着を付けるべきは〝スナッチャー〟。魔人は後回しだ。

ＧＭ：なおシャイターンはラハブを見ると、「おや」と目を開く。「そちらにいる魔人は……、支し配はい下に入らないのですね」と。

ラハブ：え、ええ、その通りですランプの魔人。このような姿すがたをしておりますが、ワタシは魔人の枷かせに縛しばられてはいません。

ＧＭ：「ほう、面白い。名は？」

ラハブ：ラハブ・アブド＝アルマリク。指輪に宿る弱小の身です。

ＧＭ：シャイターンは薄うすく笑う。「ワタシは主の御言葉の通り、あなたたちを焼き尽つくします。それでもそこに立つのですか？」

ラハブ：え、ええ。護まもるべきものがありますので。ですから──。




「お手向かいいたします、シャイターン」




ＧＭ：言い切ったな、ラハブ。

ラハブ：正直逃にげ出だしたいですがね。そうも言っていられないわけですから！

瑠璃：ラハブ……。

ＧＭ：では戦せん闘とうだ。……だがその前にひとつだけアドバイスしておこうか。

一同：？

ＧＭ：このセッションでは、ここで全力を出すことをオススメする。

一同：えええええええええええええええ!?

ＧＭ：敵は〝スナッチャー〟とシャイターンだ！　では戦闘開始！




▼第１ラウンド
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ＧＭ：では最初のラウンド、セットアップからだ。配置はこんな感じね。

ハウント：そちらの行こう動どう値ちは？

ＧＭ：〝スナッチャー〟が12。シャイターンが30。

瑠璃：30!?　ラハブ以上!?

ラハブ：どうですか！　これがシャイターンです！

志津香：なんでラハブさんがドヤ顔ですの！（笑）

ＧＭ：おっと、ちなみにシャイターンは炎で籠こ手てを作り出して装そう備びする。ユニークアイテムのヴェイパーウォールだ。

志津香：ヴェイパーウォール！　あのガード値がすさまじく上がるアレですか！

ハウント：防ぼう御ぎよ役やく、なのか……？

ＧＭ：さてどうだろう。そして〝スナッチャー〟は《螺ら旋せんの悪あく魔ま》を使用する。どくん、とひとつ脈みやく動どうしたかと思うと、殺気の濃こさが跳はね上あがる。爛らん々らんとした目で瑠璃を睨にらみ付けながら。「強羅瑠璃、思い出させてやる。あの時、あの遺跡で、味わった無力感を……！」

瑠璃：〝スナッチャー〟……！

ラハブ：挑ちよう発はつに乗ってはいけませんよ、ルリ。……ワタシは《加速装そう置ち》と《サポートデバイス》を使用します。行動値は27に。

瑠璃：大丈夫。飛び出したりはしない。……《フルパワーアタック》。

ＧＭ：ではメインプロセス、まずはシャイターンの行動。ランプの魔人は滑すべるように近づくと、こう言う。「主の御言葉によりて。アナタがたに炎の罰ばつを」

志津香：この方、まさかラハブさんと同じ……!?

ＧＭ：その通り。シャイターンの全身から白い炎が吹ふき出だす！　《災さい厄やくの炎》＋《憎ぞう悪おの炎》＋《プラズマカノン》＋《結合粉ふん砕さい》その他！

ラハブ：ピュアブリード！

ＧＭ：ラハブよりも純じゆん化かした炎という意味合いで、そうしてみた。《憎悪の炎》が入っているから、命中するとシャイターンに対する憎悪を受けるよ。

ハウント：まずいな。ターゲットをコントロールされるのか。

志津香：〝スナッチャー〟狙ねらいに行きたいのに、シャイターンを攻こう撃げきせざるを得なくなりますわね……。ここは《ミスディレクション》！　四星展てん開かい！　魔眼で炎を散らしますわ！

ＧＭ：単体攻撃に変へん更こうか。なら……対象は瑠璃だな。達成値は51。

志津香：そこまで読んでますわ！　《マグネットフォース》でカバーリング！

瑠璃：志津香さん、ありがとう！

ＧＭ：白い炎の前に志津香が立ちはだかる。ダメージは──73点！

ハウント：70点を超したか！

ラハブ：高いっ!?

志津香：………………ふ、ふふふふふふふふ。

瑠璃：志津香さん？

志津香：わたくしのＨＰは今最大で72。そしてガード値が……２！　１点残りましたわああああああああああああああああああっ!!

一同：お────────っ!!

ラハブ：まさかあの攻撃に耐たえるとは！

志津香：ＨＰを上げていてよかったですわ……！

ＧＭ：シャイターンも眉を上げるよ。「まさか立っていられるとは」

志津香：ナイトフォールを、あまく見ないでいただきたいですわ……！

ＧＭ：「知りませんね。そのようなもの」志津香はシャイターンに憎悪ね。心に入り込んだ炎が、キミを苛いら立だたせる。

志津香：ええ。

ラハブ：次はワタシですか。いやあシャイターン。相も変わらず見事な炎。というわけでワタシは────そんな勝負につきあっていられないので逃にげます（笑）。

ＧＭ：逃げかよ！（笑）

ラハブ：先に倒すべき輩やからがいるのですよ！　マイナーで《原初の青：光こう芒ぼうの疾しつ走そう》＋《オリジン：レジェンド》＋《炎の加か護ご》。さっさとこのエンゲージを抜ぬけます！

ハウント：正しいな（笑）。

ラハブ：そして〝スナッチャー〟にエンゲージして《災厄の炎》その他、いつものコンボ！　アナタを先に倒たおせば！　……達成値は45！

ＧＭ：こちらは《螺旋の悪魔》の効こう果かで暴走しているから、リアクションはできないよ。もうその目は瑠璃しか見ていない。

ラハブ：こちらは無む視しですか。余よ裕ゆうのある。

ＧＭ：その代わりシャイターンが指を鳴らすよ。アージエフェクト《現げん実じつ改変》でラハブの炎を食う。達成値を20下げてもらおうか。その代わりにシャイターンのＨＰが20減へる。

志津香：オルクスのアージエフェクト？　でもサラマンダーのピュアブリードじゃ……。

ＧＭ：このエフェクトはＥロイス妄もう念ねんの姿で取得しているんだ。

志津香：なるほど、ジャームなのですわね……。

ラハブ：炎は食われても──ダメージは54点！

ＧＭ：《雲うん散さん霧む消しよう》。〝スナッチャー〟の体から、半はん透とう明めいの牙きばの化け物が立ち上がりラハブの炎を散らす。さらにダメージを受けたことによって《レネゲイドアブソーブ》＋《破は壊かいの渦か動どう》＋《喰くらわれし贄にえ》＋《原種暴走》のコンボを使用。

志津香：ぐっ、自じ己こ強化するウロボロスのエフェクト！

ＧＭ：演えん出しゆつ的にはラハブの炎を食って、牙きばの化け物を増ふやす。〝スナッチャー〟がじろりとラハブを見る。「いい餌えさだな、お前の炎は」

ラハブ：なかなかの屈くつ辱じよくですね……！　そしてワタシの侵蝕率は[image: ]％を突とつ破ぱ！

一同：早いよ！

ハウント：他の連中は[image: ]％に届とどくか届とどかないかだというのに……（笑）。

ＧＭ：では〝スナッチャー〟の行動手番だ。マイナーで《オリジン：レジェンド》を使用。〝スナッチャー〟の体が揺ゆらぎ、生み出している牙の化け物に近い状態になる。

志津香：レネゲイドビーイングでしたのね、やはり……。

ＧＭ：そして全身から牙の化け物を放出する！　メジャーアクションで《飢うえし影かげ》その他！　同時にシャイターンがＥロイスで取得した《拡かく散さんする世界》を使う！

瑠璃：シーン攻撃か！

ＧＭ：達成値は54！　化け物が炎で拡散され、部屋全体に広がるぞ！

一同：回かい避ひ失敗！

志津香：ラハブさんはひとり前に出てるからかばえない……！　瑠璃さんを《マグネットフォース》でかばいますわ！

瑠璃：すまない、志津香さん！

ＧＭ：うおおおお、怨おん念ねんのこもったダメージロールの出目が高い！　94点ダメージ！

志津香：さっきのシャイターン以上!?　《リザレクト》ですわ！

ハウント：同じくこちらも《リザレクト》だ。

ラハブ：ワタシは──。

ＧＭ：どうする？　ここで戦せん闘とう不ふ能のうになっておくという選せん択たく肢しもあるよ。

ラハブ：いえ、まだ戦いは始まったばかり。倒たおれるわけにはいきません。……先ほどのやりとりで取ったシャイターンへのロイスをタイタスに。昇しよう華かして復ふつ活かつします！

ハウント：ラハブには無理をかけているな。なるべく早く仕し留とめたい。……いつものコンボで〝スナッチャー〟を攻撃。二丁拳銃で狙って、達成値は57。

ＧＭ：暴走しているのでそのまま命中。ただし再びシャイターンが《現実改変》。指を鳴らすと弾丸の一部が消える。達成値マイナス20で。

ハウント：当たるだけマシだ。……ダメージ47。

ＧＭ：拳銃の弾たまが〝スナッチャー〟を貫つらぬく。だがヤツは平然とした顔をしたままだ。

ハウント：ちっ、まだまだか。

志津香：わたくしの手番ですわね。憎悪を受けているので、シャイターンを殴なぐりますわ。特にエフェクトなどは使いません。

ＧＭ：こちらは《氷盾》を使ってガードだ。

志津香：達成値23、ダメージ24。まあ、通らないかと思いますが。

ＧＭ：うん。そこでさらに《エネルギーマイスター》を使用。籠こ手てから炎が吹ふき出だし、志津香を燃もやす。

志津香：ぐぅ、そんなことまでしてきますのね。《リザレクト》ですわ……！

瑠璃：よし、では自分が──！

ＧＭ：おおっと、このタイミングで《加速する刻》をシャイターンが使用。割わり込こみで行動する。

瑠璃：──っ！




　瑠璃が飛び出すその瞬間を狙って、シャイターンが長い人差し指をつきだした。

「主の御言葉によりて。──アナタに災わざわいあれ」




ＧＭ：《プラズマカノン》＋《インフェルノ》＋《コンセントレイト：サラマンダー》。指の先から炎の輪が現あらわれ、瑠璃を縛しばり付つける。

ハウント：行動済ずみにさせるエフェクトか！

ＧＭ：その通り。「大人しくしていただきます。お嬢じようさん」とつぶやきつつ。……達成値46。

瑠璃：くっ、ドッジは失敗！

志津香：やらせませんわ！　《マグネットフォース》で──。

ＧＭ：「おっと、アナタもです」ともう片かた方ほうの手で同じ炎の輪を出し、志津香を縛しばる。《否ひ定ていのひと触ふれ》。Ｅロイスで取得したエフェクトその３でカバーリング効果を消す。

志津香：そ、そんなものを！

ＧＭ：わざわざこのタイミングまで取っておいたんだ。驚いてもらおうか。

志津香：最悪の、タイミングを狙ってましたのね……！

ＧＭ：そういうこと。《否定のひと触れ》はエフェクトを使わないカバーリングには無む効こうだ。でも残りが瑠璃だけになれば、回避する手しゆ段だんはない。今まで使わなかったのもここでの効果を確かく実じつにするためだ。

志津香：ぐっ、うううううううううう。

ハウント：これは、ダメか──。

ＧＭ：というわけでダメージを出すぞ。……59点。そして瑠璃は行動済みになる。

瑠璃：この──！　侵蝕率も[image: ]％を超こしてるので、タイタスを切らないと……。

ラハブ：〝スナッチャー〟のロイスでもタイタスにすればよいでしょう。

瑠璃：…………。

ハウント：どうした？

瑠璃：いや、ここはシャイターンにロイスを取ってすぐにタイタスにする。

ＧＭ：「おやおや、そのまま倒たおれていれば楽だったかもしれませんよ」

瑠璃：動けなくとも、倒れることなどできるものか！

ＧＭ：すると〝スナッチャー〟が「立つならば立てばいい。仲間が食い散らかされる様を見るためにな！」と言う。

瑠璃：〝スナッチャー〟ああああああああああっ！




▼第２ラウンド
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ＧＭ：では再びセットアップからだ。〝スナッチャー〟は同じく《螺ら旋せんの悪あく魔ま》。シャイターンはＥロイスで取得した《帰還の声》で《拡散する世界》の使用回数を復活させる。

瑠璃：《フルパワーアタック》！

ラハブ：《加速装置》！　行動値が31に！

瑠璃：ラハブ……、攻こう撃げきできるの？

ラハブ：しますとも。相手は暴走しています。今が攻せめ時なのですよ。

ハウント：そうだな。撃うつしかない。

瑠璃：自分が攻撃できれば──。

ラハブ：できなかったときのために、ワタシがいるのですルリ。……行きます！　《プラズマカノン》＋《災厄の炎》！　余よ力りよくは残しつつ攻撃！　……達たつ成せい値ち45！

ＧＭ：〝スナッチャー〟は暴走中。だがシャイターンが最後の《現実改変》！　達成値20マイナス！

ラハブ：それでも……ダメージは59点！　燃もえ尽つきろ！

ＧＭ：爆ばく炎えんに吞のまれる〝スナッチャー〟！　だが「足りないな」の一言で、牙きばの化け物が炎ほのおを散らす！　まだまだ！

ラハブ：しつこいですね、アナタも……。

ＧＭ：「いい表ひよう情じようになってきたな、イフリート。そうだ、そうやって力を使い果たせ」

瑠璃：く……！

ＧＭ：「余所よそ見みをしている暇ひまはありませんよ」と瑠璃の視し界かいをシャイターンがふさぐ。──同時に白い爆炎が。最初と同じ《憎悪の炎》のコンボを使う。

志津香：七星崩ほう壊かい！　《時の棺ひつぎ》！　カバーリングを消されるのなら、これですわ！

ＧＭ：「そうだ、お前もだ。力を使い果たせ……！」

志津香：気持ち悪いですわね！　……とはいえ、これで一気に[image: ]％近いわけですが……。

ＧＭ：「さあ、その体でコレを受けられるか……！」と、《飢うえし影かげ》のコンボに《背はい教きよう者しやの王》を組み合わせて攻撃。より巨大で禍まが々まがしい、牙の化け物が生み出される。

ハウント：くっ、来たか……！

ＧＭ：「消えろ、強羅瑠璃。消えろ、ナイトフォール。消えろ、消えろ消えろ消えろ！　あたしの前から消えて無くなれっ!!」

瑠璃：なぜだ、〝スナッチャー〟。なぜそこまで自分たちを憎にくむ……！

ＧＭ：「それがあたしとお前の関係だ！　聞きたいのなら、お前が死んでから語ってやる！　……シャイターン！」と〝スナッチャー〟が叫ぶと、再びシャイターンが《拡散する世界》でシーン攻撃に。炎と牙の連続攻撃だ！　……達成値は95！

一同：回避失敗！

志津香：カバーリングは……。

ＧＭ：もちろんシャイターンが消す構かまえ。

志津香：ですわよね。ならばメジャーアクションを消費して瑠璃さんをかばいますわ！

瑠璃：志津香さん！

志津香：悔くやしいけれど、相手の言うとおり我々はそろそろ限げん界かいですわ！　だから瑠璃さんを〝スナッチャー〟の元に届とどけないと！

瑠璃：う、ううう……！

ＧＭ：そしてダメージが…………ダイスだけで69！

志津香：な、なんか今日のＧＭは出目おかしくないですか!?　10Ｄ10の期き待たい値ちは55ですよ！

ハウント：瑠璃に対する憎ぞう悪おが、そこまで高まっているのか。

瑠璃：どうしてなんだ、〝スナッチャー〟……。

ＧＭ：ダメージは[image: ]点！




　牙の化け物が吹ふき荒あれる。

　志津香が、ハウントが、ラハブが、〝スナッチャー〟の悪意の前に倒れて行く。

　それは、一度見た光景。かつての仲間と、今の仲間がだぶる。




瑠璃：みんな！

ラハブ：ワ、ワタシはこれで限界です。ルリ、どうか気をつけて……。

ハウント：私はまだ仕事を果たしていない。〝スナッチャー〟へのロイスをタイタスに変えて昇華。残るぞ。

志津香：同じくですわ！　過か去この再さい現げんなど、させません！

ＧＭ：「強がりを。……どうだ、強羅瑠璃。お前とあたしが相対すれば、いつも同じ結果になる。お前を護まもろうとしたものは死に、絶ぜつ望ぼうにまみれる」

瑠璃：同じじゃない。自分は、いや自分たちは同じにはしない！

ハウント：その通りだ。悲ひ劇げきを二度繰くり返かえさないための教訓を、我々は受け取っている。あまり我々を甘あまく見みないでもらおうか。……全力で〝スナッチャー〟を撃つ。達成値は25か。

ＧＭ：しかし暴走しているので命中。

ハウント：ダメージロールはよい。45点。

ＧＭ：二丁拳銃が〝スナッチャー〟の体を貫く。だが、ヤツの体からは血は流れない。半透明の化け物が流れ出すのみ。

ハウント：まだ、か──。

ＧＭ：累るい計けいダメージ[image: ]点。まだまだ全然。

ラハブ：この口ぶりだと、[image: ]点では死にそうにないですね。

志津香：ですがラハブさんが動けない今、次の瑠璃さんで倒たおせないと……。

ハウント：二連続で攻撃を受けることになる、か。

瑠璃：志津香さん、少佐、ラハブ。大丈夫、任まかせて。




　正面から〝スナッチャー〟を睨み、瑠璃は吠ほえる。




瑠璃：いくぞ、〝スナッチャー〟────────っ!!

ＧＭ：「こい、強羅瑠璃！　ここで！　お前を！　否定する！」

瑠璃：マイナーで《完全獣化》＋《剛ごう身しん獣化》＋《ハンティングスタイル》＋《破は壊かいの爪つめ》！　マフラーをなびかせて、そのまま銀ぎん狼ろうに！




　瑠る璃り色いろのマフラーに、夜色のコートに、きらめきが宿る。

　銀狼は星を従したがえ、牙きばを走らせる──！



















瑠璃：メジャーアクションで《吠ほえ猛たける爪》＋《獣の力》＋《コンセントレイト：キュマイラ》＋……《神しん獣じゆう撃》！　初めての切きり札ふだを切る！

志津香：頼たのみます瑠璃さん、ここで、ヤツを──！

瑠璃：達成値は……46！

ハウント：まだだ！　《勝利の女神》！

瑠璃：ありがとう少佐！　達成値64！　これでダメージが12Ｄ！

ハウント：《力の法ほう則そく》！

志津香：《暴ぼう食しよくの魔ま王おう》！




　ハウントの亡霊が牙の化け物を振ふり払はらい、志津香の〝星〟が瑠璃をさらに加速する。




ＧＭ：力が、集まる！

瑠璃：〝スナッチャー〟！　これがナイトフォールだ！　ダメージは21Ｄ＋51点！

ラハブ：と、とんでもない数字！

瑠璃：喰くらえええええええええええええええええええええ！　総そう計けい[image: ]点装そう甲こう無視！

ＧＭ：う、《雲散霧消》で30点軽けい減げん！　[image: ]点ダメージ！　総計──[image: ]点！

瑠璃：どうだ！

ＧＭ：馬鹿な……。[image: ]点のＨＰの半分が消し飛んだ……。〝スナッチャー〟が、倒れる。

一同：よぉし！

ＧＭ：銀狼の突とつ撃げきを正面から受け、〝スナッチャー〟が大きく吹ふき飛とばされる。「な、なんだ、この、力は……！」

瑠璃：言ったはずだ、〝スナッチャー〟。




　力を使い果たし、銀狼から戻った瑠璃が〝スナッチャー〟を見下ろす。




瑠璃：これが自分たちの、ナイトフォールの力。仲間と共に得る力だ。

ＧＭ：「そんな、ものに、あたしが……！」

瑠璃：負けたんだ。お前は最後までひとりだった。それが、敗はい因いんだ。

ＧＭ：「く、そ……！」うめきつつ、だが〝スナッチャー〟は起き上がれない。

瑠璃：勝ったか……。

ラハブ：シャイターンはどうなりますか？　まだ戦う様子は？

志津香：倒たおれた〝スナッチャー〟にも聞きたいことがありますわ。

ハウント：拘こう束そくをするべきだな。できなければトドメを刺さすべきだ。

ＧＭ：おっと、いろいろあるのはわかるがまずはコレを挟はさませてもらおう。

一同：お？

ＧＭ：〝スナッチャー〟が負けたと同時、まるでそれを待っていたかのように扉が──ホールの奥にあった巨大な扉が開き始める。

瑠璃：──！




　音を立てて、ゆっくりと開いていく扉。

　その光景から、瑠璃は目を離はなせなかった。

　隙すき間まから漏もれる真実を逃さぬように──。





ヴェイパーウォール　蒸気の力で生み出した壁で防御する、サラマンダーのユニークアイテム。シャイターンはこれを炎の壁として使用している。

《螺旋の悪魔》　あえて自分を暴走させることで、力を増幅するウロボロスのエフェクト。

《加速装置》　電流を反射に使い、素早く動くブラックドッグのエフェクト。

《サポートデバイス》　自分の行動を支援するユニットを生み出すモルフェウスのエフェクト。

《憎悪の炎》　熱によって相手の憎悪を喚起するサラマンダーのエフェクト。

《結合粉砕》　熱気と冷気の相乗効果で相手を破砕するサラマンダーのエフェクト。

《ミスディレクション》　幻影を作り出し、範囲攻撃をそらすエンジェルハィロゥのエフェクト。

《マグネットフォース》　磁力で相手への攻撃をかばうブラックドッグのエフェクト。

《光芒の疾走》　光を放ちながら移動することで、阻害を受けないようにするエンジェルハィロゥのエフェクト。

《現実改変》　領域内を劇的に変化させることで、相手に不利な状況を作り出すオルクスのエフェクト。

《雲散霧消》　自分の影を立ち上がらせることで、攻撃を軽減するウロボロスのエフェクト。

《レネゲイドアブソーブ》＋《破壊の渦動》＋《喰らわれし贄》＋《原種暴走》　相手の攻撃からレネゲイドを吸収し、それを糧に自身のパワーアップをするウロボロスのエフェクト。それぞれに効果が違う。

《飢えし影》　影を立ち上がらせて相手に攻撃を行うウロボロスのエフェクト。

《拡散する世界》　相手の攻撃を何重にも拡大し、超広範囲に攻撃するオルクスのエフェクト。

《氷盾》　氷の盾で攻撃を防御するサラマンダーのエフェクト。

《エネルギーマイスター》　防御の瞬間に炎を巻き上げ、反撃を行なうエフェクト。

《加速する刻》　超加速を行ない、その瞬間に行動を割り込ませるエフェクト。

《プラズマカノン》　プラズマ化した炎を相手に叩きつけるサラマンダーのエフェクト。

《インフェルノ》　熱気で相手を行動不能にするサラマンダーのエフェクト。

《否定のひと触れ》　相手をかばうエフェクトを打ち消すウロボロスのエフェクト。

《帰還の声》　活力を取り戻す薬品を投与するソラリスのエフェクト。

《背教者の王》　自身を侵蝕しているレネゲイドを、そのまま力に変えるウロボロスのエフェクト。

《ハンティングスタイル》　変身しながら移動するキュマイラのエフェクト。

《吠え猛る爪》　武器を振動させて防御を貫くハヌマーンのエフェクト。

《勝利の女神》　的確なアドバイスを飛ばし、その行動の正確さを上げるノイマンのエフェクト。

《暴食の魔王》　攻撃を重力加速させ、ダメージを上げるバロールのエフェクト。









◆Middle11◆真実は聖せい歌かとともに

Scene Player ─── 瑠璃




　埃ほこりの積もった本、散さん乱らんしたフラスコをはじめとした容よう器き、茶色く変色した紙束。

　扉とびらの向こうにあったのは、何の変へん哲てつもない古びた研究室。拍ひよう子し抜ぬけとも思える光景に、一同はため息をもらす。

　ただひとり、瑠璃をのぞいて──。




ＧＭ：両開きの扉の向こうにあらわれるのは古びた研究室だ。現げん代だい的てきなものではなく、近代までさかのぼるかのような。大きな机つくえに、分ぶ厚あついガラスの容器、錆さびた金きん属ぞくの器具、そして黒ずんだ資し料りようの数々。──大して珍めずらしくもない光景だ。

志津香：え、それだけですの？

ＧＭ：そう、たったそれだけだ。瑠璃以外の人物にとってはね。

一同：っ!!

ＧＭ：扉が開いた瞬しゆん間かん、瑠璃の目は釘くぎ付づけになる。──机の上に放り出された、ひとつのフラスコに。

瑠璃：フラ、スコ……？

ＧＭ：歩あゆみ寄よってもいないのに、瑠璃の視し界かいはどんどんとフラスコに近づいてゆき──。




　その時、瑠璃は見る。

　かつて、自分がフラスコの中から部屋を見ていた光景を。




瑠璃：それは──。

ＧＭ：フラスコの中から瑠璃が見ているのは、ひとりの人ひと影かげだ。その人影は優やさしくキミを両手で包つつみ込こんで言う。「ようこそ、この世界へ。──ＡＺＯＴＨアゾツト」

瑠璃：!!




　雷かみなりに打たれたかのように、瑠璃の体が跳はね上あがり──そしてすべてを思い出す。

　自分がココで生まれたことを。

　ＡＺＯＴＨという名の造られた命ホムンクルスであったことを。

　人では、なかったことを……。




瑠璃：あ、あ……。

志津香：瑠璃、さん……？

ラハブ：様子が変ですね。ちょっと駆かけ寄より──。

ＧＭ：その前に、シャイターンがＥロイス・歪ゆがんだ囁ささやきを使用する！

一同：なに──!?

ＧＭ：瑠璃が自分の真実を知ったその瞬間に、シャイターンが床ゆかに炎ほのおを叩たたきつける。すると部屋全体がわずかに輝かがやきだし、清きよらかな音を発する。……それは聖せい杯はいが起動するときの声、カルディナの声にも似にた音だ。

志津香：これは、まずいですわ！

ＧＭ：まず歪んだ囁きの効こう果かで、瑠璃はシナリオロイスとして与あたえた「強羅瑠璃」のロイスの名前を「ＡＺＯＴＨ」に変えてもらおう。

瑠璃：ロイスの、名前が変わった!?

ＧＭ：本来の歪んだ囁きは感かん情じようを書かき換かえるだけなんだけど、今回は特とく殊しゆ処しよ理りということで。瑠璃の別の名であるＡＺＯＴＨに変わった、というイメージだ。

瑠璃：これはつまり……自分が、強羅瑠璃からＡＺＯＴＨになるということ？

ＧＭ：その通り。そして感情をポジティブ：忠ちゆう誠せい、ネガティブ：虚きよ無むに書かき換かえてくれ。

ラハブ：つまり人形になれ、ということですか……！

ＧＭ：正せい解かいだ！　遺い跡せきの発する音は瑠璃の体の自由……いや、心までをも奪うばって行く。強羅瑠璃という人じん格かくはすべて心の最さい奥おうに封ふう印いんされ、その意い志しとは裏うら腹はらにＡＺＯＴＨは聖せい杯はいを起動させる準じゆん備びに入る。




　遺跡の奏かなでる聖せい歌かに包まれ、瑠璃はその胸むねから聖せい杯はいを取り出し、天へと掲かかげる。

　まるでコントロールの効きかぬ肉体の向こうで、瑠璃は改めて理り解かいした。

　自分こそは聖杯に到いたるために造られたモノ。かの杯が求める〝純じゆん粋すいさ〟を持たされて生まれてきたもの。原げん罪ざい無き命。




瑠璃：純粋なるもの……。

ＧＭ：そう、だからこそ喜き怒ど哀あい楽らくをはじめとする感情を学ぶ必要があった。〝遺い産さん〟から吸きゆう収しゆうするという方法でね。

ハウント：私わたしが二巻かんの時に予想していたことは、ある意味正しかったのか。

ＧＭ：「瑠璃はもっと感情を表おもてに出した方がいい」というアレね。まさしくその通り。そして瑠璃が昔から持っている「自分は人間なのだろうか」という悩なやみも、無む意い識しきで自分がホムンクルスであることを認にん識しきしていたからだ。

瑠璃：う……っ！

ＧＭ：そんな「強羅瑠璃」の精せい神しんは、今ＡＺＯＴＨの奥おく深ふかくに封印されている状じよう態たいで、肉体をまったく動かせない。……外から見ると、瑠璃の目から光が失われたかと思うと、突とつ然ぜんに聖杯を起動させようとしている。

志津香：瑠璃さん！

ハウント：カルディナ・サレスの言うとおりになったか！

ラハブ：シャイターン、アナタは……！

ＧＭ：「私は使命を果たしたに過すぎません」

ラハブ：使命……？

ＧＭ：「主の御お言こと葉ばのままに、ね」そしてラハブは気がつくが、〝スナッチャー〟もまた驚きよう愕がくの表ひよう情じようでこの光景を見ている。

ハウント：なに？

ラハブ：つまりこれは〝スナッチャー〟の思おも惑わくではなく、それはつまりシャイターンの言う〝主〟とは〝スナッチャー〟では無い──？

ＧＭ：想そう像ぞうは後にしてもらおうか。〝スナッチャー〟は呆ぼう然ぜんとつぶやく。「馬ば鹿かな……。そんな馬鹿な……。父様は、父様はあたしの勝利を信じて、魔ま人じんのランプを……」だがそれにシャイターンは答える。「主の御言葉によりて、アナタに伝言を」




「『もう役目はない』とのことです」

　冷れい徹てつさも、温おん情じようもない。機械のような声でシャイターンは告げる。

　絶ぜつ望ぼうに耐たえかねて膝ひざから崩くずれる〝スナッチャー〟には目もくれず、ランプの魔人はラハブたちに身を折った。

「それでは、ワタシはこれで」




ＧＭ：そう言ってシャイターンは《瞬しゆん間かん退たい場じよう》で消え去る。〝スナッチャー〟は茫ぼう然ぜん自じ失しつだ。

志津香：……思うところはありますが、構かまっている暇ひまはありませんわね。

ハウント：ああ、その通りだ。

ラハブ：シャイターンが消えても、現げん象しようは止まりませんか？

ＧＭ：止まらないね。部屋全体が聖歌を奏で、瑠璃は自分の意志を失って、聖杯を暴ぼう走そうさせようとしている。このまま聖杯を使えば、何が起きるかまったくわからない。

志津香：暴走の果ての使用ですものね……。

瑠璃：なんとか、制せい御ぎよを……！

ＧＭ：もし今の状態で制御しようとするならば、〈意志〉判はん定ていが必要だ。難なん易い度どは[image: ]。

一同：ひゃ、ひゃくううううううううううううううううっ!?

ハウント：〈白兵〉ならばともかく、〈意志〉で[image: ]だと!?

瑠璃：ふ、振ふるしかない、のか……？

ＧＭ：というわけでこのシーンのルールを説明しよう。判定の難易度は[image: ]だ。だがＰＣの行動や今までのフラグによって、難易度を下げることができる。

志津香：なるほど！　どうにか判定可か能のうなところまで難易度を下げればよいのですわね！

ＧＭ：そういうこと。ただし取れる行動はひとり一判定まで。質しつ問もんはいくらでもしてＯＫだよ。状じよう況きようをよく見て行動を決めてね。

瑠璃：みんな、お願い……！

ハウント：任まかせておけ。──私はカルディナ・サレスから預あずかった拳けん銃じゆうを抜ぬく。間ま違ちがいなくこれが正解だろう。

ラハブ：そこは簡かん単たんですね。

ハウント：ああ。……頼たのむ、カルディナ隊長。瑠璃に今一度力を。




　拳銃を額ひたいに当て、念じてからハウントは銃じゆう口こうを瑠璃に向ける。




ＧＭ：さあ、正せい確かくに瑠璃の心しん臓ぞう──聖杯を射い抜ぬけるかどうかの勝負だ。〈射しや撃げき〉で判定をしてもらおう！　難易度は30！

ハウント：《コントロールソート》＋《コンセントレイト：ノイマン》。……行くぞ！　達成値ちは26だが、ここで最後の《妖よう精せいの手》を使用！　最終的に35だ！

志津香：やった！

ＧＭ：弾だん丸がんは的てき確かくに聖杯にヒットし、込こめられた〝声〟を解かい放ほうする。それは遺跡全体から発されている聖歌とぶつかり合い、不協和音を起こす。……難易度が15下がった。

瑠璃：これで85……！

志津香：わたくしとラハブさんでどうにかしないと、まだダメですわね。

ラハブ：ふむ。〝声〟と聖歌ですか……。

志津香：ラハブさん？

ラハブ：ＧＭ、質問なのですが聖歌とやらは、どのように発されていますか？

ＧＭ：いいところに目を付けたね。歌自体を奏でる装そう置ちはおそらくここより遥はるか地下にある。だがそれを伝えているのは、この部屋の壁かべだ。

ラハブ：つまり、壁を壊こわせば……。

ＧＭ：瑠璃を縛しばる歌を弱めることができるだろう。

志津香：おお！

ラハブ：ならばワタシがそれを担たん当とうしましょう！　こんな古びた城しろなど、一気に燃もやし尽つくしてさしあげます！

志津香：ちょっ、瑠璃さんやわたくしたちのこともお忘わすれ無なく！

ラハブ：そのくらいは忘れませんよ！　さあ、ルリ、今度はワタシがアナタを戻もどしましょう。その聖杯でワタシを救ってくれた時のように。




　ラハブはかすかに笑うと、その身を炎ほのおの魔人へと変じた。




ＧＭ：ではダメージを出してもらおうか。50点のダメージが必要だ。

ラハブ：50ですか……。

ハウント：任せておけ。《力の法ほう則そく》で支し援えんできる。

志津香：やる気になればわたくしも《暴ぼう食しよくの魔ま王おう》がありますわ。

ラハブ：おお、ならばマイナーで《オリジン：レジェンド》。メジャーは《災さい厄やくの炎》＋《コンセントレイト：サラマンダー》のみで！　……達成値は57！

ハウント：（計算して）その火力ならば《力の法則》だけでよさそうだな。使っておこう。

ラハブ：助かります。……ダメージ67点！

ＧＭ：魔人の咆ほう吼こうと共に放たれた炎の弾丸が、部屋の壁を打うち砕くだいてゆく。遺跡の奏でる聖歌は弱まり、瑠璃を縛る力もまた弱くなる。難易度がさらに15減って、現げん在ざい70。

ラハブ：役目は果たしましたね。……シヅカ、よろしくお願いします。

志津香：…………。

ラハブ：シヅカ？

志津香：…………正直、何も思いつきませんわ！

一同：ええっ!?

志津香：なので真っ正面から、かつ力押おしでまいります！　──瑠璃さんに駆かけ寄より、抱だきつきますわ！

一同：ええええええええええええっ！

志津香：抱きつき、聖杯を掲かかげるのを止めると共に、声をかけます！　ＡＺＯＴＨの中の瑠璃さんに聞こえるように！

ＧＭ：うおお、確たしかにすごい力押しだ（笑）。

瑠璃：でも、いつも志津香さんには物理的に押さえてもらっている気がする。

ラハブ：なるほど、確かにそのイメージがありますね。

志津香：組み付いて必死に叫さけびますわ！　……瑠璃さん！　瑠璃さん！　瑠璃さん！




「こんなことで、消えてどうするのですか！　わたくしたちはようやくチームとしてスタートできたばかり！　その矢先にあなたが消えるというのですか！」

　抵てい抗こうする瑠璃の両りよう腕うでを押さえ、光の無い瞳ひとみを真っ正面から見て、志津香は続ける。

「わたくしの知る……、わたくしが目標とするあなたは、そんな方ではありません！　──帰ってきてください！　あなたの居い場ば所しよへ！」



















ＧＭ：必死の叫びは果たして瑠璃へと届とどくか。……〈意志〉で難易度15だ。

志津香：絶ぜつ対たいに引ひき戻もどしますわ！　…………ほら、全部クリティカル！

一同：おおおおおおおおおおっ!!

志津香：回りに回って達成値40！　さあ、帰る場所はここです！

瑠璃：志津香さん……！

ＧＭ：これでまた難易度が15下がって55。

瑠璃：もう全員行動して、まだ55……。

ＧＭ：──とそこで、実はひとつフラグが立っているのでイベントが起きる。

瑠璃：え？

ＧＭ：カメラが当たるのは……〝スナッチャー〟だ。呆然と聖杯覚かく醒せいを見ていた彼かの女じよは、だがそれを止めようとするラハブ、ハウント、志津香の様子を見て、だんだんと顔に色が戻ってくる。

志津香：なにを──。

ＧＭ：そしてゆらりと立ち上がり、そのボロボロの体で瑠璃に向かって走り出す！




「使わせるものか……。聖杯を、お前に、使わせるものか！」

　言葉は攻こう撃げき的てき。だがかすれた声は、歪ゆがんだ顔は、伸のばした手は、まるで彼女が救いを求めているようにも見えた。

「お前が聖杯を使ってしまえば、あたしは──！」




ＧＭ：〝スナッチャー〟はそう言って瑠璃にその右みぎ腕うでを差さし込こみ──《原初の黒：融ゆう合ごう》を使用する。これにより瑠璃は《オリジン：レジェンド》を７レベルで使用できる。

ラハブ：なるほど！　〈意志〉判定にボーナスがつく！

志津香：７レベルなら＋14ですわね！

ＧＭ：そして──。




　それはＡＺＯＴＨとしての特とく性せいか。それとも神のいたずらか。

　差さし込こまれた右腕から、何かが流ながれ込こんでくる。

　渦うず巻まく瑠璃への憎ぞう悪おと嫉しつ妬と。そしてその奥おくに潜ひそむ悲ひ哀あい。

　そう、それは〝スナッチャー〟の真実──。




瑠璃：……！

ＧＭ：瑠璃が聖杯に到いたる生命として造つくられたように、〝スナッチャー〟もまた同じものによって造り出された生命だ。ただし……〝スナッチャー〟は失敗作。より正確に言うと、「失敗作の塊かたまり」だ。

瑠璃：塊……？

ＧＭ：瑠璃を造り出すまでに、何百、何千体ものホムンクルスが生み出されては廃はい棄きされていった。純粋なる存そん在ざいを造り出すのは並なみ大たい抵ていではないからね。〝スナッチャー〟はその廃棄された者たちが寄より集あつまり、塊となって発生した存在だ。

ラハブ：廃はい棄き物ぶつの集合体、ですか……。

ＧＭ：そう。もともと〝スナッチャー〟は肉体すら持っていない。あの半はん透とう明めいの牙きばの化け物が彼女の本ほん質しつであり、あの一体一体が廃棄されたホムンクルスそのものだ。

ハウント：その化け物たちが統とう合ごうしてできたのが〝スナッチャー〟というわけか。

ＧＭ：本来ならばそのまま消えゆくだけの存在だ。だが、〝スナッチャー〟の運命を変える事じ件けんが発生する──。




「ＡＺＯＴＨの肉体を奪うばうのだ。お前がＡＺＯＴＨになるがいい」

　ある日、父は〝スナッチャー〟にそう言ったのだ。

〝スナッチャー〟は驚おどろいた。身が震ふるえるとはこのことだろう。肉体は無いが、そう思った。

　自分の創そう造ぞう者しや……父様に見てもらえるなどとは露つゆほども考えなかった。

　ましてや、完成品ＡＺＯＴＨになれなどとは。

　……ずっと妬ねたましく思っていた。同じ造られた存在にもかかわらず、片や気にかけることもなく廃棄され、片や父様に最上と扱あつかわれる。

　だがそれは逆ぎやく転てんするのだ。自分がＡＺＯＴＨとなる時、すべては変わる。

「それがお前の使命だ。いいな」

〝スナッチャー〟は心から父様に忠ちゆう誠せいを誓ちかった。

　必ずや、自分があなたの役に立ちましょう、と──。




ＧＭ：〝スナッチャー〟の悲ひ劇げきは、ここで勘かん違ちがいをしてしまったところから始まる。父様は自分に聖杯起動の役目を託たくしたのだと思ってしまった。……そして〝スナッチャー〟は首しゆ尾び良くＡＺＯＴＨ、瑠璃の肉体を奪う。

ハウント：これが、０話の時点か。

志津香：でも、でも、その後〝スナッチャー〟は……。

ＧＭ：（うなずいて）彼女の次の役目は「瑠璃の肉体をあちこちの〝遺産〟を使って活かつ性せい化かさせ、そして本人に返せ」だった。つまり──。

ラハブ：やはりお前は捨すて駒ごまだった、と突つきつけられた。

ＧＭ：それが１話の前に起きた〝スナッチャー〟の事件だ。ここから──彼女は変わる。




　一度希望を見た分、絶望は遥はるかに大きかった。

　また肉体を失う。また父様に認識すらされない日々に戻もどる。──それだけは耐たえられない。

　しかし、父様を裏うら切ぎることはできない。

　ならばどうすればいい？　ならば、ならば、あの完成品を──。




　失敗作まで堕としてしまえば、いいだろう




ＧＭ：そうすれば父様は自分を使ってくれる。そうすれば自分がＡＺＯＴＨに成り代わってもいいはずだ。……それが〝スナッチャー〟の思惑だった。

一同：…………。

志津香：それで、執しつ拗ように瑠璃さんの心を折ろうとしていた……。

ハウント：なるほどな。１話と２話で〝スナッチャー〟がまるで違ちがうキャラクターに見えたのもそれが原げん因いんか。瑠璃への目線がまったく異ことなっていた。

ラハブ：実に、実に哀あわれだ。聖杯に到る条じよう件けんは純粋であること。ルリが純じゆん粋すい性せいを失い、ジャームになったとしても、〝スナッチャー〟が選ばれることはないだろうに。

ＧＭ：だが彼女にはそんなことは考えられなかった。愚おろかだったのか、考えたくなかったのか。それはわからないけれど。

瑠璃：…………スエミを思い出したよ。




　国のためにとその命を散らした、同じ造られた命を思い、瑠璃はつぶやく。




瑠璃：その〝スナッチャー〟が、自分を助けてくれる……。

ラハブ：ここで聖杯を起動されれば、本当に彼女は存そん在ざい意い義ぎを失うのでしょう。

ハウント：先ほど、父様とやらに切きり捨すてられてしまったようだからな。

志津香：本当に、哀れですわね……。

瑠璃：…………ＧＭ、みんなの行動で少しでも自分は動けるようになっただろうか。

ＧＭ：うん？　まだ肉体が動くレベルじゃないね。でもＡＺＯＴＨの奥深くからは、だいぶ表に上がってきた感じだ。

瑠璃：わかった。なら──ＡＺＯＴＨを呼よび出だす。




　目を閉とじ、静かな声で瑠璃は言う。

「出てこい、ＡＺＯＴＨ。お前が純粋に到るのに、もっとも邪じや魔まな存在はここにいるぞ」

　反はん応のうは即そく座ざにあった。目の前にあらわれたのは自分と同じ顔。同じ仕草。肉体を奪うばわれただけの〝スナッチャー〟とは違う。本当の、もうひとりの自分。




ＧＭ：あらわれたＡＺＯＴＨは微び笑しようをたたえて瑠璃を見る。その姿すがたは聖せいなるものを思わせる。

瑠璃：（静かに）自分は──いや、あたしはお前を否ひ定ていする。

ＧＭ：「なぜ？」

瑠璃：あたしが、あたしでいるためにだ。

ＧＭ：「でも、あたしは今この時のために造られた。それが使命。それが役やく割わり」

瑠璃：…………。

ＧＭ：「造られたものだから、使命がすべて。人としての生に意味なんて無い。すべてはこの時のために生きてきたのだから」

瑠璃：……違う。




　瑠璃は首を振る。

　肉体は動かせなくとも、感じられる。

　ラハブの炎を、ハウントの眼まな差ざしを、志津香のぬくもりを、カルディナの〝声〟を。

　そして、〝スナッチャー〟の痛いたみを。




瑠璃：造られたものであったとしても、あたしはあたし。歩んできた過か去こを、積み上がった現在を、消し去ることはできない。




　首元にマフラー、背せ中なかにコート。

　両親の愛と、ナイトフォールの遺い志し、その証あかしを握にぎりしめる。




瑠璃：痛みも愛も、あたしのものだ。それをすべて否定されてたまるものか！

ＧＭ：「でも造られた──」

瑠璃：ああ、あたしは造られたものだ！　でも──それがどうした！

ＧＭ：「……！」

瑠璃：あたしはあたし。ＡＺＯＴＨとして造られ、強羅家に拾われ、カルディナ隊長たちに導みちびかれ、仲間と共に戦う。あたしは──。




「あたしは強羅瑠璃。ナイトフォールの、強羅瑠璃だ！」




瑠璃：ここでＡＺＯＴＨのロイスをタイタスにする！　そして新たに「強羅瑠璃」へのロイスを取得する！

ハウント：改めて自分を肯こう定ていしたか！

ＧＭ：……最後のフラグを、しかも両方立てたか。

志津香：お？

ＧＭ：瑠璃の覚かく悟ごがＡＺＯＴＨを揺ゆらがせる。……難易度が15落ちて、40になる。

一同：おおおおおおおおおおおおお。

ＧＭ：新たに自分に取るか、ＡＺＯＴＨのタイタス化、どっちかで良かったんだけどね。

瑠璃：でも、ここは両方やっておきたかった。

ラハブ：でしょうね、アナタは。

ＧＭ：ちなみに〝スナッチャー〟の行動は、「〝スナッチャー〟へのロイスを取っており、なおかつタイタスになっていない」場合のみ起きることになってた。

志津香：なるほど……。

ＧＭ：さあ、では判定をしてもらおう！

瑠璃：〝スナッチャー〟からもらった《オリジン：レジェンド》を使う！　この力、借り受けるぞ〝スナッチャー〟！

ラハブ：これで達成値＋14！

瑠璃：２レベルの技ぎ能のうがあるから、固こ定てい値ち16。ダイスは６個こ。

ハウント：安心しろ、《勝利の女神》は残してある。達成値＋18なので、固定値は34だ。

志津香：６が出れば成功ですわね。

瑠璃：ありがとう少しよう佐さ。よし、判定する！　…………ダイス目９！　達成値43！

一同：よおおおおおおおおおおおおおおおおおおおし！

瑠璃：消えろ、ＡＺＯＴＨ！　あたしの道は、あたしが決める！




　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、ＡＺＯＴＨの幻げん影えいが消える。

　同時に──聖杯から光があふれ出した。




ＧＭ：全員が光に吞のみ込こまれ──その中で、瑠璃と、そして〝スナッチャー〟の真実を見る。

ラハブ：おお、これは……。

ハウント：先ほど瑠璃が見た物を、すべて共有できるということかな？

ＧＭ：そう考えてもらってＯＫだ。なぜこんな現象が起きたのかはわからないけれど。……そして気がつけば、聖杯の暴走は収おさまっている。瑠璃も自分の肉体を動かせるよ。

瑠璃：力を使い果たしてると思うから、ぐらりと倒たおれる……。

志津香：それは受け止めますわ。

瑠璃：ああ、ありがとう志津香さん。

志津香：戻もどりましたのね。おかえりなさい、瑠璃さん。

ラハブ：やれやれ、一段だん落らくですねぇ。…………さて、〝スナッチャー〟。

ＧＭ：〝スナッチャー〟は精せいも根も尽つき果はてたようで、膝をつきながらラハブを見上げる。

ラハブ：結果的にアナタが手を貸かしたことになったようですが。

ハウント：だからと言って放ってはおけん。……銃口を向ける。

ラハブ：同じく炎を生みましょう。

瑠璃：──待ってラハブ、少佐。




　ふたりを制せい止しし、瑠璃は片かた膝ひざをついて目線を合わせる。




瑠璃：〝スナッチャー〟。お前がどういう想いでここに来たか、理解した。

ＧＭ：「よけいな、ものを、見せた……」とかすれ声で言う〝スナッチャー〟。

瑠璃：お前は自分に成り代わりたかった。聖杯の起動者になりたかった。

ＧＭ：「…………」かすかにうなずく。

瑠璃：──ありがとう。

ＧＭ：「っ!?」

瑠璃：お前のおかげで助かった。そのつもりじゃなかったかもしれないが、それでも言わせて欲ほしい。……ありがとう。

ＧＭ：〝スナッチャー〟は目を見開いて、そして何も返せない。

ラハブ：ちょっと口を挟はさみましょう。……ルリ、一いち応おう言っておきます。この〝スナッチャー〟は悪あしき思念の塊かたまり。ワタシの故こ郷きようである地獄ジヤハンナムにて焼かれるべき存在です。まさかここで逃にがすというわけでは無いでしょうね。

瑠璃：そのつもりだ。

ラハブ：ルリ！

ハウント：私からも言わせてもらおう。──〝スナッチャー〟は敵てきだ。いずれ倒たおさねばならない敵だ。敵を見み逃のがせば、後の災わざわいとなるだけだぞ。

瑠璃：ラハブ、少佐。あたしと〝スナッチャー〟は、ボタンが掛かけ違ちがっただけだ。ただそれだけだよ。

ラハブ：そうは言いますが……。

ハウント：見逃せるものではないぞ。

ＧＭ：「な、ぜ……」

瑠璃：ん？

ＧＭ：「なぜ、あたしを、見逃す……？」

瑠璃：なぜ……、か。

ＧＭ：「同どう情じようか？　それともさげすみか……？」

志津香：それはわたくしも聞きたいですわ。なぜですの？

瑠璃：……なぜだろうね。

ＧＭ：「なに……？」

瑠璃：正直、あたしにもわからない。同族だから？　それもあると思う。でも、本当のところはよくわからない。でも、もやもやとしたところで「殺すべきじゃない」って思う。何でなんだろう。かわいそうなのか？　でも、それだけじゃない気がする……。

ＧＭ：…………あのー、もしかして、プレイヤーのレベルでわかっていない？

瑠璃：（うなずく）

ＧＭ：なんと！　それは──面白い。

瑠璃：みんな、ここはあたしに免めんじて見逃してくれないだろうか。

一同：…………。

ラハブ：（ため息をついて）本当に、そんなもやもやとした曖あい昧まいな、まったく非ひ合ごう理りな理由で見逃すと？

瑠璃：──うん。

ラハブ：……わかりました。ではワタシは反対しません。

瑠璃：えっ？

ラハブ：ワタシが人に見ている尊とうといものの正体は、おそらくソレです。ならばワタシはルリ、アナタに従したがいます。

瑠璃：ラハブ……。

ハウント：何が起きても自分で責せき任にんは取れるな？

瑠璃：もちろん。

ハウント：（ため息をついて）拳けん銃じゆうを下げよう。キミに覚かく悟ごがあるならば、それ以上は何も言わんさ。

瑠璃：ありがとう、少佐。

志津香：わたくしも下がりますわ。〝スナッチャー〟に共感するところが無いわけではないので。……この方はわたくしと同じ、瑠璃さんがうらやましいのですもの。
















ＧＭ：「…………」〝スナッチャー〟は瑠璃を見て、そして言う。「礼など、言うものか」

瑠璃：それでいい。……行け。




　瑠璃を睨にらみ付つけたまま、〝スナッチャー〟は姿すがたを消した。

　その姿は弱々しく、頼たよりなく見えた──。




瑠璃：よし、あたしたちも引き上げよう。資料は可能な限かぎり回かい収しゆう。志津香さん、ＵＧＮイギリス支し部ぶに連れん絡らくを。

志津香：了りよう解かいですわ。資料は《ポケットディメンジョン》で回収しておきます。

ハウント：瑠璃の出自はこれで判はん明めいした。後はここの資料で聖杯暴走に関する手がかりがつかめればよいのだが。

瑠璃：（うなずいて）それはここの資料を解かい析せきしてからだ。まずは研けん究きゆう班はんに任まかせよう。あたしたちは一いつ旦たんここまでだ。

ラハブ：世界中回って成果があったのやら無かったのやら。……では、戻りますか？

瑠璃：ああ。ミッションは一旦中ちゆう断だん。……まずは帰ろう。我われ々われの家へ。





《コントロールソート》　武器の特性や構造を完全に把握し、知性でその武器を操るノイマンのエフェクト。

《融合》　肉体の一部を相手と融合させ、自分の力を分け与えるエグザイルのエフェクト。









◆Middle12◆簒さん奪だつ者しやの結末

Master Scene




　ふらついた足取りで、〝スナッチャー〟は部屋へとたどり着く。

　欧おう州しゆうの一角に騎き士し団だんが用意した豪ごう奢しやな部屋は、緊きん急きゆう避ひ難なんのために造られたセーフハウスのひとつ。

　だが、ここに待機しているはずのエージェントはおらず。

「──遅おそかったね」

　出で迎むかえたのは、茶をたしなむ優ゆう雅がな男がひとり。

　レオンハルト・キャラハン。金きん獅じ子し騎士団の当主。




ＧＭ：というわけでマスターシーンだ。〝スナッチャー〟が逃にげていった後のシーン。

瑠璃：…………。

ＧＭ：彼女はボロボロのまま、金獅子騎士団のセーフハウス、そのひとつに現れる。そしてそこで出迎えるのはレオンハルト。

ハウント：さて、どうなる。




「レオンハルト……」

「座すわりたまえ。貴き公こうの傷きずを癒いやすことはできないが、茶を振ふる舞まおう」

「……なぜだ」

　レオンハルトの言葉を聞かず、〝スナッチャー〟は一方的に問う。

「なぜお前がココにいる」

「一通りの説明と、そして伝言を届とどけるために」

「説明……？」

　いぶかしむ〝スナッチャー〟を前に、レオンハルトは紅こう茶ちやで口を湿しめらせ、そして続ける。

「なぜこのタイミングで聖せい杯はい起き動どうをさせたのか知りたいのでは？」

「──っ！」

〝スナッチャー〟の顔色が変わる。レオンハルトはひとつうなずくと、答えを開かい示じした。

「『異い物ぶつが混こん入にゆうしたから、試しておきたかった』と。貴公の父上曰いわくね」




志津香：…………どういう意味です？

ＧＭ：前回のセッションで、旧きゆうナイトフォールメンバーが聖杯の中に入ったでしょ。異物混入っていうのはそれのこと。

ハウント：そうか！　彼らが入ることで、瑠璃が聖杯の呪のろいから脱だつした。それを不安に思って、試したというわけか！

ラハブ：ははあ、ようやく理解できました。何かを巻まきこんだエンジンを、一度運転してみて様子を見るようなものだったのですね。

瑠璃：じゃあ、あの暴ぼう走そうは──。

ＧＭ：〝スナッチャー〟はこう続けるよ。




「ならば、あの暴走は意味のないものだったのか？」

「さて。私はそこまでは知らない。けれど、あの暴走は放置するつもりだったのではないかな。彼は私にこう言ったよ。──『すべて些さ事じだ』と」

「些事……？」

「そう。『聖杯起動が可能だとわかれば、後は些事だ。その起動が失敗しようと、成功しようとどうでもいい』と。……貴公のことは言葉に出しもしなかった」

「────」

　予想していたのか、過か度どに動どう揺ようすることは無いものの、〝スナッチャー〟は言葉を返せない。そんな彼女に、レオンハルトはティーカップを置いて言った。

「本来ならば、もう貴公と会う必要はなかった。だが貴公とはこの数年、互たがいに協力関係にあった間あいだ柄がらだ。最後に挨あい拶さつくらいしておきたかったのでね。こうしてまかり越こした次第だ」

「…………」

「さらばだ、名も無き君よ。気がついているだろうが、もう貴公は長くは生きられまい。少ない命を有ゆう意い義ぎに使いたまえ」

　一方的にそう言うと、レオンハルトの背はい後ごに石いし造づくりの門がにじみ出る。

　長い金きん髪ぱつを揺ゆらし、門の中へと消えてゆくレオンハルト。

　残された〝スナッチャー〟は自分の手を見る。傷きずだらけの汚よごれた手は、ゆらりとゆらぎ、瞬しゆん間かんだけ寄より集あつまった牙の化け物に見えた。

「あたしは……」

　簒奪者と呼よばれた少女のつぶやきが、無人の部屋に消えていった。







◆Middle13◆その思いを受け止めるために

Scene Player ─── 志津香




　聖せい杯はい城じようの戦いから、一週間が過すぎた。

　回収した資し料りようを解析するため、ナイトフォールには正式に任にん務む中断の命令。隊員は強きよう制せい的てきに休きゆう暇かを言いい渡わたされた。

　学校に、買い物に、さらなる調ちよう査さにとめいめいに時間を使う中、志津香は自じ宅たくで体力・気力の回かい復ふくにいそしんでいた。

　そんな夜のこと──。




ＧＭ：ではクライマックス前のシーンだ。シーンプレイヤーは志津香。

志津香：わたくしですの？

ＧＭ：うん、シチュエーションから説明するね。まず聖杯城から引き上げてきてから一週間ほど経たったところだ。持ち帰った資料を解析するために、ナイトフォールには正式に任務中断の命令が下されている。

瑠璃：了解。

ＧＭ：解析にはある程てい度どの時間がかかると言われている。だから今は休暇中だ。

志津香：なるほど。では自宅で傷の回復に専せん念ねんしますわ。今回はヘビーな戦いでしたし。

ＧＭ：了解。ちなみにＨＰは全員全ぜん快かいしてＯＫだよ。傷は癒すだろうしね。

一同：よかったー。

ラハブ：ちなみに上にはすべて報ほう告こくするのですか？　ルリがホムンクルスであることも？

瑠璃：隠かくす意味は無いよ。すべて話す。

ハウント：ＵＧＮはレネゲイドビーイングなどもある程てい度ど受け入れている組そ織しきだ。テレーズも悪いようにはすまい。

ＧＭ：驚おどろきはするけどね。テレーズは「わかった。でもあなたの立場は変わらないわ」という答えだった。

瑠璃：ありがたい。

ＧＭ：で、自由行動になって一週間後の夜。……志津香はどこにいるかな。

志津香：そうですわね。普ふ通つうに自宅にいるかと。回復もしたならば、明日は学校に行こうかなどと考えていると思いますわ。

ＧＭ：ＯＫ。ではテラスで月を見ながらそんなことを考えているところからスタートだ。ふと気配を感じ、視し線せんを下に向けると──そこには〝スナッチャー〟の姿すがた。

志津香：む。

瑠璃：来たのか。……でもなぜ志津香さんのところに？

志津香：わかりませんわね。とりあえず対たい応おういたしましょう。ハンマーのケースだけ持って、テラスから飛とび降おりますわ。重力制御でスカートも安心。

ＧＭ：そんなところかよ（笑）。

志津香：こだわりなのですわ（笑）。というわけで羽のように着地して、〝スナッチャー〟に言いますわ。あくまでも警けい戒かいは解とかずに。……珍ちん客きやくですわね。

ＧＭ：「聞きたいことがある」と〝スナッチャー〟は言う。その言葉に勢いきおいはない。それに服ふく装そうも少し変わっている。

志津香：おや？

ＧＭ：今までは瑠璃と同じぴったりとしたバトルスーツを着ていた。でも今はボロボロのマントで全身を包んでいる。マントって言うよりはぼろ布ぬのを巻まき付つけたくらいの感じだけれど。それに……一週間経っているのに、傷が治っている様子もない。

志津香：それは……少し眉まゆを寄よせますが、それ以上は何も言いませんわ。あくまでも平静に返します。……聞きたいこと、ですの？　意外でした。わたくしを訪たずねてくるなんて。

ＧＭ：「お前が言ったからだ。自分とあたしが似にていると」

志津香：そう言えばそうでしたわね。

ＧＭ：「聞きたいことは、聖杯城でのことだ」

志津香：ふむ？

ＧＭ：「あの時、なぜ強羅瑠璃はあたしを見み逃のがした。お前には、それがわかるか？」

志津香：それですか。……そうですわね。憶おく測そくでよければお話しできますわよ。

ＧＭ：「頼たのむ」

ハウント：フッ、あの〝スナッチャー〟が「頼む」と来たか。

ラハブ：毒どく気けが抜ぬけたようですね。よいのか、悪いのか……。

瑠璃：…………。

志津香：ではわたくしの考えをお話ししますわ。……おわかりかと思いますが、本来ならば瑠璃さんがあなたを見逃す理由はありません。

ＧＭ：「そうだ、無いはずだ」

志津香：ええ。あなたは瑠璃さんに執しつ拗ような攻こう撃げきを仕し掛かけ、彼女の大切なものをことごとく踏ふみにじった。隣となりで見ていたわたくしですら、あなたへの憎ぞう悪おを抱いだくほどでしたわ。そんな輩やからを見逃すなど、誰だれが考えるでしょう。

ＧＭ：「…………」

志津香：ですが、もう瑠璃さんはあなたをどうにかしようという気は無いでしょう。……まあ、わたくしもあなたの姿を見たら、とどめを刺さす気持ちは失せましたが。

ＧＭ：「なぜだ？」

志津香：今のあなたは弱々しすぎます。

ＧＭ：「それはつまり──あたしが弱体化したから、興きよう味みを無くしたということか？」

志津香：今のはわたくしの話ですわ。瑠璃さんは、おそらくこう感じたのでしょう。──あなたが、かわいそうだと。

ＧＭ：「かわいそう、だと……！」




〝スナッチャー〟の顔色が変わる。




ＧＭ：「どうしてそんなことが思える！　どうして同情などできる！　このあたしに！　ヤツを傷きずつけた張ちよう本ほん人にんに！」

志津香：それが、瑠璃さんなのですわ。

ＧＭ：「なに──？」

志津香：人一倍傷つき、迷まよい、不器用に考えてきたあの方だからこそ、傷ついた人に手をさしのべられるのです。

ＧＭ：「…………」

志津香：わたくしにはできないことです。自らの仇かたきを見逃すなど。

ＧＭ：「だから、できたのか。あんな言葉を言えたのか……」

志津香：ん？

ＧＭ：「ヤツは言ったんだ。あたしに、『ありがとう』と。くそっ、なぜだ。なぜあたしは、あの言葉が忘わすれられないんだ……！」




　その言葉は独どく白はくのようだった。

　飛び出した告こつ解かいに、志津香はため息を漏もらす。




志津香：そういうことでしたか。……ふふっ、本当にあなたとわたくしはよく似ている。

ＧＭ：「どういう意味だ？」

志津香：あなたがなぜ悩なやんでいるか。教えて差し上げましょうか？

ＧＭ：「わかるのか……。教えてくれ！」

志津香：あなたはうれしかったのでしょう。瑠璃さんに、認められて。

ＧＭ：「──！」〝スナッチャー〟は目を見開く。

志津香：あなたは〝父様〟とやらに認められたくて瑠璃さんの肉体を奪うばった。あなたは父様に振ふり向むいて欲ほしくて瑠璃さんの心を折ろうとした。あなたと父様の間には、必ず瑠璃さんがいた。

ハウント：〝スナッチャー〟にとってのつながりは、父親だけではなく、瑠璃にもあったということだな。

志津香：瑠璃さんに認みとめられるということは、あなたにとって父親に認められるのと同じ。つまり──。




「あなたは誰だれかに認められたかった。そうでしょう」

　志津香の問いに、〝スナッチャー〟は目を見開き沈ちん黙もくしたまま動かない。




志津香：そのあたりも、わたくしとよく似ているのですが。

ＧＭ：「そう、なのか……？」

志津香：あー、その、…………ここだけの話ですわよ？

ＧＭ：「？」

志津香：わたくしの今の目もく標ひようは、る、瑠璃さんに呼よび捨すてにされることですの。

ＧＭ：「え？」

志津香：…………。

ＧＭ：「…………」

志津香：ちょっ、他に反応はありませんの!?　何か言ってくださらないと、恥はずかしいだけですわ！

ＧＭ：「いや、そう言われても……」

ラハブ：（ほっこりした顔で）シヅカですねぇ。

瑠璃：（同じ顔で）志津香さんだねえ。

志津香：そこ！　外野はよけいなこと言わないでくださいまし！　わたくしは純じゆん粋すいに瑠璃さんに認められたいと思っているだけなのですわ！

ＧＭ：「そうなのか？」

志津香：そうなのです！　それだけです！

ハウント：さっきまでいい調子で喋しやべっていたのに、どうしてこうなるのだろうか（笑）。

ＧＭ：「しかし、そうか……」〝スナッチャー〟はさっきまでの切せつ羽ぱ詰つまった感じが抜ぬけて、かみしめるようにつぶやく。「そうかあたしは──」




「ここにいることを、認められたかったのか──」

　取とり憑ついたものが落ちたように、晴れやかな顔で〝スナッチャー〟はつぶやく。



















志津香：理解、できまして？

ＧＭ：「ああ、ようやく。……ようやくだ」〝スナッチャー〟は拳こぶしを握にぎって言う。「加賀美志津香。強羅瑠璃と、そしてお前たちナイトフォールに伝えて欲しい」

志津香：言付かりますわ。

ＧＭ：「最初の地、〝ソロモンの壺つぼ〟で待っている。……最さい期ごにお前たちと戦いたい」

志津香：えっ!?

ＧＭ：「あたしの生は、お前たちとの争いにあった。最期に、今の気持ちでもう一度、お前たちと戦いたい。……来なければそれでもいい」

志津香：違ちがいますわ！　最期というのはどういうことですの!?

ＧＭ：「あたしは父様から切きり離はなされた。この身が癒いえることはもはや無い」そう言って、〝スナッチャー〟はマントを翻ひるがえす。その下は──。




　志津香は息を吞のんだ。

〝スナッチャー〟は、もはや肉体を維い持じできていない。体は牙きばの化け物が寄り集まっているに過すぎず、あちこちに穴あなが空いていた。右腕はつながってもおらず、ただ浮ういているだけ。




ＧＭ：「だから〝最期〟だ。来なければ──」

志津香：来なければ？

ＧＭ：「そのまま消しよう滅めつする。強羅瑠璃の頭部はそのまま戻るだろう」

志津香：──！

ＧＭ：「伝えておいてくれ。……待っている」と、それだけを言い残して〝スナッチャー〟は去って行く。

志津香：…………何も言えずにそれを見送ってから、全員に連れん絡らくを取りますわ。

ＧＭ：了解。ではシーンそのままで場所を変えようか。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：場所はセーフハウスがいいかな。志津香の呼よびかけに応おうじて全員が集まってきた、というところだ。深夜遅おそいから、イザベラがそれぞれに飲み物をいれたりするよ。

ラハブ：ああイザベラ、ありがとう。

ＧＭ：「いえ、私の役目はこの程度ですから」

ハウント：さて志津香くん。〝スナッチャー〟について話があるとのことだが？

瑠璃：彼女に会ったとか。

志津香：ええ、先ほどのことなのですが──。




〝スナッチャー〟とのやりとりを、きちんと整理して全員に伝える志津香。

　話し終えた時、場は重い空気に満たされていた。




瑠璃：〝ソロモンの壺〟で待つ、か──。

ラハブ：そして彼女の命はほぼ尽つきている、と。ふむ、予想通りと言えば予想通りですねぇ。

志津香：あくまでわたくしの見たてですが、おそらく〝スナッチャー〟は保もって数日というところでしょう。

ラハブ：そのまま消滅すれば、ルリの頭部は戻ってくると？

志津香：そう言っておりました。噓うそをついているような雰ふん囲い気きはありませんでしたわ。

ラハブ：ふうむ、こちらとしては行くうまみはほぼありませんねぇ。

ＧＭ：補ほ足そく説明をしておくね。今日のシナリオは、クライマックスに行く必要は無いから。

志津香：ええっ!?

ＧＭ：ここで行かない選せん択たく肢しを取った場合、クライマックスは無し。即そく座ざにバックトラックに移い行こうして、エンディングフェイズに向かうよ。

ラハブ：おお、本当に行っても行かなくてもいいのですね。

ＧＭ：そういうこと。だからミドルフェイズの戦せん闘とうで、「本気を出すことを推すい奨しよう」したのさ。

ハウント：念の入ったことだな。さて、どうする？

瑠璃：──行くよ。

志津香：そ、即そく断だんですの!?

瑠璃：うん。受けて立つ。

ハウント：そんなにシンプルでいいのかね？　正直に言えば、我われ々われはボロボロだ。……志津香くんの侵しん蝕しよく率りつは[image: ]％を超こえ、ラハブに到いたっては[image: ]％を超えている。

ラハブ：次のシーンの登場次第では[image: ]％を超こえますねぇ。

ハウント：切きり札ふだとなるエフェクトもあらかた使ってしまった。戦う力は半はん減げん以下だ。それでも行くのか？

瑠璃：行く。でもこれはナイトフォールのミッションじゃない。みんなに強きよう制せいはしない。あたしだけでも行くよ。

ラハブ：……なんだかずいぶんと落ち着いてますねぇ。

瑠璃：そうかな？

ラハブ：ええ、堂々としているというか。それに一いち人にん称しようも変わりましたね。

瑠璃：あれ、そういえば。

志津香：何か心しん境きようの変化でもありましたの？

瑠璃：あったというか、無かったというか。……納なつ得とくしたからかな。

ラハブ：納得？

瑠璃：自分が造られた命だったことに。

ハウント：ほう？

瑠璃：ホムンクルスだという事実を突つきつけられて、実はあたしはショックを受けなかった。逆ぎやくに、コトンとすべてがはまった感じがした。

志津香：でも、足下が崩くずれる感じはしなかったのですの？　納得してしまったら、逆に向こう側に行ってしまいそうな……。

瑠璃：それでもいいんだ、って感じたんだよ。造られた命でも、あたしはみんなに認められている。血の繫つながらない両親は、それでもあたしを育ててくれた。暴走したあたしに、カルディナ隊長はやりなおせると教えてくれた。




　いくらでも間ま違ちがってきた。心も折れた。

　そのたびに導みちびいてくれた人がいた。




瑠璃：旧きゆうナイトフォールのみんなもそう。ラハブたちもそう。この間会ったＵＧＮのみんなもそう。──造られた命だとか、人間だからとかじゃない。あたしがあたしであれば、みんなが支ささえてくれる。

ハウント：キミの変化は素す直なおに歓かん迎げいできる。だがそれと〝スナッチャー〟の申し出を受けるのと、どう繫つながるのだ？

瑠璃：変われると思うんです。……あたしがこうなれたように、彼女だって。




　瑠璃は胸を叩たたく。起き源げんを同じくする自分だからこそ信じられる。




瑠璃：だから、受け止めてきます。

ラハブ：無む論ろんのこと、ワタシも共に行きましょう。

瑠璃：ラハブ!?　でも侵蝕率が──。

ラハブ：いかに高くとも、今のアナタを見み届とどけないという選せん択たく肢しはワタシには無いのですよ。……一度も「行きたくない」などと、言ってはいないでしょう？

瑠璃：あ──。

志津香：ではわたくしも参りましょう。正直に言えば、今の〝スナッチャー〟のことが気になりますの。

瑠璃：志津香さんに似ているから？

志津香：それもありますが、どちらかといえば…………言葉を交わしたからですわ。

ラハブ：情が移うつりましたか？

志津香：そ、そういうのではありませんわ！

ハウント：──やれやれ、それでは私が行かないわけにはいかないな。

瑠璃：少佐。

ハウント：私にとって〝スナッチャー〟はどうでもいい。だがキミには戻ってきてもらわねばならん。それに、キミたちだけではどんな無茶をするかわからないからな。

瑠璃：（クスッと笑って）まだ、お世話になります。

ハウント：ああ。

瑠璃：よし、では──。




　瑠璃は全員の顔を見回す。

　志津香はきまじめにうなずき、ハウントは目を伏ふせ、ラハブは微び笑しようする。




瑠璃：ナイトフォールの名において。この決けつ闘とう、受けて立つ！

一同：おう！




　かくて、ナイトフォールは決戦の場へ──。










　　　ＣＬＩＭＡＸ ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆ただ、己おのれのために

Master Scene




　月光を青く照り返す冷たい砂さ漠ばくに、〝スナッチャー〟はひとり座すわっていた。

　二年前、謎なぞの消しよう滅めつを遂とげた遺い跡せき〝ソロモンの壺つぼ〟。その跡あと地ち。

　砂すなの大地に突とつ如じよあらわれた大おお穴あなの前で彼かの女じよは待つ。

　夜の名を冠かんする、彼かれら四人を──。




ＧＭ：ではクライマックスだ。全員登場だが、このシーンはマスターシーン。

志し津づ香か：クライマックスがマスターシーンなんて、聞いたことありませんわ（笑）。

ハウント：しかし納なつ得とくはできる。まさしく「通らなくてもいいシーン」なわけだな。

ＧＭ：そういうこと。では侵しん蝕しよく率りつを上げてもらおう！

ラハブ：く、くくくく、くくくくくく！

瑠る璃り：ラ、ラハブ？

ラハブ：圧あつ倒とう的てき侵蝕率！　[image: ]％からスタートです！　うおおおおおお、[image: ]超こえなくてよかったあああああああああああ！

志津香：そ、そこなんだ（笑）。しかし高いですわね。こちらもかなりエフェクト使ってますが、[image: ]％ですわよ。

ラハブ：今日はダイスの目が良すぎて、10が四回も出てるのです。

ハウント：それは厳きびしいな……。

ＧＭ：[image: ]％スタート想定だったんだけどなあ。……ともあれナイトフォールは〝ソロモンの壺〟跡地へとやってくる。

ラハブ：懐なつかしいですねぇ。

ＧＭ：〝ソロモンの壺〟は消滅して、今は大穴が空いている。その穴の縁ふち、かつての遺跡の残ざん骸がいに〝スナッチャー〟はひとり座っているね。

ハウント：……弱々しいな。

瑠璃：では進み出て、言う。──来たぞ、〝スナッチャー〟。

ＧＭ：〝スナッチャー〟は座ったまま返す。「ああ、来てくれたか」その顔には、かすかな笑みが。

ラハブ：シヅカから聞いていましたが、本当に変わりましたねぇ。同一人物とは思えません。

ＧＭ：「自分でも驚おどろいている。たったひとつ己のことを知っただけで、あの焦しよう燥そう感かんが無くなるなんて」




〝スナッチャー〟は笑う。遠いたき火を見つめるように、かすかに自じ嘲ちようを込こめて。

　一拍ぱくの呼こ吸きゆうを置いて、彼女は瑠璃に向き直った。




ＧＭ：「強ごう羅ら瑠璃、あたしの申し出を受けてくれたことに感かん謝しやする」

瑠璃：〝スナッチャー〟、お前は……。

ＧＭ：「なんだ？」

瑠璃：……いや、今はいい。最期まで戦うことがお前の望みか、〝スナッチャー〟。

ＧＭ：「ああ。あたしが存そん在ざいした証しよう明めいのために」〝スナッチャー〟は拳こぶしを強く強く握にぎる。「最期にお前たちに勝ちたい。それがあたしの望みだ」

ラハブ：ほう！　ただ戦うのではなく、勝つつもりですか！

ＧＭ：「負けるつもりなら、呼よび出だしたりなどしない」

ラハブ：これはこれは！　記念として向かってくるのかと思っていたことを謝しや罪ざいしましょう。そう、闘とう争そうにはその気き概がいが必要です。

志津香：無む論ろん、我われ々われも勝ちを譲ゆずるつもりはありませんわよ。

ＧＭ：「手て加か減げんなどしてもらっては、あたしの立たつ瀬せはない」

ハウント：だろうな。

瑠璃：全力で戦うさ。それが受けて立つってことだ。

ＧＭ：「感謝をしよう。──では、戦う前にコレは返そう」そう言って、〝スナッチャー〟は自分の顔を撫なでる。と、彼女の手に光が灯ともり、その光が瑠璃へと吸すいこまれてゆく。

瑠璃：これは……？

ＧＭ：〝スナッチャー〟が瑠璃に頭部を返したんだ。彼女の顔は、その命の短さを表しているかのようにひび割われている。

瑠璃：…………。

ＧＭ：そして〝スナッチャー〟は言う。「さあ、はじめようか」

瑠璃：ああ、拳を交えよう！　〝スナッチャー〟！




　肌はだが震ふるえる。幾いく度ども目にしてきた、幾度も負けを重ねてきた瑠璃の戦気。

　言葉通りの全力だ。その素す直なおな反はん応のうに、〝スナッチャー〟は我われ知しらず笑みを深くする。

「今度こそ、お前に勝つ！　強羅瑠璃！」




ＧＭ：では戦せん闘とうだ！　敵てきは〝スナッチャー〟一体！




▼第１ラウンド

[image: ]

ＧＭ：よし、ではセットアップからだ。〝スナッチャー〟の行こう動どう値ちは12のままだよ。

ラハブ：そちらからですね。またあの暴ぼう走そうするエフェクトを使用しますか？

ＧＭ：いいや。〝スナッチャー〟の使うエフェクトはコレだ。……《原初の白：フルパワーアタック》。

一同：!?

志津香：ま、前と違ちがう!?

ハウント：それよりも──瑠璃と同じエフェクトだと？

ＧＭ：構かまえを取る〝スナッチャー〟。そのスタイルは瑠璃によく似にている。「何を驚いている。勝つ算さん段だんがあると言っただろう」

ラハブ：これは、本当に油ゆ断だんがならないようですね。……《加か速そく装そう置ち》＋《サポートデバイス》を使います。

瑠璃：《フルパワーアタック》！




　鏡に映うつしたような構えで対たい峙じする〝スナッチャー〟と瑠璃。

　だが、動いたのは〝スナッチャー〟が先だ。




ＧＭ：最初のイニシアチブプロセスで《加速する刻とき》を使用。〝スナッチャー〟が先手だ。

志津香：来た！

ＧＭ：マイナーアクションで《オリジン：レジェンド》＋《原初の青：破は壊かいの爪つめ》＋《影かげの武ぶ器き：インフィニティウェポン》。右みぎ腕うでが狼おおかみのものへと変じ、さらに左手には志津香そっくりのハンマーを作り出して握にぎりしめる。

志津香：わたくしのハンマー!?

ＧＭ：そしてメジャーアクションは《原初の赤：マルチウェポン》＋《原初の灰はい：万軍撃げき破は》＋《無形の影》その他。ハウントのように両手の武器を操あやつり……、その中心に生み出されるのは純じゆん白ぱくの炎ほのお。

ラハブ：ワタシの炎とハウントの技わざと来ましたか！

ハウント：ひとりナイトフォールというところか。

ＧＭ：「少ない力で実力以上のものに勝利する。あたしの知る限かぎり、そのもっとも信しん頼らいできるモデルがコレだ！」……ダイスが14で止まったが、《原初の紫むらさき：妖よう精せいの手》と《原初の黒：勝利の女神》！　達成値は69！

ハウント：くっ、《支し配はい者しやの呪じゆ詛そ》を使う前に上積みされたか！

ＧＭ：それが飛んでくることは先せん刻こく承しよう知ち！　〝スナッチャー〟から生み出された半はん透とう明めいの牙きばの化け物が、まるでハウントの操あやつる亡ぼう霊れいのようにキミたちを縛しばる。

ハウント：本当に、よく真似まねる……！




　全員ドッジの判はん定ていを振ふるものの、達成値に届とどかず失敗。




志津香：《マグネットフォース》ですわ！　瑠璃さんをかばいます！

ハウント：使いどころだ。自分に《領りよう域いきの盾たて》を使用。ラハブをかばう。

瑠璃：志津香さん、ありがとう。

ラハブ：感謝しますよ、ハウント。ワタシは一度でも落ちたらもう動けませんからねぇ。

ＧＭ：ダメージは52点だ。狼の爪、重力加速されたハンマー、そして炎がキミたちを襲おそう。

志津香：カバーリングしてなければ耐たえられたものの！

ハウント：私わたしはここで《ラストアクション》だ！　自分に亡霊を取とり憑つかせ、トリガーを引く！　Ｄロイス復ふく讐しゆう者しやも使用！　いつものコンボで……達成値46！

ＧＭ：ちいっ！　放たれた銃じゆう弾だんに牙の化け物を向かわせる！　《浄じよう玻は璃りの鏡》を使用して〈ＲＣ〉で回かい避ひ！　技ぎ能のうと《オリジン：レジェンド》で固こ定てい値ち20からスタート。……だが達成値29で回避失敗。

志津香：うっ。暴走してないからドッジの判定ができますのね。

ラハブ：というかもはや別のキャラクターですな。全体的に細やかになっている。

ＧＭ：以前はコピー系けい無しの力押おし、今はコピー系中心の絡からめ手というコンセプトだ。力が無くなって前のエフェクトはほとんど使えなくなっている。

ハウント：よし！　82点！

ＧＭ：いきなり大きい！　《雲うん散さん霧む消しよう》を使って30点軽けい減げんするが、52点ダメージ！

ハウント：そして私は金きん獅じ子し騎き士し団だんへのロイスを取り、それをタイタスにして昇しよう華か。これはしぶとそうだな……。

志津香：わたくしもタイタスを……。

ラハブ：いいえ、シヅカはワタシが《原初の黒：奇き跡せきの雫しずく》を使いましょう。

志津香：えっ、でも侵蝕率が！

ラハブ：いいのです。どうせワタシはあと一回行動すれば何もできなくなる。ここはアナタのタイタスを温おん存ぞんする方が重要でしょう。

志津香：恩おんに着ますわ……！

ラハブ：そしてこれでワタシの侵蝕率は[image: ]％！　ついにエフェクトレベル＋４の世界！

一同：うおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！

ラハブ：さあ、全力が望みとのことでしたね……！

ＧＭ：「ああ、……来い」

ラハブ：それでは遠えん慮りよ無く、ワタシの限げん界かいの一いち撃げきを食らいなさい！




　全身が炎に包まれ、ラハブは魔ま人じんと化して走る。

　炎の魔人は両手を大きく広げると、敵を巻まきこんで爆ばく発はつした。




ラハブ：〝スナッチャー〟にエンゲージ！　そしてすべてを組み合わせたコンボ！　食らえ侵蝕率[image: ]超ごえの一撃！　……達成値60！

ＧＭ：くっ。《浄玻璃の鏡》で牙の化け物に炎を食わせようとするが……回避失敗だ。

ラハブ：97点、装そう甲こう無む視しのダメージ！

ＧＭ：炎に巻まかれる〝スナッチャー〟。だが武器を振ふるい、強ごう引いんにその炎を引きはがす。「まだ、まだぁ！」そして次のイニシアチブプロセスにまた行動をする。

瑠璃：また来る！

ＧＭ：〝スナッチャー〟の狼の手がラハブをトン、と押おす。《裏うら切ぎりの真名》を使用！　内なるレネゲイドを暴走させてダメージを与あたえるエフェクトだ。ラハブの体から牙の化け物を生み出して食いちぎらせる！

ラハブ：ぐおっ！　侵蝕率でダメージが上がるエフェクト！

ＧＭ：しかも今ならばカバーリングもできないタイミングだ。ダメージは39点！

ハウント：これは……。

ラハブ：いや、これは仕方がない。ワタシはここで倒たおれましょう。

ＧＭ：「相打ちの覚かく悟ごがあれば、あたしが勝まさる！」

ラハブ：見事。その覚悟、確たしかにワタシに届とどきました。……ふふっ、しかしいい表ひよう情じようをするようになりました。アナタは獣けものを脱だつしましたね。

ＧＭ：「どう、だろうな。あたしにはわからない」

ラハブ：ならばこの戦いで見極めなさい──。と言って戦せん闘とう不ふ能のうです。

瑠璃：ラハブ、少し休んでいて。

ラハブ：ええ、高みの見物とさせてもらいますよ。と指輪に戻もどります。

ハウント：そしてもう一度私の手番か。同じく全力で攻こう撃げきだ。……達成値35。

ＧＭ：その達成値なら……。《浄玻璃の鏡》を使用！　ダイス目は振ふるわないが、《原初の紫：妖精の手》を使って達成値37！

ハウント：亡霊の使い方が手て慣なれてきたな。だが、本家としては負けるわけにはいかん。《支配者の呪詛》！　達成値を25下げたまえ！

ＧＭ：うぐっ、それはダメか。




　まとわりつかんとする牙の化け物を、ハウントの亡霊が乗っ取り返す。

　牙たちはハウントの意のままに〝スナッチャー〟へと嚙かみつき、その動きをみだした。




ＧＭ：命中だ。ダメージを出してくれ。

志津香：《暴ぼう食しよくの魔ま王おう》ですわ！　四星拡かく散さん！　少しよう佐さの弾だん丸がんを〝星〟で加速させます！

ハウント：助かる。……ダメージの合計は71点だ！

ＧＭ：ビシビシとダメージが入るな。だがまだだ！

志津香：マイナーで移い動どう。メジャーは《バリアクラッカー》付きで攻撃ですわ。五星連結！　達成値42！

ＧＭ：《浄玻璃の鏡》。牙の化け物で軌き道どうを逸そらす。……よし、《原初の紫：妖精の手》まで含ふくめて達成値56で回避成功！

志津香：くっ、本当に丁てい寧ねいに戦うようになりましたのね……！

瑠璃：次はあたしか──。

志津香：すみません、瑠璃さん。お任まかせしますわ。

瑠璃：任せて。……さあ、行くぞ〝スナッチャー〟。これがあたしの全力だ！

ＧＭ：「そうだ、もう一度見せてくれ。あたしが超こえようとする頂いただきの高さを！」

瑠璃：《ハンティングスタイル》＋《完全獣化》＋《剛身獣化》＋《破壊の爪》！




　きらめきと共に銀ぎん狼ろうへと身を変じる瑠璃。

　青い砂さ漠ばくに雄お々おしく立つその姿すがたは、敵ながらに目を奪うばわれるほど。




瑠璃：メジャーアクションは《神しん獣じゆう撃げき》を含ふくめた全部！　……達成値46！

ハウント：《勝利の女神》！　当たれば《力の法ほう則そく》も使うぞ。

瑠璃：ありがとうございます、少佐！　達成値は67！

ＧＭ：ち──っ！　《浄玻璃の鏡》は使うが、ドッジは33で失敗！

瑠璃：ダメージ──[image: ]点！




　風を巻まき、砂を上げ、銀狼は敵へと迫せまる。

　一ひと筋すじの閃せん光こうと化したその一撃に、〝スナッチャー〟はまるで反応できなかった。




ＧＭ：一発二発攻撃を回避しても、全部チャラにする破は壊かい力りよくだな！

瑠璃：どうだ！

ＧＭ：残り少ないＨＰに、そんなダメージを受けたらＨＰはもちろん０になる。でも……。

ハウント：復ふつ活かつエフェクトか？

ＧＭ：いや。〝スナッチャー〟は──父様へのタイタスを昇華して蘇る。

一同：な、にいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっ!?

ＧＭ：銀狼に吹ふき飛とばされる〝スナッチャー〟。痛いたみと傷きずで視し界かいは歪ゆがみ、意い識しきは遠ざかる。だが──。




　ガチン、と〝スナッチャー〟は奥おく歯ばを打ち鳴らした。

　怒いかりと、後こう悔かいと、不ふ甲が斐いなさが己おのれの体を駆かけ巡めぐる。

　まだ何もしていない。まだ何も見せていない。それで倒たおれてよいものか。

　否いな──！




ＧＭ：吹き飛ばされた〝スナッチャー〟は空中で反転し、なんとか着地する。意地と、そして根こん性じようでなお立つ〝スナッチャー〟。

ハウント：ラハブではないが、見事と言う他無いな。

志津香：で、でも、タイタスを使いましたわ。つまりあの方はジャームではない……！

瑠璃：やっぱり──。

ラハブ：わかっていたのですか？

瑠璃：実はずっとそう思っていた。変だと思っていたんだ。ジャームならば、突然あたしに憎悪を向けてくることもないだろうって。

志津香：あ──！

ハウント：ジャームは衝しよう動どうに支配されている。ゆえに変化は少ない。つまり、劇げき的てきに変化する〝スナッチャー〟はジャームではない、か。

ラハブ：ふむ、言われてみれば確かに。

瑠璃：〝スナッチャー〟を見み据すえて言う。……よく立ったな。

ＧＭ：「まだ、あたしは何もしてない。それで倒れては、証あかしが残せない」

瑠璃：証、か。

ＧＭ：「そうだ。……ＡＺＯＴＨの失敗作ではない、代理品でもない。ただひとり、あたしという個こが残せる証だ！」〝スナッチャー〟が狼の腕うでと、ハンマーを振ふるう！　先ほどのコンボから《無形の影》と《万軍撃破》をのぞいて、《混こん色しよくの氾はん濫らん》を使用する。

志津香：範はん囲い攻こう撃げきですわね。……瑠璃さん、ここはわたくしが。

瑠璃：もう、限界？

志津香：ええ、これで動けなくなりますわ。

瑠璃：わかった。志津香さん、頼たのむ──。

ＧＭ：達成値は47！　ダメージは44点！

志津香：《マグネットフォース》で瑠璃さんをかばい、そして倒たおれますわ。

ハウント：これでふたりか。……勝つつもりというのも、案外噓うそではないらしいな。

瑠璃：彼女は最初から全力です。このくらいはしてきますよ。

ＧＭ：「動どう揺ようすらしないか」

瑠璃：してほしいのか？

ＧＭ：「ふふっ。いいや、強いままの方がいい」

瑠璃：なら、続けるまでだ！




▼第２ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では２ラウンド目だ。スナッチャーは……ここは《原初の白：フルパワーアタック》は使わないでいこう。行動値勝負だ。

瑠璃：あたしは《フルパワーアタック》。

ラハブ：ぶれませんねえ。

瑠璃：全力を出すと決めたから、迷まよう必要はないよ。

ラハブ：確かに。

ハウント：そしてまず〝スナッチャー〟の手番だな。

ＧＭ：よし、では《マルチウェポン》のコンボに切り札、リミットエフェクト《世界を喰くらうもの》を使う！「これで、三人目だ！」狼の腕と、ハンマーの軌き道どうに沿そって牙の化け物が砂漠を飛ぶ！　……《原初の紫：妖精の手》付きで達成値66！

ハウント：だめか。私もこれで倒れるほか無い。

瑠璃：あたしはＡＺＯＴＨへのタイタスを昇華して耐たえます。……少佐、最後はあたしが決着を付けます。

ハウント：ああ、そうだな。これはキミにしか付けられない決着だ。

瑠璃：はい。……同じ起き源げんを持ち、違う道を歩んできたあたしだからこそ。

ＧＭ：〝スナッチャー〟は息を荒あららげながらかすかに笑う。「そうか、そろそろ決着だな」

瑠璃：始まりがあれば終わりがある。なんだってそうだ。

ＧＭ：「そうか……。少し楽しくなってきたのに、残念だな」

瑠璃：……やっぱり、どこかであたしたちは似ている。

ＧＭ：「？」

瑠璃：あたしも、そう思っていたところだ。

ＧＭ：「──そうか」

瑠璃：だが〝スナッチャー〟、あたしは次の一撃でこの戦いを終わらせる！

ＧＭ：「ならば、それをあたしは超こえてやる！」

瑠璃：やってみろ！　……《神獣撃》まですべて組み合わせて攻撃！

ラハブ：もう、相手は十数点のＨＰでしょうに。本当に最後まで全力なのですねぇ。

志津香：それが瑠璃さんですわ。

ハウント：さあ、どうなる──？

瑠璃：…………達成値72！




　再さい度ど銀狼が走る。夜を一文字に切きり裂さくように。

　対する〝スナッチャー〟は、わずかに笑みを深くする。

　この一撃こそ、今まで手に届かなかった強羅瑠璃そのもの。

　それを、今こそ凌りよう駕がする！




ＧＭ：《浄玻璃の鏡》！　両の腕から放たれた牙の化け物たちが、真っ正面から瑠璃の攻撃を受け止める！「おおおおおおおおおおおおおおおおっ！」　ダイス目は８だが、最後の《原初の紫：妖精の手》！　……よし！　10が出てクリティカル！

一同：お、おお？

ＧＭ：ダイス目24！　ＲＣのレベルと《オリジン：レジェンド》の修しゆう正せいを足して44！　さらに《原初の黒：勝利の女神》！

一同：おおおおおおおおお!?

ＧＭ：達成値＋27！　合計────71っ!!　１足りない──────っ!!

一同：うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!




　牙たちと、銀の閃光がぶつかり合う。

〝スナッチャー〟は笑った。

　限界まで、いや限界以上に力を振ふり絞しぼった。すべての実力を発はつ揮きした。

　だが、だがそれでもなお──。




瑠璃：ダメージ[image: ]点！




　強羅瑠璃は、上を行くのだ。




ＧＭ：牙たちで作ったバリケードは砕くだけ、〝スナッチャー〟もまた吹き飛ばされる。




　幾度も争い、そして最後まで超えられぬ銀なる頂を見上げつつ。

「強いな、お前たちは」

〝スナッチャー〟は満足げに笑った。




ＧＭ：これでＨＰは０だ。〝スナッチャー〟は意識があるものの、起き上がれない。

志津香：勝った……。

瑠璃：〝スナッチャー〟の隣となりに立ち、見下ろす。……ここまでだ、〝スナッチャー〟。

ＧＭ：「ああ、ここまでだ」〝スナッチャー〟はふと笑って言う。「あたしの負けだ──」




　その言葉は、意外なほど素直に滑り出た。

　あれほどにこだわった決着も、あれほどに焦がれた勝利も、洗い流されてゆく。

　代わりに訪れるのは「終わった」という寂寥のみ。




　こうして、〝スナッチャー〟最期の戦いは終わった。

　青い青い砂漠の地に舞まい降おりた、銀色の夜に敗北して。





《影の武器》　自分の影を武器の形に固めるウロボロスのエフェクト。

《万軍撃破》　タイミングを見計らい、戦場にいるすべての敵へダメージを与える一撃を繰り出すノイマンのエフェクト。

《無形の影》　自分の影に行動をサポートさせるウロボロスのエフェクト。

《支配者の呪詛》　領域を調整し、相手の行動をダイレクトに阻害するオルクスのエフェクト。

《ラストアクション》　自分が倒れる瞬間、痛みやダメージを無視して一瞬だけ行動するノイマンのエフェクト。

《浄玻璃の鏡》　影を立ち上がらせて攻撃を阻害し、回避するウロボロスのエフェクト。

《裏切りの真名》　相手を侵蝕しているレネゲイドそのものに干渉し、その肉体を食い破らせるウロボロスのエフェクト。

《バリアクラッカー》　電磁力で相手の防御を完全に崩すブラックドッグのエフェクト。

《混色の氾濫》　コピーしたエフェクトをさらに巨大化させるウロボロスのエフェクト。

《マルチウェポン》　複数の武器を同時に操るノイマンのエフェクト。

《世界を喰らうもの》　《混色の氾濫》をより巨大化させ、超広範囲に攻撃するウロボロスのエフェクト。












　　　ＥＮＤＩＮＧ ＰＨＡＳＥ




ＧＭ：ではエンディングに移うつる前にバックトラックだ。Ｅロイスで下がる個こ数すうは９個。全部シャイターンの分だね。

ラハブ：ひとりなのに９個分。隠かくしてあるＥロイスが怖こわいですねえ。

瑠璃：ここでメモリーが使えるんだね？

ＧＭ：そう。メモリーひとつにつき10％侵しん蝕しよく率りつが下がる。

志津香：やっぱり大きいですわねえ。

瑠璃：あたしは２倍振ぶりで生せい還かん。ロイスの数も多かったし、問題なし。……ラハブは？

ラハブ：ふっふっふ。

瑠璃：お？

ラハブ：なんと２倍振りで94％！　メモリーのおかげです！　メモリーすごい！

志津香：[image: ]％から２倍で生還！　すさまじいですわね！

ハウント：メモリーは考えておくべきかもしれんな。私も２倍振りだ。

志津香：わたくしも２倍ですわ。

ＧＭ：全員２倍で生還か。みんなおめでとう。……ではエンディングだ。







◆Ending01◆新たな命を祝福せん

Scene Player ─── 瑠璃




　決着はついた。

〝スナッチャー〟は倒たおれたまま、その体は崩ほう壊かいを始めている。

　瑠璃は彼女を見下ろし、聞いた。

「満足したか、〝スナッチャー〟」




ＧＭ：ではエンディングだ。クライマックスの直後からスタートする。

瑠璃：まず聞こう。……戦いは終わった。満足したか、〝スナッチャー〟。

ＧＭ：「ああ」と倒れたままうなずく〝スナッチャー〟。「勝利こそ得られなかったが、悔くいは無い。……やはり、お前たちは強かった」




〝スナッチャー〟は、見み違ちがえるほどに晴れやかな笑えみを浮うかべていた。

　それは全力を尽つくし、すべてやり遂とげたものの顔。




ＧＭ：「受けて立ってもらえたことを感謝する。後は、少しだけだが父様の情じよう報ほうを渡わたして消えよう。それがあたしの──」

瑠璃：（さえぎって）それでいいのか、〝スナッチャー〟。

ＧＭ：「え……？」

志津香：瑠璃さん？

瑠璃：お前は本当にそれでいいのか。このまま消えて、満足なのか。

ＧＭ：「なにを──」

ハウント：まさか瑠璃、キミは……。

瑠璃：お前が生きたいと言うのなら、あたしは──。




「あたしは、聖せい杯はいを使おう」




ＧＭ：……!!

志津香：ちょ、ちょっ、る、瑠璃さん!?

ハウント：本気なのか……？

ラハブ：（目を丸くして瑠璃を見る）

瑠璃：噓でも冗じよう談だんでも無い。あたしは、〝スナッチャー〟に聖杯を使うつもりだ。

一同：（どよめく）

ＧＭ：え、えーと、ＧＭとして聞いちゃうけどホントに使うの？　聖杯の残り使用回数減るよ？

瑠璃：うん、わかってる。それでも使う。

ＧＭ：お、おお……。

瑠璃：何か問題でもある？

ＧＭ：い、いや、そういうわけじゃない。でもまったく想定していなかったから……！

瑠璃：そう？　あたしは〝スナッチャー〟の状じよう態たいを聞いた時から使おうと思っていたけれど。……ただし彼女が「生きたい」と言えば。

ＧＭ：早い……！

ハウント：瑠璃、キミが本気なのは理り解かいした。だがなぜだ？　聖杯は無む造ぞう作さに使えるものでも、何度も使えるものでもないことは知っているはずだろう。

瑠璃：少佐。……あたしはスエミの時の過あやまちを繰くり返かえしたくないんです。

ハウント：アロタニアのことか。

瑠璃：あの時、あたしは聖杯を使えなかった。あの子よりも世界を取った。

ラハブ：その選せん択たくが間ま違ちがっていたと？

瑠璃：違う。あれは正しかった。……でも、正しいだけじゃ救われないものもいる。




　アロタニアの事じ件けんの時、瑠璃は言った。

「万の命を助けるために、千を犠ぎ牲せいにすることもいとわない。それが世界を護まもることだ」と。

　それは真理だ。だが──それだけでは足りない。




瑠璃：犠牲にしなければならない人たちがいるのなら、その人たちの居い場ば所しよを作る。外れるものがいるならば、手を差さし伸のべる。

志津香：ですが瑠璃さん、それは理想ですわ。現げん実じつは……。

瑠璃：わかっているよ、志津香さん。すべての人を平等に救うことなんてできない。あたしは全ぜん能のうの神じゃない。……でも、だからといって、それを目指しちゃいけないわけじゃない。

志津香：それは、確かに……。

瑠璃：鳴なる神かみ先せん輩ぱいたちが言っていた。旧きゆうナイトフォールは〝遺い産さん〟によって傷を受けた人たちを、カルディナ隊長が集めたって。隊長はみんなに居場所を作った。その意い志しも、あたしは受うけ継つぎたい。




　救えなかったものに、新しい居場所を。

　家族を喪うしなったものに、新しい家族を。

　傷きずついたものに、安らげる場所を。




瑠璃：あたしも、ラハブも、少佐も、イザベラさんも。どこかにいられなくなって、ココにたどり着いた人ばかり。

志津香：わたくしはちょっと違ちがいますけれどね。

瑠璃：志津香さんはそれでいいんだよ。地に足がついているからこそ、頼たよりになる。

ハウント：それは同感だな。

瑠璃：あたしはナイトフォールに救われた。だからあたしもまたココを、〝誰だれかの居場所〟にしたい。

ラハブ：たとえそれが敵てきであったとしても？

瑠璃：〝スナッチャー〟は敵じゃないよ。あたしと源みなもとを同じくする──姉妹だ。

ラハブ：……それは失礼を。

瑠璃：さあ、〝スナッチャー〟。




　瑠璃は言葉を失っている〝スナッチャー〟に手を差し伸べる。




瑠璃：お前はこのままでいいのか？　戦って、消えるだけで満足なのか？　あたしは満足していない。

ＧＭ：「う…………」

瑠璃：あたしが変われたように、お前も変われるはずだ。あたしができたように、お前も夢ゆめを持てるはずだ。

ＧＭ：「夢……？」

瑠璃：そうだ。ＡＺＯＴＨの失敗作、〝スナッチャー〟ではない。ひとつの命として。あたしは──お前に生きていて欲ほしい。

ＧＭ：「あたしは……」




〝スナッチャー〟の顔がくしゃりと歪ゆがむ。

　思わず隠かくした右手の隙すき間まから、震ふるえる声が漏もれた。

「生きていて、いいのか……」




瑠璃：いいんだ。お前は、生きていてもいい。

ＧＭ：……〝スナッチャー〟は小さく、だが何度もうなずく。

志津香：決まったようですわね。

ハウント：まったく、まさか聖杯をこのために使うなどと。誰だれが思おうか。

瑠璃：それがあたしのやり方なんです。少佐。

ハウント：ああ、よくわかったよ。

ラハブ：では、ルリ──。

瑠璃：うん。……聖杯に呼よびかける。




　体内に響ひびくカルディナの音が、瑠璃の意志に応おうじてふくれあがる。

　輝かがやきを放ち、瑠璃の両手の間へと顕けん現げんする聖せいなる杯さかずき。

「聖杯よ。今ここに消え去るものに、新たなる命を──」

　願いと共に、光がふくれあがった。




ＧＭ：聖杯が使用され、〝スナッチャー〟の肉体が癒いえてゆく。癒えるというか、受じゆ肉にくすると言った方が正せい確かくかな。体を持たない彼女が、聖杯の力で初めて得た「自分の肉体」だ。

ラハブ：ワタシは片かた膝ひざを付き、頭こうべを垂たれましょう。神の奇き跡せきの一いつ端たんに。

志津香：どういう姿すがたになりますの？

ＧＭ：そうだなあ。基き本ほんはやっぱり瑠璃によく似にた少女──十七歳さいくらいの少女になる。ただ瑠璃よりも髪かみは長い感じになるかな。

瑠璃：聖杯を胸むねの奥おくに戻もどして、〝スナッチャー〟に聞く。気分はどう？

ＧＭ：彼女は半身を起こし、首を振る。「まさしく生まれ変わった気分だ。先は無いと覚悟していたのに……」




　ぎゅうと強く一度目をつぶり、そうして新たに命を得た少女は笑う。

「ありがとう、瑠璃」



















瑠璃：（同じく笑って）どういたしまして。

ハウント：ところで彼女は人間なのか？

志津香：それともレネゲイドビーイングとして生を受けましたの？

ＧＭ：人間に限かぎりなく近いレネゲイドビーイングかな。……うん、データ変わるなこれ。

ラハブ：生まれ変わったのなら、リビルドが必要でしょうねえ（笑）。

瑠璃：……ところでもう〝スナッチャー〟じゃないんだから、新しい名前が必要だよね。

ＧＭ：「名前？」と目をぱちくり。

志津香：そう言えばそうですわね。肉体は返してもらったわけですし。

ラハブ：何より、呼よびにくい。

瑠璃：うん。

ＧＭ：「だが、名前と言っても──」

瑠璃：思いつかないなら、せっかくだしあたしからあなたへ。名前を贈おくろう。あなたの名前は──。




「瑠る衣い──ルイ」




ＧＭ：「ルイ。それがあたしの名前……」

瑠璃：お母さんから昔聞いたことがある。あたしの名前を付けるときに瑠璃か瑠衣で迷まよったって。だからその名前を、あなたに。

ＧＭ：「そうか……」

ラハブ：さらに言えば瑠璃が纏まとっていた衣ころもにも由来するわけですね。ふむ、よいのでは？

瑠璃：どう？　それでいい？

ＧＭ：「ああ、気に入った。あたしはルイ。〝スナッチャー〟ではなく、ルイ……」

瑠璃：よかった。

ラハブ：晴れてこれで、ルリの姉妹の誕生というわけですねぇ。

志津香：そうか、そういう扱いになりますのね。どちらが姉になりますの？

ＧＭ：自意識を持ったのは〝スナッチャー〟……じゃなくてルイの方が先だけど。精神性の問題もあるし、瑠璃の方が姉かなあ。

瑠璃：あたしもその方が接しやすい（笑）。

ハウント：しかしルイとなれば男の名前だが、いいのかね？

瑠璃：あ、そういえばそうか。

ラハブ：まあ、日本語名ならば気にもなりませんし。よいのでは？

ＧＭ：では〝スナッチャー〟ことルイが、「今ならば男になることもできると思うが」。

瑠璃：できるの!?

ＧＭ：「元々あたしに性せい別べつはないわけだし。聖杯の力がわずかに残った今ならば、多分なれると、思う。……その方がいいか？」

志津香：（身を乗り出して）やめましょう！　男になるなんてやめましょう！

ＧＭ：「だが──」

志津香：やめましょう！　プレイヤーとして強く訴うつたえます！　そのおっぱいが無くなるなんて！　どれだけの損そん失しつだと思っているんですか！（笑）

ＧＭ：お、おう。了りよう解かいだ。

ラハブ：加か納のうくん。わかる、わかるぞ……！

志津香：ですよね天さん！

ＧＭ：握あく手しゆしてないで、話進めるぞおい！（笑）

ラハブ・志津香：はーい。

ＧＭ：えー、ではルイが起き上がり、和なごやかな雰ふん囲い気きとなったその時。突とつ然ぜん、──拍はく手しゆの音が聞こえる。

瑠璃：──!?




　その男は突然に現あらわれた。

　真っ白なフード付きのローブ。顔は見えずとも、ゆったりと拍手を繰くり返かえすその姿すがたは落ち着きすぎていて、あまりに場にそぐわない。




志津香：誰だれですのっ!?

ＧＭ：志津香の問いには答えず、そのローブ姿の人ひと影かげは言う。「素す晴ばらしい。まったく素晴らしい」その声は心の深い部分に響ひびくような低音。初老の男だん性せいに思える。

瑠璃：…………。

ＧＭ：そして声を聞いた瞬しゆん間かんに瑠璃は理解する。彼こそが、キミを作った人物だ。

瑠璃：──っ！　つまり、コイツが〝父様〟──！

ＧＭ：彼は瑠璃をひたと見て言う。「まさか聖杯を使ってまでこの子を助けるとは。……瑠璃、本当に優やさしい子に育ったのだね」

瑠璃：お前が、お前があたしや〝スナッチャー〟……いや、ルイをもてあそんだのか！

ＧＭ：「もてあそぶなどと、言葉が悪い」

瑠璃：お前は誰だ！　何の目的でこんなことをした！

ＧＭ：「そうか、そうだった。私のことを忘わすれているのだった。ならば──」




　男はローブを降おろす。

　浅黒い肌はだ、白く染そまった髪かみと髭ひげ。瞳ひとみには深い叡えい智ちの光をたたえ、その様は超ちよう然ぜん。古代の賢けん者じやというにふさわしい彼の容よう姿しに衝しよう撃げきを受けたのは──。

　ラハブだった。




ＧＭ：（ラハブに）彼の顔を、キミは見たことがある。

ラハブ：なんですと？　…………まさか！

ＧＭ：ちらりとラハブを見て、男は名乗る。「私の名はソロモン。いくつもの名を持っているが、ここではそう名乗ろうか」

志津香：ソロモン王!?

ラハブ：き、記き憶おくにあるソロモンの姿と一いつ致ちしますか？

ＧＭ：ああ、一致する。

ハウント：古代の王本人、なのか……？

ＧＭ：そしてソロモンは瑠璃へと向き、優やさしく笑いかける。「私はお前の作り手であり、そしてその聖杯を作った者だ」

瑠璃：聖杯を!?

ハウント：真に受けるな瑠璃！　真しん偽ぎを確たしかめる術すべはない！

ＧＭ：「真実なのだがね。信じられないのであればそれでいい。ともあれ──」ソロモンはもう一度両手を打ち鳴らす。すると──。




　どさり、と音がした。

　虚こ空くうを割わって落ちたソレに、反はん射しや的てきに視し線せんが向く。

　ソレは瑠璃にとって、よく見知った人間だった。ソレは胸に大おお穴あなが空いた体だった。

　ソレは、心しん臓ぞうをえぐられたカルディナ・サレスの体──。




瑠璃：た、隊長──────っ!!

ＧＭ：瑠璃が叫さけんだその時。ソロモンは懐ふところから瑠璃の心臓を取り出す。心臓は瑠璃の体に共鳴すると、光となって瑠璃の体に吸きゆう収しゆうされる。

ハウント：まずい！

ＧＭ：すべてのパーツが瑠璃に返ってくる。その時、瑠璃の体全体からあの〝歌〟が発される。聖杯を起動させる歌が。それは聖せい杯はい城じようで聞いた歌の比ひではない。

瑠璃：せ、制せい御ぎよを！

ＧＭ：では〈意志〉判定で[image: ]を出してもらおうか。

瑠璃：無理！

ＧＭ：瑠璃の胸から聖杯が再度あらわれ、砂さ漠ばくに聖せい歌かが轟とどろく。……では瑠璃、キミの聖杯最後の一回を使ってもらおうか。

志津香：こ、これは聖杯の使用回数に含ふくまれるのですの!?

ＧＭ：無論。つまり──これで瑠璃は聖杯を使い切ったことになる。

一同：っ!!

ＧＭ：ルールは覚えているかな？　聖杯を使い切ったら、「次のセッションのエンディングまでに対たい処しよしないと、瑠璃は消滅する」。

瑠璃：く──！

ＧＭ：では演えん出しゆつを続けよう。荘そう厳ごんな光景の中、ソロモンは感じ入ったように両手を広げる。




「さあ、この時がついにやってきた」

　古代の王は朗ろう々ろうと宣せん言げんする。その力に圧あつされ、まるで瑠璃が捧ささげ持もつように支ささえている聖杯に願いを放つ。

「聖杯よ、世界わたしを癒いやせ」




　聖杯から爆ばく発はつ的てきに光が膨ふくらむ。

　砂漠を、海を、大陸を包み。

　その日、世界は光に包まれた──。





ダブルクロス・リプレイ・ナイツ４　ナイトメアトゥルース

fin












　　　あとがき




　許ゆるす、という行こう為いは非ひ常じように労力のかかるものです。

　相手のした行動を受け入れ、かみ砕くだき、消化し、その上で責せめるわけでも捨すてるわけでも無く、許す。

　もうその出来事自体を忘わすれたくて許すのではなく、正面から受け止めて自分の中で昇しよう華かする。真面目に考えれば考えるほど難むずかしいものだと思います。

　無む償しようですべてを許すのを「神の愛」だと表ひよう現げんするのもうなずける話です。




　なにが言いたいかというと、セッション中の若わか林ばやしさんの行動が返す返すもすごかったということなのです。

　あれで許すのは想定していなかった……。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




　この本を手にとっていただき、ありがとうございます。矢野俊策やの・しゆんさくです。

　さてリプレイ・ナイツもついに四巻かんまでやってきました。読んでいただいた方にはわかるかと思いますが、この巻はクライマックス直前。明かされる真実の数々と、そして登場する敵てきの姿すがた、という展てん開かいでお送りしてます。

　もしここで、先にあとがきを開いてしまったという方がいればご注意を。ここから先はシナリオのネタバレを含ふくみます。本ほん編ぺんをお読みになってから、読んでくださいませ。




　では、よろしいですか？




　想そう像ぞう以上に瑠る璃りが成長してました。とにかくＧＭとしてはその一言につきます。

　プリプレイの冒ぼう頭とうにも書きましたが、このセッションのテーマは「自分自身」でした。これはただ瑠璃の設せつ定ていを明らかにするだけでなく、「自分をもう一度見つめ直してもらおう」というコンセプトでもあります。

　瑠璃は今までその人じん格かくを歪ゆがめられてきたキャラクターです。聖せい杯はいを受うけ継つがされ、記き憶おくを失い続けるという呪のろいにむしばまれ、精せい神しんの積み上げができない。いや、そうさせたのはＧＭの私わたしですが。

　その瑠璃がついに聖杯の呪いを脱だつし、また甘あまえてきた旧きゆうナイトフォールから卒業し、どうなったのか。強ごう羅ら瑠璃とは、本当はどんな人間なのか。それを改めて示しめしてもらうのがコンセプトだったわけです。

　結果は先ほども書きましたが、想像以上でした。

　前回までの不安定さが噓うそのように、ぶれず、揺ゆらがない心。自分の道を決めたという言葉に噓は無く、そのためには両親に自分の能のう力りよくを明かすこともいとわない。

　結果として、あれで消しよう滅めつするはずだった〝スナッチャー〟を助けるというイベントが起きたわけです。まあ、間ま違ちがった乙女おとめ力を求めているという、別の意味で想像を超こえたシーンもありましたが（笑）。




〝スナッチャー〟については、あれで満足して綺き麗れいに消滅するものだと想定していました。

　いくら精せい神しん的てきに丸くなり、自分の非ひを認みとめたとて、彼かの女じよのしたことは非ひ道どうの一言。許ゆるされるレベルではないと思っていたのです。実じつ際さいハウントのプレイヤー、稲いな葉ばさんもセッション後に「あれは自分だったらそのまま消滅させていた」と言っていました。

　非道を行ったヤツでも、改心したのであれば最期の願いくらいは受け止めてやろうという流れですね。

　──それを瑠璃こと、若林さんは軽々と超こえてきました。どうやら〝スナッチャー〟の現げん状じようを聞いたときには、もう「最後には助けよう」と思っていたようです。やった当人である自分が言うのもなんですが、あれだけひどい目にあったのに。

　これはまさしく器の大きさの為なせること。「神の愛」だなあ、と思った次第です。




　ちなみにお気づきかもしれませんが、このセッションの裏うらテーマは「敵の成長」でした。

　キャンペーンとして長く物語を紡つむぐ際さい、醍だい醐ご味みのひとつとしてキャラクターの変化が挙げられます。瑠璃が成長したように、ラハブが変わったように、ならば敵も成長できないかなという願いは前々から持っていました。

　それを今回、もうひとりの瑠璃こと「ＡＺＯＴＨの失敗作」たる〝スナッチャー〟を使って挑ちよう戦せんしたわけです。瑠璃が彼女を成長させることによって、前ぜん巻かん自分が旧ナイトフォールにしてもらったことを逆ぎやく側から繰くり返かえしたという形式です。

　結果、彼女は「ルイ」という別キャラクターとして生まれ変わることになりました。そうなったからには彼女にもきちんとこの先の人生を歩んでもらおうと思います。いやー、本当にデータとかどうしましょうかね。




　そしてもうひとつ。その結果瑠璃の聖杯が、使用可能回数０回になりました──。

　一巻に書きましたが、聖杯のペナルティは「使用可能回数０回になったら、その次のシナリオでなんらかの手を打たないとセッション終しゆう了りよう時に瑠璃は死ぬ」というものです。このペナルティは瑠璃の肉体が戻もどってきた今でも有ゆう効こうです。

　つまり次回最さい終しゆう巻かんで、瑠璃は敵を相手にしつつ、自分の消滅も防ふせがねばならないことになりました。もしかしたら敵の野望を止めはするものの、自分も消えるという相打ちエンディングもあるかもしれません。それもいいな……。

　なおあのイベントはその時の瑠璃の聖杯使用回数によって分ぶん岐きする作りになっていました。強きよう制せい起動時に聖杯の残り回数が何回になるか。０回であることは無いだろうと思ってましたが、それも考こう慮りよして。結果的に一番面白いルートになったと、今は握にぎり拳こぶしをしてます。




　さて今も書きましたが次回は最終巻。

　現あらわれた黒くろ幕まくことソロモンの目的は。起動した聖杯は何をもたらすのか。そして瑠璃はこのまま大空に笑顔で消えてしまうのか。あと一巻、お待ちください。




　最後にお礼を。プレイヤーの皆みなさん、楽しいセッションをありがとうございます。エナミさん、毎度生き生きとしたイラストをありがとうございます。そしてシナリオ作成につきあってもらったヨビさん。狙ねらった点はうまくいきましたぜ。

　そしてこの本を買ってくれた皆みな様さまに。ありがとうございます。またよろしくお願いします。





二〇一二年十月　　　矢野俊策
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